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片
岡
辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
田
能
村
竹
田
関
係
資
料
②  

古
賀　

道
夫

「
片
岡
辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、
山
口
県
宇
部
市
で
活
躍
し
た
実
業
家
の
片
岡

辰
市
氏
（
一
九
〇
九
〜
一
九
八
三
）
が
一
代
で
築
き
あ
げ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、

平
成
二
七
年
度
に
大
分
県
立
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
、
全
一
三
八
件
の
作
品
、
資
料

を
さ
す
。
そ
の
特
長
の
ひ
と
つ
が
、
重
要
文
化
財
を
含
む
田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七
〜

一
八
三
五
）
の
絵
画
作
品
に
加
え
、
竹
田
研
究
の
基
礎
と
な
る
関
係
資
料
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
大
分
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
第
一
号
』（
平
成
二
七
年
）に
記
し
た「
片
岡
辰
市
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
田
能
村
竹
田
関
係
資
料
①
」
で
は
、
そ
の
中
か
ら
五
件
の
資
料
を
と
り
あ

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
は
、
前
回
に
引
き
続
き
資
料
類
の
な
か

か
ら
、
生
前
の
片
岡
氏
が
と
く
に
大
事
に
し
て
い
た
と
伝
え
聞
く
「
田
能
村
竹
田
使
用

印
」を
と
り
あ
げ
る
。

六
．
田
能
村
竹
田
使
用
印

ま
ず
、
片
岡
辰
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
伝
来
す
る
全
三
二
顆
の
印
影
と
概
要
と
を
紹
介
す

る（
そ
れ
ぞ
れ
の
形
状
は
口
絵
１
、18
頁
の
図
参
照
）。
順
番
は
、田
能
村
竹
田
が
ま
と
め
た

「
印
譜
」（
天
保
三
年
跋
）に
、竹
田
の
長
子
・
田
能
村
如
仙（
一
八
〇
八
〜
一
八
九
六
）ら
が
追

加
、追
記
し
て
整
理
し
た『
竹
田
印
譜
』（
安
政
六
年
刊
）の
収（

註
１
）録

順
と
し
、そ
の
後
に
同
書
に

収
録
さ
れ
て
い
な
い
四
顆
を
あ
げ
て
い
る
。
印
影
は
原
寸
を
基
本
と
し
た
。
概
要
の
部
分

で
は
、印
文
、材
質
等（『
竹
田
印
譜
』に
記
載
さ
れ
て
い
る
印
材
と
鈕
の
形
状
）、刻
文（
鋳
文
）

の
内
容
を
記
し
、『
竹
田
印
譜
』に
掲
載
さ
れ
た
竹
田
と
如
仙
の
記
述（
該
当
す
る
印
に
関
す

る
部
分
の
み
）を
添
え
た（
読
点
は
筆
者
）。
＊
印
以
降
は
、
筆
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

印　

文
「
分
陀
利
華
」

材
質
等
「
凍
石
、
獅
鈕
」

刻　

文
「
頑
翁
」

竹
田
記
「
芬
陀
利
花
出
無
量
寿
経
、
予
作

花
卉
多
用
此
、
原
係
雲
華
含
公

所
蔵
、
崎
人
伯
民
刀
」

＊
末
広
雲
華（
一
七
七
三
〜
一
八
五
〇
）旧
蔵
の
印
。
刻
者
は
清
水
伯
民（
一
七
一
二
〜

一
七
九
三
、
長
崎
の
篆
刻
家
）。
文
政
後
期
頃
よ
り
花
卉
図
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
。
竹
田
の《
日
記
》、
文
政
六
年（
一
八
二
三
）五
月
廿
五
日
の
箇
所
に
、「
夜
訪
含

公（
雲
華
）公
贈
祝
谷
画
水
仙
𧂐
帖
伯
民
刻
印
一
顆
…
」と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
印
で
は
あ
る
ま
い
か
。

印　

文
「
神
仙
風
度
」　

材
質
等
「
凍
石
」

刻　

文
「
源
逸
篆
」

竹
田
記
「
余
喜
伯
民
之
刀
、
在
崎
鎮
日
井

愛
鶴
為
購
之
、
第
十
六
橋
上
之

古
骨
董
、
伯
民
号
頑
翁
、
書
画

俱
工
」

＊
刻
者
は
清
水
伯
民
。
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
か
ら
十
年
に
か
け
て
の
長
崎
旅
行
の

折
に
入
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
使
用
例
は
少
な
い
。

①②

－ 9－－ 9－



印　

文
「
一
咲
千
山
青
」

材
質
等
「
淡
黄
凍
石
」

竹
田
記
「
松
本
酔
古
蔵
清
人
某
氏
印
十
顆
、

此
亦
其
一
、
予
失
記
姓
名
、
刀

法
奇
峭
、
雖
稍
遠
于
古
然
可
玩

撫
也
、
便
面
常
多
用
此
」

＊
松
本
酔
古
（
大
坂
の
医
家
）
旧
蔵
の
印
。
文
政
末
期
頃
よ
り
使
用
例
が
あ
る
。
田
能

村
竹
田
筆《
竹
田
帖（
亀
齢
軒
集
帖
）》（
天
保
三
年
）に「
明
清
人
所
刻
」と
し
て
印
影

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

印　

文
「
九
峰
無
戒
衲
子
」

材
質
等
「
凍
石
、
鈕
玉
蘭
花
」

竹
田
記
「
予
游
薩
日
、
西
村
翁
獲
之
敗
簏

内
、
以
贈
、
塵
煤
点
汚
、
字
画

暗
昧
、
澡
雪
久
之
方
現
其
真
、

一
石
完
好
無
少
欠
損
、
予
邑
有

九
重
峰
、
印
云
九
峰
無
戒
衲
子
、

如
唐
山
人
、
預
知
有
載
後
、
千

里
外
、
予
生
此
僻
邑
、
而
鐫
刻

以
待
者
、
可
謂
一
大
奇
也
、
西

村
云
、
琉
球
人
游
于
唐
山
獲
之
、

携
到
于
薩
、
遂
所
留
贈
」

＊
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
薩
摩
で
得
た
も
の
で
、
そ
れ
以
後
、
使
用
例
の
多
い
印

で
あ
る
。《
竹
田
帖
（
亀
齢
軒
集
帖
）》
に
「
明
清
人
所
刻
」
と
し
て
印
影
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

印　

文
「
憲
印
」

材
質
等
「
凍
石
、
鈕
天
然
石
壁
」

竹
田
記
「
予
所
藏
尽
係
遊
印
、
刻
名
者

僅
々
乎
、
是
一
小
石
耳
、
亦
黄

鷲
之
刀
」

＊
刻
者
は
松（

註
２
）本

黄
鵞
（
生
没
年
不
詳
、
江
戸
の
篆
刻
家
。
長
州
生
ま
れ
）。
文
政
初
年

頃
よ
り
最
晩
年
ま
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

印　

文
「
竹
田
」

材
質
等
「
材
略
類
紫
檀
、
鈕
蓮
花
」

竹
田
記
「
林
谷
山
人
、
從
荏
土
寄
書
索
画

附
以
木
印
二（

註
３
）顆

（
中
略
）、
此

印
蔵
後
殆
三
十
歳
、
毎
画
必
用
、

朝
夕
手
此
、
略
無
虚
日
、
世
人

亦
知
之
、
無
此
印
則
不
允
至
贋
、

余
画
亦
多
用
之
」

＊
刻
者
は
細
川
林
谷（
一
七
八
二
〜
一
八
四
二
、江
戸
の
篆
刻
家
。
讃
岐
生
ま
れ
）。「
此

印
蔵
後
殆
三
十
歳
」の
記
述
か
ら
、
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）か
ら
二
年
に
か
け
て
の

江
戸
滞
在
の
折
に
林
谷
か
ら
贈
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
が
、
多
用
さ
れ
る
の
は

文
政
初
年
頃
か
ら
で
、
の
ち
最
晩
年
に
至
る
ま
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

③

⑤

④

⑥
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印　

文
「
妤
々
」　

材
質
等
「
淡
黒
石
」

刻　

文
「
林
谷
山
人
刻
」

竹
田
記
「
二
顆
同
林
谷
山
人
刀
（
中
略
）、

如
好
々
二
字
、
客
春
邂
逅
山
人

於
京
師
、
山
人
刻
贈
」

＊
刻
者
は
細
川
林
谷
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
三
月
、
竹
田
は
林
谷
と
京
都
で
交（

註
４
）流

し
て
い
る
が
、
そ
の
頃
に
贈
ら
れ
た
も
の
か
。
小
品
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
比
較
的

多
い
。

印　

文
「
酔
月
」

材
質
等
「
凍
石
」

刻　

文
「
新
安
胡
燕
」

竹
田
記
「
此
印
亦
好
々
刻
竣
日
、
従
山
人

購
得
、
有
款
曰
、
新
安
胡
燕
」

＊
⑦
の
印
と
同
時
期
に
入
手
し
た
も
の
。
使
用
例
は
少
な
い
。《
竹
田
帖
（
亀
齢
軒
集

帖
）》に「
明
清
人
所
刻
」と
し
て
印
影
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

印　

文
「
小
白
石
翁
」

材
質
等
「
凍
石
、
鈕
蓮
葉
」

刻　

文
「
頼
襄
為
君
彝
兄
」

竹
田
記
「
今
茲
壬
辰
元
日
、
頼
子
成
為
予

手
刻
、
托
雲
華
含
公
転
贈
、
子

成
名
高
一
世
、
毎
人
宝
其
毎
人

宝
其
手
翰
、
雖
一
筆
半
紙
、
亦

復
貴
重
拱
璧
不
啻
也
、
况
其
筆

之
鉄
而
紙
之
石
乎
、
至
勉
余
疎

慵
以
白
石
翁
、
則
逡
巡
愧
赧
弗

止
也
」

＊
刻
者
は
頼
山
陽
（
一
七
八
〇
〜
一
八
三
二
）。
壬
辰
＝
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）。
田

能
村
竹
田
筆
《
亦
復
一
楽
帖
》
に
対
す
る
礼
と
し
て
山
陽
が
竹
田
に
贈
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
以
後
、
晩
年
ま
で
使
用
さ
れ
る
。《
竹
田
帖
（
亀
齢
軒
集
帖
）》
に
も
所

載
さ
れ
、
同
様
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
白
石
翁
」
と
は
、
中
国
明
時

代
の
画
人
・
沈
周
の
こ
と
。

印　

文
「
震
得
鑑
筆
」

材
質
等
「
凍
石
、
獅
鈕
」

刻　

文
「
為
竹
田
先
生
黃
鶴
」

＊
刻
者
は
三
浦
黃
鶴
（
一
七
六
四
〜
一
八
一
九
、
豊
後
杵
築
藩
の
儒
者
。
三
浦
梅
園
の

子
）。
入
手
時
期
等
に
つ
い
て
は
不
明
。
使
用
例
は
少
な
い
。

⑦⑧

⑨⑩
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印　

文
「
一
片
秋
月
」

材
質
等
「
凍
石
」

刻　

文
「
黄
寉
篆
」

＊
刻
者
は
三
浦
黃
鶴
。
文
政
後
期
頃
に
使
用
例
が
あ
る
。

印　

文
「
水
色
山
光
」　

材
質
等
「
芳
野
山
古
桜
樹
」

竹
田
記
「
林
谷
山
人
、
從
荏
土
寄
書
索
画

附
以
木
印
二
顆
、
此
其
一
也
、

一
用
古
桜
樹
為
材
、
云
芳
野
山

所
出
、
刻
水
色
山
光
四
大
字
、

甚
有
風
趣
」

如
仙
記
「
林
谷
山
人
刀
」

＊
刻
者
は
細
川
林
谷
。
使
用
例
は
少
な
い
。

印　

文
「
竹
田
」

材
質
等
「
凍
石
」

如
仙
記
「
蔵
六
刻
」

＊
刻
者
は
三
世
浜
村
蔵（

註
５
）六（

一
七
九
一
〜
一
八
四
三
、
江
戸
の
篆
刻
家
）か
。

　

竹
田
の
稿
本
等
に
使
用
例
が
あ
る
。

印　

文
「
奇
山
異
水
」　

材
質
等
「
凍
石
、
螭
鈕
」

如
仙
記
「
清
人
刻
」

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。

印　

文
「
致
中
和
」　

材
質
等
「
凍
石
、
螭
鈕
」

如
仙
記
「
清
人
刻
」

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。

印　

文
「
田
憲
」

材
質
等
「
銅
、
鈕
連
環
」

如
仙
記
「
阿
部
良
山
刻
」

＊
刻
者
は
阿
部
良
山
（
一
七
七
三
〜
一
八
二
一
、
大
坂
の
篆
刻
家
。
讃
岐
生
ま
れ
）。

使
用
例
は
少
な
い
。

⑫

⑮

⑬

⑯

⑪

⑭

－ 12 －－ 12 －



印　

文
「
長
誤
詞
客　

前
身
可
画
師
」　

材
質
等
「
凍
石
」

刻　

文
「
偶
写
米
山
畢
、
余
興
未
尽
作
此
、

似
竹
田
外
史
、
丙
寅
冬
至
前
一

日
、
平
安
玉
泉
彦
」

如
仙
記
「
平
安
玉
泉
彦
」

＊
刻
者
は
玉
泉（
一
七
七
三
〜
一
八
二
一
、
伏
見
西
養
寺
の
僧
）。
丙
寅
＝
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）。
文
化
前
期
頃
に
使
用
例
が
あ
る
。

印　

文
「
竹
田
老
圃
」

材
質
等
「
凍
石
」

刻　

文
「
讃
阿
世
良
篆
」

＊
刻
者
は
阿
部
良
山
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
頃
よ
り
文
政
後
期
頃
ま
で
、
比
較
的

長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
る
。

印　

文
「
華
月
春
秋
」

材
質
等
「
銅
」

如
仙
記
「
阿
部
良
山
刀
銅
印
一
千
顆
之
一
」

　
　
　

「
先
人
附
之
辺
拈
華
」

＊
刻
者
は
阿
部
良
山
。
渡
辺
拈
華
（
一
七
九
九
〜
一
八
七
二
、
豊
後
岡
藩
の
画
員
。
田

能
村
竹
田
に
師
事
）
に
譲
ら
れ
、
の
ち
田
近
竹
邨
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
二
、
田
能

村
竹
田
の
孫
弟
子
）に
渡
る
。

印　

文
「
笑
而
不
答
」　

材
質
等
「
銅
、
鈕
荷
葉
」

如
仙
記
「
刻
不
詳
」

　
　
　

「
先
人
附
之
辺
拈
華
」

＊
刻
者
不
詳
。渡
辺
蓬
島（
一
七
五
二
〜
一
八
三
四
、
直
入
郡
竹
田
村
の
絵
師
、
田
能
村

竹
田
の
師
の
ひ
と
り
）
の
作
品
に
使
用
例
が
あ
り
、
あ
る
い
は
蓬
島
か
ら
譲
り
受
け

た
も
の
か
。
の
ち
渡
辺
拈
華
に
譲
ら
れ
、
さ
ら
に
田
近
竹
邨
に
渡
る
。
文
化
前
期
頃

に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

印　

文
「
老
画
師
」　

材
質
等
「
凍
石
、
鈕
兎
」

如
仙
記
「
廬
峯
刻
」「
先
人
没
後
附
碩
田
」

＊
刻
者
は
弘（

註
６
）廬

峰（
生
没
年
不
詳
、
下
関
の
篆
刻
家
）。

　

竹
田
の
没
後
、
後
藤
碩
田
（
一
八
〇
五
〜
一
八
八
二
、
大
分
郡
乙
津
村
生
ま
れ
の
国

学
者
。
田
能
村
竹
田
に
画
を
学
ぶ
）
に
譲
ら
れ
る
。
天
保
前
期
頃
、
比
較
的
画
帖
類

で
の
使
用
例
が
多
い
。

⑱⑲ ⑰

⑳㉑
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印　

文
「
僕
本
恨
人
」　

材
質
等
「
凍
石
」

如
仙
記
「
失
記
刻
名
」

＊
刻
者
不
詳
。
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。

印　

文
「
前
身
胡
蝶
」　

材
質
等
「
凍
石
、
鈕
蓮
」

如
仙
記
「
廬
峰
刀
」

＊
刻
者
は
弘
廬
峰
。
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。印　

文
「
無
用
人
憲
」　

材
質
等
「
凍
石
、
鈕
梅
花
」

如
仙
記
「
廬
峰
刀
」

＊
刻
者
は
弘
廬
峰
。
文
政
前
期
頃
に
使
用
例
が
あ
る
。

印　

文
「
竹
田
邨
民
」　

材
質
等
「
銅
、
鈕
漁
夫
」

如
仙
記
「
刻
不
詳
」

＊
刻
者
不
詳
。
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。

印　

文
「
自
娯
」　

材
質
等
「
凍
石
」

刻　

文
「
鉄
筆
拙
陋
如
此
、
是
亦
所
以
自

娯
也
、
竹
田
」

如
仙
記
「
附
先
人
自
刻
印
二（

註
７
）顆　

家
蔵
」

＊
田
能
村
竹
田
の
自
刻
印
。

印　

文
「
田
耜
躬
耕
」　

材
質
等
「
凍
石
、
獅
鈕
」

刻　

文
「
癸
巳
夏
日
鐫
為
竹
田
翁
嘱
竜
」

如
仙
記
「
時
余
在
檉
園
小
石
先
生
家
塾
、

以
此
年
将
発
京
帰
郷
、
臨
別
前

数
日
、
先
生
亦
手
刻
一
顆
、
附

耜
代
贐
、
蓋
先
生
意
在
酬
先
人

之
労
矣
、
今
併
附
爾
後
、
挙
斎

翁
者
先
生
之
弟
也　

耜
記
」

＊
刻
者
は
小
石
檉
園
（
一
七
八
四
〜
一
八
四
九
、
京
都
の
医
家
）。
癸
巳
＝
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）。
竹
田
に
依
頼
さ
れ
た
檉
園
が
、塾
を
去
る
如
仙
に
贈
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

㉔

㉗ ㉕㉖

㉓ ㉒
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印　

文
「
竹
田
」

　

材
質
等
「
銅
、
連
環
鈕
」

　

鋳　

文
「
圭
斎
製
」

＊
刻
者
は
大
西
圭
斎
（
生
没
年
不
詳
、
豊
前
中
津
藩
の
絵
師
。
江
戸
詰
。
谷
文
晁
の
門

人
）か
。『
竹
田
印
譜
』で
は
、
表
紙
見
返
し
部
分
に
捺
さ
れ
て
い
る
。

以
下
は『
竹
田
印
譜
』に
未
収
録
の
印
。

印　

文
「
竹
田
居
士
」

材
質
等
「
凍
石
」

刻　

文
「
張
衡
」

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。

印　

文
「
竹
田
粉
本
」

材
質
等
「
凍
石
」

刻　

文
「
壬
辰
歳
除
前
二
日  

秋
水
鏞
刻
」

＊
刻
者
は
広
江
秋
水
（
一
七
八
五
〜
一
八
三
四
、
下
関
の
文
人
）。
壬
辰
＝
天
保
三

年
（
一
八
三
二
）。
こ
の
時
竹
田
は
、
下
関
に
滞
留
し
て
い
た
。
文
化
一
三
年

（
一
八
一
六
）
に
竹
田
が
門
人
に
つ
く
ら
せ
た
粉
本
へ
の
使
用
例
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
後
日
捺
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

印　

文
「
竹
田
」

材
質
等
「
桜
木
」

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。

㉘

㉚㉛ ㉙
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印　

文
「
月
白
風
清
」

材
質
等
「
凍
石
」

刻　

文
「
竹
田
生
」

＊
田
能
村
竹
田
の
自
刻
印
。
こ
の
印
を
旧
蔵
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
田
能
村
直
入

（
一
八
一
四
〜
一
九
〇
七
、
田
能
村
竹
田
の
弟
子
）
の
刻
記
「
此
印
先
師
竹
田
居
士
所

篆
刻
也　

明
治
十
二
年
己
卯
夏
日
観
於
西
京
小
僊
窩
並
記
刀　

後
学
直
入
山
樵
癡
」

が
あ
る
。

『
竹
田
印
譜
』
に
は
全
部
で
四
二
顆
の
印
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
す
で
に
如

仙
の
手
元
か
ら
離
れ
て
い
た
も
の
も
少（

註
８
）な

く
な
い
。
片
岡
辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
伝
来

す
る
も
の
で
は
、
弟
子
等
に
譲
ら
れ
た
⑲
⑳
㉑
の
三
顆
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
如
仙
ら

が
家
蔵
の
印
と
し
て
二
五
顆
を
収
録
し
て
つ
く
っ
た
『
竹
田
遺
印
』（
明
治
一
六
年
如
仙

識
）
で
は
、
こ
の
三
顆
の
ほ
か
㉗
の
印
が
除（

註
９
）外

さ
れ
、
新
た
に
㉙
の
印
が
加

）
10

（
註

え
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、『
田
能
村
竹
田
全
集
』（
国
書
刊
行
会
、
大
正
五
年
）の
印
譜
の
項
で
は
、

『
竹
田
遺
印
』所
載
の
印
に
㉚
と
㉛
の
印
を
加
え
た
形
で
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る（
表
１
）。

『
田
能
村
竹
田
全
集
』が
刊
行
さ
れ
た
大
正
五
年（
一
九
一
六
）と
い
え
ば
、「
片
岡
辰

市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
田
能
村
竹
田
関
係
資
料
①
」
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
現
状
の
三
二
顆

の
う
ち
二
八
顆
を
収
め
る
専
用
の
箱
（
口
絵
１
、
18
頁
の
図
）
が
し
つ
ら
え
ら
れ
た
時

期
と
重
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、『
田
能
村
竹
田
全
集
』

所
載
の
印
に
㉗
の
印
を
加
え
た
二
八
顆
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
は
、
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
雙
軒
庵
美
術
集
成
図
録
』（
大
阪
美
術
倶
楽
部
、

昭
和
八
年
）
で
田
近
竹
邨
旧
蔵
の
⑲
と
⑳
の
印
が
加
わ
り
、
こ
れ
に
後
藤
碩
田
旧
蔵
の

㉑
の
印
と
田
能
村
直
入
旧
蔵
と
思
わ
れ
る
32
の
印
が
加
わ
る
形
で
、
片
岡
辰
市
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
伝
来
す
る
三
二
顆
が
揃
う
こ
と
と
な
っ
た
。

田
能
村
竹
田
の
座
右
に
在
し
、
竹
田
と
の
旅
を
共
に
し
て
き
た
こ
れ
ら
の
印
章
が
、

片
岡
辰
市
氏
の
手
で
大
事
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
前
に
紹
介
し
た
資
料
も
含
め
、

竹
田
研
究
の
大
き
な
糧
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

註
１　

表
紙
見
返
し
部
分
に
捺
さ
れ
て
い
る「
竹
田
」の
銅
印
は
二
八
番
目
に
収
録
し
た
。

註
２　
『
竹
田
印
譜
』に
収
録
さ
れ
た「
人
生
行
楽
耳
」印
の
箇
所
に
、
松
本
黄
鵞
に
つ
い
て
の
記
述
が

あ
る
。

註
３　

他
の
一
顆
は
⑫
の
印

註
４　

頼
山
陽
《
遊
嵯
峨
詩
》
に
「
辛
卯
（
天
保
二
年
）
暮
春
十
二
日
同
雲
華
竹
田
林
谷
三
子
遊
嵯
峨
」

と
あ
る
。

註
５　
『
竹
田
遺
印
』（
明
治
一
六
年
如
仙
識
）
に
は
「
宮
本
蔵
六
刻
贈
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
詳
細
は

不
明
。
三
世
浜
村
蔵
六
は
文
政
年
間
に
関
西
で
活
動
し
て
お
り
、
頼
山
陽
、
篠
崎
小
竹
ら
竹

田
と
親
し
い
人
物
の
序
文
が
入
っ
た
印
譜
も
刊
行
し
て
い
る
と
い
う
。

註
６　
『
竹
田
遺
印
』に
収
録
さ
れ
た
㉓
の
印
に
つ
い
て
の
記
述
に
、「
馬
関
弘
廬
峰
刀
」と
あ
る
。

註
７　

他
の
自
刻
印
は
「
桐
陰
」
の
印
で
、
こ
れ
は
京
都
の
医
家
・
小
石
檉
園
の
弟
に
あ
た
る
小
関
拳

斎
に
贈
ら
れ
て
い
る
。

註
８　

こ
れ
ら
の
印
影
に
つ
い
て
は
、
摸
刻
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

註
９　

㉗
の
印
は
、
如
仙
自
身
の
印
と
し
て
、
あ
え
て
除
外
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

註
10　

二
五
顆
は
全
て
、
片
岡
辰
市
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
。

32
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印　文 刻　者 『竹田印譜』
安政６年刊

『竹田遺印』
明治16年識

『田能村竹田全集』
大正５年刊

① 分陀利華 清水伯民 ◯ ◯ ◯

② 神仙風度 清水伯民 ◯ ◯ ◯

③ 一咲千山青 刻者不詳（唐人） ◯ ◯ ◯

④ 九峰無戒衲子 刻者不詳（唐人） ◯ ◯ ◯

⑤ 憲印 松本黄鵞 ◯ ◯ ◯

⑥ 竹田 細川林谷 ◯ ◯ ◯

⑦ 好々 細川林谷 ◯ ◯ ◯

⑧ 酔月 刻者不詳（唐人） ◯ ◯ ◯

⑨ 小白石翁 頼山陽 ◯ ◯ ◯

⑩ 震得鑑筆 三浦黄鶴 ◯ ◯ ◯

⑪ 一片秋月 三浦黄鶴 ◯ ◯ ◯

⑫ 水色山光 細川林谷 ◯ ◯ ◯

⑬ 竹田 三世浜村蔵六か ◯ ◯ ◯

⑭ 奇山異水 刻者不詳（唐人） ◯ ◯ ◯

⑮ 致中和 刻者不詳（唐人） ◯ ◯ ◯

⑯ 田憲 阿部良山 ◯ ◯ ◯

⑰ 長誤詞客・
前身可画師 玉泉 ◯ ◯ ◯

⑱ 竹田老圃 阿部良山 ◯ ◯ ◯

⑲ 華月春秋 阿部良山 ◯（摸刻）

⑳ 笑而不答 刻者不詳 ◯（摸刻）

㉑ 老画師 弘廬峰 ◯（摸刻）

㉒ 僕本恨人 刻者不詳 ◯ ◯ ◯

㉓ 前身胡蝶 弘廬峰 ◯ ◯ ◯

㉔ 無用人憲 弘廬峰 ◯ ◯ ◯

㉕ 竹田邨民 刻者不詳 ◯ ◯ ◯

㉖ 自娯 田能村竹田 ◯ ◯ ◯

㉗ 田耜躬耕 小石檉園 ◯

㉘ 竹田 大西圭斎か ◯ ◯ ◯

㉙ 竹田居士 張衡（詳細不明） ◯ ◯

㉚ 竹田粉本 広江秋水 ◯

㉛ 竹田 刻者不詳 ◯

32 月白風清 田能村竹田

表１
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福
田
平
八
郎
の
画
業
に
お
け
る
六
潮
会
の
意
義  

宗
像　

晋
作

一
、
は
じ
め
に

二
、六
潮
会
と
い
う
刺
激

三
、
画
風
の
転
換

　
（
ⅰ
）六
潮
会
の
結
成
以
前

　
（
ⅱ
）六
潮
会
の
結
成
後　
《
漣
》の
成
立

四
、
お
わ
り
に

一
、
は
じ
め
に

大
分
に
生
ま
れ
、
京
都
画
壇
で
活
躍
し
た
日
本
画
家
・
福
田
平
八
郎
（
一
八
九
二
〜

一
九
七
四
）
は
、
画
法
・
描
法
等
の
様
式
や
、
画
題
、
形
式
に
お
い
て
伝
統
を
も
つ
日

本
画
の
分
野
に
お
い
て
、
旧
来
の
ス
タ
イ
ル
の
踏
襲
に
留
ま
ら
ず
、
色
彩
表
現
を
重
視

し
た
モ
ダ
ン
な
印
象
を
与
え
る
新
し
い
日
本
画
を
追
求
し
た
画
家
の
一
人
で
あ
る
。

福
田
が
本
格
的
に
日
本
画
を
勉
強
す
る
た
め
、
大
分
を
離
れ
た
の
は
十
八
歳
の
時
で

あ
っ
た
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
、
福
田
は
京
都
へ
上
る
が
、
受
験
し
よ
う
と
し

て
い
た
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
の
入
学
試
験
が
既
に
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、

前
年
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
開
校
し
て
い
た
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
（
絵
専
）

の
別
科
に
籍
を
置
い
た
。
そ
し
て
翌
年
に
美
術
工
芸
学
校
に
入
学
、
一
九
一
五
（
大
正

四
）年
に
同
高
を
卒
業
後
、
絵
専
に
正
式
に
入
学
。
同
校
を
一
九
一
八（
大
正
七
）年
に

卒
業
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
歴
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
福
田
は
特
定
の
師
匠
に
つ
い
て
修
行
し
て

い
く
と
い
っ
た
旧
来
の
方
法
で
は
な
く
、
絵
画
専
門
学
校
に
入
学
し
、
複
数
の
教
師
の

指
導
と
、
多
く
の
同
級
生
と
の
交
わ
り
の
中
で
学
ん
で
い
く
と
い
う
、
近
代
的
な
画
家

養
成
シ
ス
テ
ム
の
中
で
成
長
し
て
い
っ
た
所
謂
「
学
校
派
」
と
い
わ
れ
た
世
代
の
最
初

期
の
画
家
で
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
な
環
境
で
育
っ
た
画
家
に
は
、
例
え
ば
絵
専
第
一
期

生
と
し
て
福
田
の
先
輩
に
あ
た
る
村
上
華
岳
や
入
江
波
光
、
榊
原
紫
峰
ら
が
い
る
。

福
田
の
絵
画
様
式
は
、
写
実
を
基
本
と
し
て
真
に
迫
り
な
が
ら
、
色
彩
表
現
と
形
体

描
写
に
お
い
て
西
洋
絵
画
に
も
通
じ
る
よ
う
な
大
胆
な
単
純
化
や
抽
象
化
を
取
り
入
れ

た
モ
ダ
ン
で
斬
新
な
日
本
画
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
伝
統
に
固
執
し
な
い
福
田
の
柔
軟
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な
感
性
は
、
様
々
な
価
値
観
に
触
れ
な
が
ら
、
比
較
的
に
自
由
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
た
絵
専
時
代
の
寛
容
な
学
習
環
境
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

師
風
や
流
派
の
し
が
ら
み
の
な
い
福
田
は
、
純
粋
に
自
分
の
表
現
し
た
い
も
の
を
、
表

現
し
た
い
よ
う
に
描
く
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
目
指
し
て
い（

註
１
）た

。

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
福
田
の
画
業
が
大
き
な
転
換
を
み
せ
る
昭
和
初
期
の
動
向
を

中
心
に
、
特
に
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
、
福
田
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
結
成
さ

れ
た
超
党
派
的
グ
ル
ー
プ
の
六
潮
会
で
の
交
わ
り
が
、
福
田
芸
術
に
ど
ん
な
意
義
を
も

た
ら
し
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

二
、六
潮
会
と
い
う
刺
激

一
九
三
〇（
昭
和
五
）年
の
暮
春
、
六り

く

潮ち
ょ
う

会か
い

の
前
身
で
あ
る
蛙あ

声せ
い

会か
い（
一
九
二
八
年
結

成
）
の
メ
ン
バ
ー
、
中
川
紀
元
（
一
八
九
二
〜
一
九
七
二
）、
木
村
荘
八
（
一
八
九
三
〜

一
九
五
八
）、
外
狩
素
心
庵
（
一
八
九
三
〜
一
九
四
四
）、
横
川
毅
一
郎
（
一
八
九
五
〜

一
九
七
三
）
ら
の
会
合
に
お
い
て
、
自
分
た
ち
と
同
輩
で
「
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、
尊
敬

し
信
頼
し
、
そ
し
て
曇
り
な
い
友
愛
で
、
こ
れ
か
ら
長
く
親
交
の
出
来
る
人
達
を
誘
っ

て
、
愛
と
信
と
智
と
の
調
和
裡
に
、
人
我
の
執
を
脱
し
た
優
雅
な
世
界
を
、
画
壇
の
一

角
に
つ
く
ろ（

註
２
）う

」と
い
う
志
の
も
と
、
会
の
拡
大
が
話
し
合
わ
れ
て
い
た
。

同
年
七
月
二
三
日
、
木
村
荘
八
が
中
村
岳
陵
（
一
八
九
〇
〜
一
九
六
九
）
を
、
横

川
毅
一
郎
が
福
田
平
八
郎
（
一
八
九
二
〜
一
九
七
四
）
を
、
外
狩
素
心
庵
が
山
口
蓬

春
（
一
八
九
三
〜
一
九
七
一
）
を
、
そ
し
て
中
川
紀
元
が
牧
野
虎
雄
（
一
八
九
〇
〜

一
九
四
六
）
を
推
挙
し
、
築
地
の
常
盤
で
発
会
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
会
名
は
外
狩
素
心

庵
の
発
案
で
六
潮
会
と
名
付
け
ら
れ
た
。

素
心
庵
は
中
外
商
業
新
報
の
学
芸
部
記
者
で
あ
り
、
美
術
雑
誌
『
中
央
美
術
』
の
編

集
長
で
あ
っ
た
横
川
と
同
じ
く
、
美
術
評
論
家
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
人
物

で
あ
る
。
漢
学
に
も
造
詣
が
あ
り
、
文
人
画
家
・
田
能
村
竹
田
の
研
究
で
も
知
ら
れ
た
。

会
名
の
「
六
潮
」
は
、「
六
潮
一
海
に
注
ぐ
」
と
い
う
中
国
故
事
に
よ
る
が
、
八
人
の
メ

ン
バ
ー
の
う
ち
、
素
心
庵
と
横
川
を
除
い
て
作
家
が
六
名
だ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

結
成
時
の
八
人
の
年
齢
は
、
三
五
歳
〜
四
〇
歳
で
あ
り
、
例
え
ば
三
八
歳
の
福
田
平

八
郎
が
帝
展
の
審
査
員
を
何
度
か
経
験
し
て
い
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
メ
ン
バ
ー
も
既

に
所
属
す
る
各
団
体
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
画
壇
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
立
場
に
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
何
か
新
し
い
刺
激
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
日
本
画
家
、
洋
画
家
、
美
術
評
論
家
と
い
っ
た
分
野
に
拘
ら
な
い
超
党
派
的

グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
が
、
各
人
と
も
こ
れ
を
願
っ
て
も
な
い
好
機
と
と
ら
え
て
「
美
術

諸
般
の
研
究
を
目
的
と
す
る
友
好
的
研
究
団（

註
３
）体

」と
し
て
、こ
の
六
潮
会
は
結
成
さ
れ
た
。

福
田
以
外
の
六
潮
会
の
メ
ン
バ
ー
は
皆
、
関
東
を
基
盤
に
活
躍
し
て
い
た
が
、
関
西

か
ら
た
だ
一
人
参
加
し
た
福
田
平
八
郎
に
と
っ
て
、
こ
の
六
潮
会
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で

福田平八郎 肖像
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大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。
福
田
が
六
潮
会
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
録
に
は
、
福
田
の
六

潮
会
へ
の
想
い
や
、
当
時
の
時
代
精
神
が
直
截
に
読
み
と
れ
る
。
既
出
資
料
で
あ
る
が

敢
え
て
左
に
あ
げ
る
。

「
今
度
の
上
京
で
僕
は
随
分
と
成
長
し
た
。
今
ま
で
の
生
活
の
経
験
が
如
何
に
小
さ
か
っ
た
か

と
い
う
こ
と
を
経
験
し
た
し
、
ま
た
、
芸
術
や
人
生
に
対
す
る
考
え
方
に
も
、
随
分
と
欠
点
の
あ

る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
殊
に
油
絵
を
描
く
人
達
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
や
、
聞
か
さ
れ
た
話
は
、
僕

に
と
っ
て
は
大
部
分
未
知
の
事
柄
だ
っ
た
の
で
、
自
分
が
今
迄
考
え
及
ば
な
か
っ
た
事
物
を
知
っ

た
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
の
小
さ
な
世
界
だ
け
で
、
完
全
だ
と
思
い
込
ん
で
居
た
こ
と
が
、
飛
ん

だ
不
完
全
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
し
、
ま
た
自
分
独
り
で
は
不
安
心
に
思
っ
て
居
た
事

に
確
信
が
出
来
た
り
も
し
た
。
兎
に
角
、
僕
は
今
度
六
潮
会
の
一
人
に
加
わ
っ
た
為
に
随
分
成
長

し
た
と
感
じ
た
が
、
最
初
君
が
六
潮
会
へ
勧
め
て
呉
れ
た
時
、
実
際
の
と
こ
ろ
僕
は
、
一
寸
ば
か

り
躊
躇
し
た
が
、
そ
の
躊
躇
し
た
理
由
ら
し
い
も
の
を
今
考
え
て
見
る
と
、
随
分
馬
鹿
げ
た
こ
と

だ
っ
た
と
思
わ
れ
て
来
た
。

僕
が
以
前
よ
り
も
、
ず
っ
と
成
長
し
た
と
感
じ
た
こ
と
は
、
単
に
絵
か
き
と
い
う
職
業
上
の
こ

と
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
立
派
な
絵
か
き
と
し
て
立
つ
為
に
、
必
要
な
数
々
の
事
柄
を
、
友
愛
に

よ
っ
て
沢
山
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
六
潮
会
と
い
う
も
の
に
こ
の
儘
縁
が
な
く
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
と
し
た
ら
、
僕
は
畢
竟
、
小
さ
な
人
間
に
成
り
済
ま
し
、
小
さ
な
歓
び
に
浸
っ
て
、
詰

ま
ら
な
い
事
柄
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
進
展
の
な
い
生
活
の
中
で
、
安
易
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け

て
往
っ
た
に
相
違
な
い
。
僕
に
し
て
見
れ
ば
、
六
潮
会
へ
加
え
て
貰
っ
た
こ
と
は
大
き
な
倖
せ
を

抱
え
込
ん
だ
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
は
一
生
の
運
命
に
も
か
ゝ
わ
る
わ
け
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
は

少
し
俗
情
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
六
潮
会
の
人
達
が
、
う
し
ろ
だ
て
に
な
っ
て

呉
れ
て
居
る
と
思
う
と
、
何
事
に
当
た
っ
て
も
、
い
つ
も
気
丈
夫
で
居
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ

て
何
事
に
で
も
、
今
迄
よ
り
積
極
的
に
出
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ

の
頼
も
し
い
う
し
ろ
だ
て
の
力
と
い
う
も
の
が
、
美
し
い
友
愛
に
繋
が
っ
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の

積
極
的
に
動
く
動
き
方
が
、
い
つ
も
浄
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
が
創
作
の
方
へ
影
響

す
る
力
は
大
き
い
と
思
う
。
昨
夜
も
会
合
が
済
ん
で
か
ら
、
牧
野
虎
雄
さ
ん
と
一
緒
に
四
谷
の「
丸

梅
」
と
い
う
料
理
店
へ
往
っ
て
、
そ
こ
で
朝
の
四
時
近
く
迄
話
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
牧
野
さ

ん
は
、
物
ご
と
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
の
多
い
、
そ
し
て
ま
た
、
根
源
の
よ
し
あ
し
を
忘
れ
て
、
末

梢
ば
か
り
に
心
を
浪
費
し
て
い
る
僕
達
日
本
画
家
に
共
通
す
る
宿
弊
を
、
忌
憚
な
く
た
し
な
め
て

呉
れ
た
が
、
こ
れ
は
僕
に
執
っ
て
は
大
き
な
教
訓
だ
っ
た
。
牧
野
さ
ん
の
話
は
一
々
頷
け
る
こ
と

ば
か
り
で
、
僕
は
そ
の
場
で
、
こ
れ
は
随
分
勉
強
に
な
っ
た
ナ
と
思
っ
た
が
、
京
都
に
居
て
は
、

こ
う
い
う
大
切
な
こ
と
を
、
む
き
出
し
に
、
ず
け
ず
け
と
言
っ
て
呉
れ
る
人
は
な
い
か
ら
、
つ
い

自
分
の
小
さ
な
狭
い
世
界
の
中
で
、
独
り
よ
が
り
な
生
活
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。」

（
横
川
毅
一
郎
著『
福
田
平
八
郎
』よ
り
抜
（
註
４
） 粋

）

（
聞
き
手
）セ
ク
ト
主
義
の
日
本
画
壇
で
、「
超
党
派
的
」な
グ
ル
ー
プ
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
六
潮

会
の
こ
と
を
…
。

「
私
が
六
潮
会
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
の
は
昭
和
五
年
（
三
十
九
歳
）
で
し
た
。
あ
の
会
で
勉

強
し
た
こ
と
は
、
私
の
生
涯
を
通
じ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
六
潮
会
は
東
京
の

中
外
商
業
新
報
で
美
術
部
長
を
し
て
い
た
外
狩
素
心
庵
さ
ん
が
美
術
評
論
家
の
横
川
毅
一
郎
さ
ん

と
は
か
っ
て
つ
く
ら
れ
た
画
家
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
美
術
だ
け
で
な
く
、
漢
学
の
面
で
も
素
養
の

深
い
外
狩
さ
ん
の
発
案
で
、
作
家
六
人
を
主
体
に「
六
潮
一
海
に
注
ぐ
」と
い
う
と
こ
ろ
に
会
の
精

神
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
も
、
日
本
画
の
山
口
蓬
春
、
中
村
岳
陵
さ
ん
と
私
、

油
絵
の
中
川
紀
元
、
牧
野
虎
雄
、
木
村
荘
八
さ
ん
の
六
人
は
、
蓬
春
さ
ん
が
帝
展
の
東
京
系
作
家

だ
が
、
私
は
同
じ
帝
展
と
い
っ
て
も
た
だ
一
人
の
京
都
系
作
家
、
岳
陵
さ
ん
は
院
展
だ
か
ら
私
達

と
は
全
然
別
だ
し
、
油
絵
の
牧
野
さ
ん
は
帝
展
だ
が
、
木
村
さ
ん
は
春
陽
会
、
中
川
さ
ん
は
二
科

会
と
皆
所
属
が
違
っ
て
い
る
。
昭
和
五
、六
年
頃
と
い
え
ば
、
画
壇
の
セ
ク
ト
化
は
抗
争
対
立
が

最
も
激
し
か
っ
た
と
き
で
す
。
こ
の
最
中
に
、
外
狩
、
横
川
さ
ん
の
構
想
で〝
六
人
六
党
〞を
一
本

に
し
た
よ
う
な
六
潮
会
が
発
足
し
た
の
で
す
。
そ
の
少
し
前
、
横
川
さ
ん
か
ら
私
の
と
こ
ろ
に
突
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然
手
紙
が
来
て「
六
潮
会
に
は
い
れ
」と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
実
は
、
そ
の
頃
私
は
堂
本
印
象
、
中

村
岳
陵
さ
ん
ら
と
組
ん
で
西
山
翠
嶂
先
生
を
顧
問
に
し
た
新
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
相
談
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
な
の
で
、私
は
横
川
さ
ん
に
そ
の
旨
を
伝
え
、入
会
を
お
断
り
し
た
。
す
る
と
つ
づ
い
て
横

川
さ
ん
か
ら
「
ど
う
し
て
も
入
会
し
て
ほ
し
い
。
入
ら
な
け
れ
ば
君
を
葬
る
。」
と
い
う
は
げ
し
い

た
よ
り
が
来
た
。
も
っ
と
も
、こ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
ほ
ど
、横
川
さ
ん
と
私
は
親
し
い
間
柄
だ
っ

た
が
、
こ
の
お
だ
や
か
な
ら
ぬ
手
紙
を
読
ん
で
び
っ
く
り
仰
天
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。」

（
聞
き
手
）六
潮
会
の
第
一
回
展
は
東
京
・
三
越
で
し
た
ね
。

「
そ
う
で
す
。
昭
和
七
年
二
月
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
展
覧
会
に
要
す
る
資
金
作
り
に
私

達
は
六
人
で
一
冊
の『
六
潮
画
集
』を
作
り
、
こ
れ
を
十
組
作
っ
て
売
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
人
が
十

枚
描
か
ね
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
熱
海
や
箱
根
、
東
京
で
泊
ま
り
込
ん
で
描
い
た
も
の
で
す
。
こ

の
集
ま
り
が
ま
た
楽
し
か
っ
た
。
仕
事
の
合
間
に
も
、
仕
事
を
通
じ
て
も
各
人
各
様
の
芸
術
観
が

と
び
出
し
ま
す
。
ま
し
て
、
私
の
よ
う
な
日
本
画
の
世
界
で
育
っ
た
も
の
に
は
、
当
時
の
海
外
の

新
理
論
を
取
り
入
れ
て
絵
を
描
く
油
絵
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
実
に
い
ろ
ん
な
も
の
を
吸
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
だ
け
で
は
な
い
。
人
間
的
な
交
流
も
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
。
あ
れ
は
熱

海
に
泊
ま
り
込
ん
で
絵
を
描
い
て
い
た
頃
の
こ
と
だ
が
、
私
た
ち
は
ぶ
ら
り
と
み
ん
な
で
熱
海
公

園
へ
海
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
公
園
の
片
す
み
で
岳
陵
さ
ん
と
私
が
立
小
便
し
て
い
る

の
を
目
ざ
と
く
見
つ
け
た
中
川
紀
元
さ
ん
が
大
き
な
声
で
「
お
い
見
ろ
、
見
ろ
。
あ
そ
こ
に
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
と
く
ん
せ
い
が
並
ん
で
お
し
っ
こ
し
と
る
ぞ
。」
と
ひ
や
か
し
た
。
岳
陵
さ
ん
は
ひ
ょ
ろ

り
と
背
が
高
く
て
色
白
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
ぴ
し
ゃ
り
で
あ
る
。
私
は
全
く
対
照
的
に
背
が
低
い

と
こ
ろ
へ
、
夜
中
に
ば
か
り
絵
を
描
い
て
い
る
の
で
、
も
と
か
ら
黒
い
顔
が
一
面
し
わ
だ
ら
け
で

あ
る
。
実
は
絵
画
専
門
学
校
で
先
生
を
し
て
い
た
と
き
、
私
は
少
し
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、
学
生

の
つ
け
た
私
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
そ
の〝
燻
製
〞だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
中
川
さ
ん
の
瞬
時
に
し
て
特

徴
を
と
ら
え
る
う
ま
さ
に
は
驚
い
た
。
そ
の
こ
と
を
話
す
と
み
ん
な
で
大
笑
い
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
昭
和
十
年
五
月
に
は
、
大
阪
・
三
越
を
会
場
に
大
阪
六
潮
会
展
が
開
か
れ
、
十
五
年
の
第
九

回
展
ま
で
毎
年
続
け
ら
れ
ま
し
た
。」

（
聞
き
手
）「
私
は
こ
の
会
で
人
間
的
に
成
長
し
た
と
思
う
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
が
…
。

「
た
し
か
に
六
潮
会
は
、
私
の
成
長
に
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
と
に
油
絵
を
描
く
人
た
ち

か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
や
聞
か
さ
れ
た
話
は
、
私
に
と
っ
て
今
ま
で
考
え
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
が
随

分
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
油
絵
の
人
た
ち
も
逆
に
私
達
か
ら
未
知
の
事
柄
を
勉
強
し
た
と
思

い
ま
す
が
…
。
六
潮
会
が
な
か
っ
た
ら
、
私
の
生
涯
は
、
あ
る
い
は
進
展
の
な
い
生
活
で
、
安
易

な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
ろ
牧
野
さ
ん
と
朝
の
四
時
ご
ろ
ま
で
話
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
牧
野
さ
ん
は
日
本
画
家
の
落
込
み
や
す
い
点
を
ず
ば
り
、
ず
ば
り
と
話
し
て

く
れ
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
教
訓
で
し
た
。
京
都
に
い
て
は
、
こ
う
も
む
き
出
し
に
言

う
て
く
れ
る
人
は
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
つ
い
自
分
の
狭
い
世
界
の
中
で
、
ひ
と
り
よ
が
り
な
生

活
を
続
け
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

（『
毎
日
新
聞
』一
九
六
八（
昭
和
四
十
三
）年
二
月
三
日
よ
り
抜（
註
５
）粋）

以
上
の
福
田
自
身
の
六
潮
会
へ
の
言
及
は
、
六
潮
会
創
立
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
た

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
横
川
に
述
懐
し
た
言
葉
と
、
新
聞
記
事
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

に
こ
た
え
た
晩
年
の
回
想
で
あ
る
が
、

こ
の
六
潮
会
が
、
自
身
の
精
神
的
な
面

を
含
め
て
、
画
家
と
し
て
の
成
長
に
大

き
く
寄
与
し
た
こ
と
を
一
貫
し
て
語
っ

て
い
る
。
特
に
、
中
川
紀
元
、
牧
野
虎

雄
、
木
村
荘
八
と
い
っ
た
、
西
洋
画
の

理
論
や
動
向
に
詳
し
い
油
彩
の
画
家
た

ち
か
ら
の
刺
激
が
大
き
か
っ
た
と
述
べ

て
い
る
。
六
潮
会
は
、
福
田
に
大
き
な

刺
激
を
与
え
、
そ
の
後
の
画
業
の
展
開

に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
も
の
と

図１　熱海の古屋旅館前　1930（昭和５）年
 （左上から横川毅一郎、中川紀元、
 牧野虎雄、福田平八郎、山口蓬春、
 木村荘八、中村岳陵、外狩素心庵）
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な（
註
６
）っ

た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
次
章
で
あ
ら
た
め
て
検
証
し
た
い
と
思
う
が
、
福
田

が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
的
な
交
流
の
楽
し
さ
も
、
精
神

的
に
福
田
を
豊
か
に
成
長
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
（
図
１
）。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
交

流
の
一
端
を
示
す
書
画
巻
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

こ
の
書
画
巻
は
、
巻
末
の
牧
野
虎
雄
の
跋
か
ら
、
六
潮
会
結
成
四
年
目
に
あ
た
る

一
九
三
四（
昭
和
九
）年
の
十
月
十
九
日
、京
都
伏
見
区
京
橋
町
で
開
か
れ
た
会
合
で
の

合
作
と
わ
か
る
（
図
２
）。
表
装
の
外
題
は
、
山
口
蓬
春
に
よ
っ
て
「
六り

く

潮ち
ょ
う

羅ら

久く

可が

起き

」

と
書
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
に
は
、
福
田
平
八
郎
の
蝶
の
絵
と
、
横
川
毅
一
郎
の
狂
歌
の

合
作
が
あ
る
。
横
川
は
「
銀
閣
寺　

慈
照
寺
の
ふ
す
ま
を
見
む
と
来
し
も
の
を
池
野
大

雅
は
あ
れ
て
あ
は
れ
な
り
」
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
京
都
慈
照
寺
に
あ

る
池
大
雅
の
襖
絵
を
見
学
に
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
横
川
に
続
い
て
、
牧
野
虎
雄
の
狂

歌
と
中
村
岳
陵
の
蓮
に
蛙
の
絵
、
黙
堂
の
詩
書
（
教
育
家
・
杉
浦
重
剛
の
詠
ん
だ
「
乃

木
将
軍
を
挽
す
」
の
詩
書
）、
牧
野
虎
雄
の
草
花
図
、
外
狩
素
心
庵
の
詩
書
、
中
川
紀

元
の
人
物
風
景
図
、
山
口
蓬
春
の
梟
の
絵
が
あ（

註
７
）る

。
ど
う
や
ら
こ
の
会
に
は
、
木
村
荘

八
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
黙
堂
」
と
は
、
大
分
県
臼
杵
市
出
身
の

実
業
家
で
あ
る
首
藤
定
（
一
八
九
〇
〜
一
九
五
九
）
の
号
で
あ
る
。
大
連
で
企
業
を
興

し
、
大
連
商
工
会
議
所
会
頭
や
関
東
州
工
業
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
美
術
品
の
蒐

集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
同
郷
の
福
田
平
八
郎
と
は
親
密
な
交
流
を
続
け
て
お
り
、
お

そ
ら
く
日
本
に
帰
国
中
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
会
合
に
参
加
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
巻
末
に
牧
野
に
よ
る
次
の
よ
う
な
跋
が
あ
る
。

「
平
八
老　

長
吉
羽
柴
ヨ
リ
泰
長
老
ニ
移
轉
し
て
禁
煙
の
ヨ
シ
六
潮
同
人
別
に
不
思

議
ソ
ウ
ニ
モ
ナ
ク
竹
田
百
年
祭
乃
事
ヲ
言
フ　

於
京
橋
巴
藍
亭　

昭
和
九
年
十
月

十
九
日　

虎
書　

此
ノ
字　

酔
書
ニ
あ
ら
ず
不
眠
」

ち
ょ
う
ど
こ
の
年
の
十
月
、
福
田
平
八
郎
は
、
今
ま
で
住
ん
で
い
た
伏
見
区
桃
山
羽

柴
長
吉
十
番
地
か
ら
、
同
じ
伏
見
区
の
桃
山
泰
長
老
に
転
居
し
て
い
た
。
つ
ま
り
転
居

図2－1
《六潮羅久可起》外題 山口蓬春
1934（昭和９）年
大分県立美術館
一巻 21.0×463.5㎝

図2－2　「狂歌と蝶」　（書）横川毅一郎　（絵）福田平八郎

図2－4　「跋」　牧野虎雄

図2－3　「蓮に蛙」　中村岳陵

－ 23 －－ 23 －



後
、
急
に
平
八
郎
が
禁
煙
し
た
こ
と
を
仲
間
た
ち
は
何
と
も
思
っ
て
い
な
い（
裏
切
り
や

抜
け
が
け
と
は
思
っ
て
い
な
い
）、
そ
れ
は
同
郷
の
文
人
の
大
家
・
田
能
村
竹
田（
一
八
三
五

年
没
）
の
百
年
祭
が
と
り
行
わ
れ
る
大
事
な
年
に
あ
た
る
か
ら
自
粛
す
る
の
は
当
然
だ

ろ
う
、
と
い
う
よ
う
な
皮
肉
め
い
た
戯
言
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
書
画
巻
か
ら
は
、
六
潮
会
の
同
人
た
ち
の
エ
ス
プ
リ
の
効
い
た
軽
妙
な

ユ
ー
モ
ア
や
優
雅
な
雰
囲
気
を
感
じ
取
れ
る
。
彼
ら
の
理
想
の
中
に
、
江
戸
後
期
に
活

躍
し
た
浦
上
玉
堂
や
岡
田
米
山
人
、青
木
木
米
、頼
山
陽
、田
能
村
竹
田
と
い
っ
た
錚
々

た
る
文
人
た
ち
の
風
流
韻
事
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
福
田

平
八
郎
が
六
潮
会
の
仲
間
に
愛
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
う

し
た
気
が
置
け
な
い
仲
間
た
ち
と
の
信
頼
関
係
と
、
そ
の
人
間
的
な
交
流
に
よ
っ
て
、

福
田
平
八
郎
の
新
た
な
日
本
画
へ
の
意
識
は
拓
か
れ
て
い
っ
た
。

三
、
画
風
の
転
換
│ 《
漣
》の
成
立

（
ⅰ
）六
潮
会
の
結
成
以
前

福
田
平
八
郎
に
と
っ
て
、
日
本
画
家
、
洋
画
家
、
美
術
評
論
家
を
交
え
た
超
党
派
的

な
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
六
潮
会
へ
の
参
加
は
、
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
大
き
な
刺

激
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
福
田
の
画
業
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
六
潮
会
の

結
成
を
機
に
新
し
い
傾
向
を
見
せ
は
じ
め
、よ
り
新
奇
な
表
現
へ
の
挑
戦
が
み
て
と
れ
る
。

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
福
田
の
画
業
が
新
た
に
転
換
し
て
い
く
様
子
を
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
六
潮
会
結
成
以
前
の
主
な
画
業
を
振
り
返
る
。
福
田
は
、
一
九
一
八
（
大
正

七
）
年
に
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
そ
の
年
の
第
十
二
回
文
展
に
《
緬
羊
》

（
図
３
）
を
出
品
す
る
。
福
田
は
、
卒
業
後
に
長
崎
の
島
原
半
島
を
旅
行
し
、
雲
仙
で

目
に
し
た
緬
羊（
家
畜
の
羊
）を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る（
図
４
）。《
緬
羊
》は
落
選
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
迫
真
的
な
緬
羊
の
描
写
は
、
実
物
に
ふ
れ
た
入
念
な
写
生
を
も
と
に

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
福
田
の
作
画
が
、
写
実
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
確
で
あ（

註
８
）る

。

ま
た
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
、
第
三
回
帝
展
で
特
選
と
な
っ
た
《
鯉
》（
図
５
）

は
、
水
を
描
く
こ
と
な
く
、
微
妙
な
色
調
の
変
化
に
よ
っ
て
、
鯉
の
水
中
に
お
け
る
深

図3　《緬羊》　福田平八郎　1918（大正７）年　大分県立美術館
 四曲一双屏風　（各）103.0×364.0㎝

図4　《写生帖》（緬羊のスケッチ）　1918（大正７）年頃　福田平八郎　大分県立美術館
 １帖　31.0×22.5㎝
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度
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
写
生
を
繰
り
返
し
、
写
実
を
突
き
詰
め
る
中
で
生
ま
れ
た
表

現
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
写
実
に
基
づ
く
、
緻
密
な
描
写
力
を
前
面
に
押
し
出
し
た
作

風
は
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
頭
の
福
田
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
よ

う
だ
。
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）
年
の
第
七
回
帝
展
に
出
品
さ
れ
た
《
朝
顔
》（
図
６
）、

そ
し
て
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
の
第
八
回
帝
展
に
出
品
さ
れ
た
《
茄
子
》（
図
７
）、

一
九
二
八（
昭
和
三
）年
の
第
九
回
帝
展
に
出
品
さ
れ
た《
菊
》（
図
８
）、
一
九
二
九（
昭

和
四
）
年
の
第
十
回
帝
展
の
《
南
蛮
黍
》（
図
９
）
な
ど
に
み
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
日

本
画
の
伝
統
に
沿
っ
た
季
節
の
情
趣
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
徹
底
し
た
緻
密
な
描
写
を
基

本
に
置
き
、
し
か
も
各
モ
チ
ー
フ
の
姿
態
や
構
成
に
細
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
格
調
高

い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
福
田
が
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
を
展
開
し
て
い
た
大
正
期

か
ら
昭
和
初
頭
、
画
壇
に
は
様
々
な
動
き
が
あ
っ
た
。

こ
の
当
時
の
京
都
画
壇
の
重
鎮
に
竹
内
栖
鳳
（
一
八
六
四
〜
一
九
四
二
）
が
い
る
が
、

栖
鳳
は
実
際
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
赴
き
、
西
洋
絵
画
に
み
ら
れ
る
迫
真
的
な
写
実
を
取
り

入
れ
た
日
本
画
家
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
栖
鳳
は
、
福
田
が
学
ん
だ
京
都
市
立

絵
画
専
門
学
校
（
絵
専
）
の
開
設
当
初
か
ら
の
教
授
で
も
あ
り
、
文
展
、
帝
展
の
審
査

員
も
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
栖
鳳
の
薫
陶
を
受
け
た
絵
専
卒
業
生
で
、
福
田

の
先
輩
に
あ
た
る
土
田
麦
僊
、
村
上
華
岳
、
榊
原
紫
峰
、
小
野
竹
喬
、
野
長
瀬
晩
花

ら
は
、
文
展
の
審
査
に
不
満
を
持
ち
、

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
、
東
洋
と

西
洋
の
美
術
の
融
合
、
そ
し
て
新
し
い

日
本
画
を
目
指
す
国
画
創
作
協
会
を
立

ち
上
げ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
先
立
つ

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
は
、
文
展

の
閉
鎖
性
等
に
不
満
を
も
つ
二
科
会

（
洋
画
）
と
再
興
日
本
美
術
院
が
、
在

野
の
団
体
と
し
て
旗
あ
げ
し
て
い
る
。

福
田
は
後
に
、
大
正
期
の
自
分
の
作

図5　《鯉》　福田平八郎　1921（大正10）年　
 宮内庁三の丸尚蔵館
 第３回帝展　額装　164.0×232.0㎝

図6　《朝顔》　福田平八郎　1926（大正15）年
 大分県立美術館
 第７回帝展 　六曲一隻屏風　170.0×312.0㎝

図7　《茄子》　福田平八郎　1927（昭和２）年
 大分県立美術館
 第８回帝展
 二曲一隻屏風　172.8×224.8㎝

図8　《菊》　福田平八郎　1928（昭和３）年
 京都市美術館
 第９回帝展
 二曲一隻屏風　170.0×225.0㎝

図9　《南蛮黍》　福田平八郎
 1929（昭和４）年
 第10回帝展　二曲一隻屏風

－ 25 －－ 25 －
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品
に
は
、
国
展
の
影
響
が
あ
り
、
ま
た
院
展
系
統
の
人
々
の
作
品
に
新
味
を
感
じ
、
今

村
紫
紅
の
作
品
が
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い（

註
９
）る

。
福
田
の
周
囲
で
は
、
竹
内
栖

鳳
ら
に
端
を
発
す
る
、
当
時
の
日
本
画
に
お
け
る
時
代
的
な
志
向
性
、
特
に
日
本
画
家

た
ち
の
西
洋
絵
画
へ
の
関
心
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
今
村
紫
紅
、
土
田
麦
僊
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
画
家
た
ち
が
、
西
洋
画
の
理
知
的
な
構
成
や
、
明
瞭
な
色
彩
な
ど
を

積
極
的
に
日
本
画
に
応
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

一
方
そ
う
し
た
中
で
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
頭
の
福
田
は
、
そ
う
し
た
先
輩
た
ち
の

動
き
に
直
接
的
に
追
随
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
例
外
を
あ
げ
る
と
す

れ
ば
、
一
九
二
〇（
大
正
九
）年
の
第
二
回
帝
展
に
入
選
し
た《
安
石
榴
》（
図
10
）で
は
、

厚
塗
り
の
油
彩
画
の
よ
う
な
タ
ッ
チ
で
奥
行
を
出
そ
う
し
て
お
り
、
西
洋
の
油
彩
画
へ

の
関
心
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
表
現
は
一
時
的
で
あ
り
、
以
後
の
福
田
は
、

む
し
ろ
丹
念
な
写
実
に
基
づ
く
、
季
節
や
自
然
情
趣
に
繊
細
な
目
を
向
け
る
日
本
画
に

新
し
い
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
、
粛
々
と
自
ら
の
画
業
の
道
を
進
ん
で
い
た
と
い
え
る
。

と
は
い
え
こ
の
当
時
、
福
田
は
仔
細
に
対
象
を
み
つ
め
、
そ
れ
を
緻
密
に
表
現
し
て

い
く
写
実
的
な
表
現
の
限
界
の
よ
う
な
も
の
に
も
突
き
当
た
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
福
田

は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
、
蘇
州
、
杭
州
、
上
海
な
ど
を
め
ぐ
る
二
十
三
日
間
に

及
ぶ
中
国
旅
行
に
出
て
い
る
が
、
そ
の
旅
に
赴
く
気
持
ち
を
記
す
中
で
、
自
身
の
自
然

の
捉
え
方
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
私
は
あ
る
時
代
、
人
生
の
こ
と
が
ど
ん
な
こ
と
で
も
人
間
の
力
で
解
決
で
き
そ
う
に
思
え
た

頃
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
解
決
の
道
順
と
し
て
、
報
告
で
も
す
る
よ
う
に
、
自

然
物
に
対
し
一
つ
一
つ
仔
細
に
点
検
し
て
い
き
た
く
、
自
然
の
隅
か
ら
隅
ま
で
、
で
き
る
限
り
微

細
に
探
究
し
分
析
し
て
い
っ
て
、
そ
う
し
た
態
度
に
よ
っ
て
の
み
こ
の
大
自
然
は
解
決
さ
れ
る
と

思
わ
れ
た
。
微
細
な
部
分
を
統
合
す
れ
ば
、
そ
れ
が
大
き
な
自
然
の
姿
な
の
だ
。
大
自
然
の
姿
そ

の
も
の
は
、
到
底
そ
の
ま
ま
に
描
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
人
間
に
許
さ
れ
て
い
る
範
囲

は
、
微
小
な
部
分
の
把
握
と
そ
の
表
現
の
み
な
の
だ
。
そ
れ
を
統
合
さ
し
て
み
る
よ
り
ほ
か
に
、

人
間
は
大
自
然
の
姿
を
覗
き
得
な
い
の
だ
。

か
つ
て
私
は
そ
う
思
っ
て
、
花
に
も
向
か
い
鳥
を
も
眺
め
た
。
そ
う
思
っ
て
見
た
私
に
は
、
花

も
鳥
も
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
極
小
な
部
分
さ
え
微
妙
を
尽
く
し
た
美
で
あ
っ
た
。
そ
の
美
は
、
限
り

な
く
私
の
心
を
捉
え
て
放
さ
な
か
っ
た
。
極
小
な
美
の
無
限
の
連
続
、
集
積
、
そ
れ
が
私
の
見
た

自
然
だ
っ
た
。
私
は
そ
の
美
を
丹
念
に
探
究
し
た
。
が
、
勿
論
そ
れ
に
苦
労
は
い
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
美
は
、
至
る
所
に
あ
っ
た
か
ら
│
。

「
余
り
一
本
調
子
に
過
ぎ
る
。」そ
う
も
私
は
言
わ
れ
た
。

「
余
り
に
細
か
過
ぎ
る
。」
そ
ん
な
ふ
う
に
も
言
わ
れ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
と
き
、
そ
う
で
な
い

道
は
私
の
前
に
は
な
か
っ
た
。
た
だ
一
本
よ
り
、
私
の
前
に
道
は
通
じ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
道

を
歩
む
よ
り
ほ
か
、
私
の
行
く
道
は
な
か
っ
た
の
だ
。

こ
の
道
を
私
は
何
年
間
か
辿
っ
て
き
た
。
も
と
よ
り
ほ
か
の
道
を
探
し
も
し
な
か
っ
た
。
た
だ

真
っ
直
ぐ
に
行
き
さ
え
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
辿
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
突
然
歩
み
を
止

め
さ
せ
ら
れ
た
。
歩
め
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
歩
み
方
が
、
重
い
憂
鬱
の
鉄
鎖
に
縛
さ
れ
た
私

を
、
進
め
て
く
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
誰
が
、
い
つ
の
間
に
、
ど
う
い
う
わ
け
で
、
も
と
よ
り
そ

ん
な
こ
と
は
知
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
私
は
じ
っ
と
佇
ん
で
左
右
前
後
を
見
回
し
て
る
ば

図10
《安石榴》　福田平八郎
1920（大正９）年　大分県立美術館
第２回帝展　額装　210.0×107.0㎝
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か
り
だ
っ
た
。
目
に
見
え
ぬ
強
い
力
の
呪
縛
を
感
じ
得
て
も
、
私
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
。

い
ら
い
ら
し
た
私
は
、
ど
う
し
た
ら
こ
の
呪
縛
の
圏
を
脱
出
し
う
る
か
と
思
い
悩
ま
さ
れ
た
。

が
、
何
故
誰
が
し
た
の
か
が
知
れ
な
い
も
の
は
、
解
き
よ
う
の
な
い
謎
だ
っ
た
。
同
じ
道
を
幾
度

と
な
く
ぐ
る
ぐ
る
と
繰
り
返
し
て
行
き
来
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
は
結
局
、
疲
れ

悩
ん
だ
頭
脳
を
尚
更
に
い
ら
立
た
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

「
神
経
衰
弱
だ
。」医
師
が
そ
う
言
っ
た
。

私
は
私
の
心
を
見
入
っ
た
。
じ
っ
と
見
入
っ
て
い
る
と
、
そ
こ
に
何
や
ら
う
ご
め
い
て
い
る
も

の
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
う
ご
め
い
て
い
る
も
の
は
、
花
や
鳥
や
を
眺
め
て

い
た
私
の
見
方
だ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
美
を
見
付
け
得
た
と
思
っ
て
い
た
私
の
心
、
そ
れ
ら

の
部
分
の
総
合
の
み
が
大
自
然
の
姿
を
構
成
す
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
私
の
心
、
そ
の
私
の
心
が

動
い
て
い
る
の
だ
っ
た
。

「
駄
目
だ
。
到
底
人
間
の
力
で
は
、
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
な
ど
見
極
め
得
る
も
の
で
は
あ
り

は
し
な
い
。」そ
う
動
い
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

「
ぼ
ん
や
り
と
し
た
分
か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
の
が
、
そ
れ
が
本
当
の
人
間
の
見
た
自
然
の
は

ず
だ
。
す
べ
て
見
え
て
い
る
と
思
い
上
が
っ
た
僭
越
な
態
度
を
先
ず
改
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」

そ
う
も
動
い
て
い
る
よ
う
だ
。

「
部
分
部
分
の
克
明
な
探
究
と
そ
の
報
告
で
は
な
い
。
あ
る
部
分
は
朦
朧
と
し
て
い
て
も
い
い
。

ど
こ
か
に
何
か
が
握
ら
れ
て
あ
り
た
い
。」「
そ
の
何
か
と
い
う
の
は
何
か
。」「
そ
れ
が
大
自
然
の

呼
吸
と
か
、
脈
搏
と
か
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
は
自
然
の
俤
で
あ
り
姿
で
あ
る
は

ず
だ
。」私
は
じ
っ
と
見
入
っ
た
、
私
の
心
を
。（
以
下
省
略
）」

（『
美
之
国
』「
美
の
遍
路 

中
国
へ
行
く
気
持
ち
」よ
り
抜

）
10

（
註

粋
）

こ
の
文
章
が
執
筆
さ
れ
た
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
頃
、
写
実
的
で
緻
密
な
作
風
が

定
着
し
て
い
た
頃
の
福
田
の
胸
裡
に
は
、
一
心
に
写
実
を
突
き
詰
め
て
い
っ
た
上
で
の
、

悩
み
や
葛
藤
が
複
雑
に
渦
巻
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
自
身
の
表
現
が
い
か
に
あ
る
べ

き
か
と
い
う
点
に
お
け
る
、
心
の
揺
れ
、
迷
い
、
と
い
っ
た
も
の
が
生
々
し
く
吐
露
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
日
本
と
は
ス
ケ
ー
ル
の
異
な
る
壮
大
な
山
水
自
然
が
あ

り
、
山
水
画
の
悠
久
の
歴
史
を
生
ん
だ
中
国
大
陸
へ
の
旅
を
目
前
と
し
て
、
自
然
の
呼

吸
や
脈
搏
と
い
っ
た
、
よ
り
大
き
な
も
の
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
視
点
を
導
入
し
て
み

た
い
、
と
い
う
新
た
な
心
境
の
変
化
が
訪
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
四
月
、
福
田
は
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
の
派
遣
で
、
再

度
中
国
に
渡
っ
て
い
る
が
、
そ
の
年
の
七
月
に
六
潮
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
六

潮
会
へ
の
参
加
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
よ
う
な
、
何
か
新
し
い
も
の
を
積
極
的
に
吸
収
し

て
、
再
出
発
を
期
す
か
の
よ
う
な
福
田
の
心
境
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
ⅱ
）六
潮
会
の
結
成
後　
《
漣
》の
成
立

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
十
月
、
六
潮
会
創
立
の
二
年
後
、
福
田
平
八
郎
の
《
漣
》

（
図
11
）
が
第
十
三
回
帝
展
に
出
品
さ
れ
た
。《
漣
》
は
、
銀
地
に
群
青
に
よ
る
線
描
の

み
で
、
空
か
ら
の
光
を
鏡
面
と
化
し
て
反
射
す
る
水
面
が
、
静
か
な
微
風
に
揺
れ
動
く

光
景
を
表
現
し
た
作
品
と
い

）
11

（
註

え
る
。

《
漣
》
は
、
当
時
の
伝
統
的
な
日
本
画
の
文
脈
に
お
い
て
、
突
如
と
し
て
あ
ら
わ
れ

た
斬
新
な
作
品
で
あ
っ
た
と
い
え
、
発
表
当
時
の
評
価
は
賛
否
両
論
で
あ
っ
た
。
下

店
静
市
の
評
に「
福
田
平
八
郎
氏
の『
漣
』も
ま
た
、
場
中
を
代
表
す
る
作
品
の
一
つ
で
、

や
ゝ
も
す
れ
ば
自
ら
の
技
巧
に
安
住
す
る
作
家
の
多
い
帝
展
に
あ
っ
て
、
果
敢
に
新
境

地
を
打
開
し
て
い
く
、
そ
の
め
ざ
ま
し
い
努
力
精
進
の
態
度
は
、
洵
に
好
ま
し
い
も
の

と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
評
価
す
る
人
物
も
い
れ
ば
、
美
術
史

家
の
田
中
一
松
の
評
に「
京
都
の
畫
と
い
へ
ば
、
福
田
平
八
郎
氏
の『
漣
』も
花
鳥
で
は

な
い
が
思
ひ
切
っ
た
奇
抜
な
点
で
衆
目
を
引
く
。
銀
地
の
上
に
た
ゞ
群
青
の
色
片
を
配

列
し
た
の
み
で
他
に
一
物
も
な
い
。
涼
風
に
皺
ば
む
池
面
の
あ
や
に
相
違
な
い
が
此
の

－ 27 －－ 27 －



浴
衣
地
の
様
な
画
面
に
福
田
氏
何
の
考
ふ
る
と
こ
ろ
あ
り
や
。
京
洛
の
画
人
中
で
は
頭

の
人
と
し
て
一
作
毎
に
苦
心
を
見
せ
て
ゐ
た
氏
と
し
て
こ
れ
は
い
さ
ゝ
か
思
案
に
過
ぎ

て
愚
に
か
へ
る
も
の
と
云
ひ
た
い
」
と
批
判
的
に
評
す
る
意
見
も
あ

）
12

（
註

っ
た
。
東
洋
美
術

史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
幅
広
い
知
見
を
も
つ
田
中
一
松
で
あ
っ
て
も
、
福
田
の

《
漣
》は
あ
ま
り
に
唐
突
な
存
在
と
し
て
み
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ま
で
の
福
田
の
画
風
は
、
対
象
を
明
確
に
と
ら
え
る
線
描
と
緻
密
な
描
写
、
そ

し
て
各
モ
チ
ー
フ
の
姿
態
や
配
置
に
細
や
か
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
画
面
構
成
に
持
ち
味

が
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
、
第
十
一
回
帝
展
に
出
品
さ
れ
た
《
緋
鯉
》（
京

都
国
立
近
代
美
術
館
）は
六
潮
会
結
成
直
後
の
作
品
で
あ
る
が
、同
じ
く
水
面
を
モ
チ
ー

フ
と
し
な
が
ら
も
繊
細
な
雨
粒
の
描
写
や
、
緻
密
な
緋
鯉
の
表
現
な
ど
に
福
田
の
定
評

あ
る
画
風
が
未
だ
継
続
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
福
田
画
業
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
大

胆
で
明
快
な
色
と
形
の
み
で
成
立
し
た
《
漣
》
は
、
か
な
り
大
き
な
転
換
と
な
る
作
品

で
あ
っ
た
こ
と
に
相
違
は
な
い
。
福
田
平
八
郎
は
、《
漣
》
の
制
作
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

図12　《写生帖》（漣のスケッチ）福田平八郎　1932（昭和７）年　大分県立美術館　１帖　39.3×27.2㎝

図11　《漣》　福田平八郎　1932（昭和７）年
 重要文化財　大阪新美術館建設準備室
 第13回帝展　額装　157.0×184.0㎝

－ 28 －－ 28 －
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「（
前
略
）『
漣
』
を
描
い
た
の
は
九
月
の
初
め
頃
で
し
た
。
湖
北
で
釣
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
釣

れ
な
い
の
で
、
浮
き
を
に
ら
む
目
を
水
面
に
移
し
た
と
こ
ろ
、
肌
に
も
感
ぜ
ぬ
微
風
が
美
し
い
漣

を
作
っ
て
い
る
。
瞬
間
、
私
は
『
こ
れ
を
絵
に
し
て
み
よ
う
。』
と
思
っ
た
。
波
の
形
は
瞬
間
の
動

き
で
な
か
な
か
つ
か
み
に
く
い
。
な
ん
と
し
て
も
、
よ
く
見
る
こ
と
以
外
に
方
法
は
な
い
と
一
生

懸
命
に
考
え
た
。
そ
し
て
縦
一
・
六
五
メ
ー
ト
ル
（
約
五
尺
）、
横
二
・
九
七
メ
ー
ト
ル
（
約
九
尺
）

と
い
う
大
き
な
画
面
い
っ
ぱ
い
に
魚
も
雲
も
空
も
何
一
つ
描
か
ず
、
漣
だ
け
を
描
く
こ
と
に
し
た

の
で
す
。
あ
の
絵
に
は
後
日
談
が
あ
っ
て
、
最
初
、
私
は
銀
箔
の
上
に
群
青
で
波
を
描
く
つ
も
り

で
し
た
が
、
ど
う
勘
違
い
し
た
の
か
、
表
具
屋
が
金
箔
を
貼
り
付
け
て
き
た
。
出
品
ま
で
、
も
う

や
り
直
す
時
間
も
な
い
し
、
ま
ま
よ
と
窮
余
の
一
策
に
、
そ
の
上
に
銀
を
張
っ
た
の
が
、
却
っ
て

よ
い
効
果
を
生
ん
で
く
れ
ま
し
た
。（
後
略
）」（
註
13
）

「
よ
く
見
る
こ
と
以
外
に
方
法
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
福
田
は
漣
の
写

生
を
何
度
も
重
ね
て
い
る
（
図
12
、
口
絵
２
）。
動
き
続
け
る
漣
を
い
か
に
描
写
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
福
田
の
度
重
な
る
ス
ケ
ッ
チ
に
は
、
何
気
な
い
水
の
動
き
、
し

か
し
誰
も
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
自
然
の
刹
那
を
捉
え
て
み
た
い
、
と
い
う
画
家
の

一
途
な
思
い
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
写
生
と
と
も
に
、
福
田
自
身
が
別
の

対
談
の
場
で《
漣
》の
制
作
に
関
し
て「
写
真
も
随
分
写
し
ま
し
た
。」「（
写
真
を
）非
常

に
応
用
し
ま
し

）
14

（
註

た
。」と
語
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

近
年
、
中
川
馨
氏
の
著
書
『
動
物
・
植
物
写
真
と
日
本
近
代
絵

）
15

（
註

画
』
に
お
い
て
、
京

都
の
写
真
家
・
岡
本
東
洋
（
一
八
九
一
〜
一
九
六
九
）
が
、
京
都
画
壇
の
日
本
画
家

た
ち
に
提
供
し
た
写
真
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ら
と
絵
画
制
作
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
岡
本
東
洋
と
福
田
平
八
郎
は
同
じ
下
鴨
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
頃
よ
り
親
密
な
交
流
が
は
じ
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
岡
本
は

他
の
画
家
た
ち
か
ら
注
文
を
受
け
て
い
た
よ
う
に
、
福
田
か
ら
も
琵
琶
湖
の
波
の
写
真

を
撮
影
し
て
く
る
よ
う
に
、
と
い
っ
た
依
頼
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ

）
16

（
註

る
。

中
川
馨
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
岡
本
東
洋
の『
美
術
寫
眞
大
成 

秋
・
一
』（
平
凡
社
、

一
九
三
六（
昭
和
十
一
）年
）に
、
琵
琶
湖
で
撮
影
し
た
と
い
う
漣
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
（
図
13
）、
福
田
が
《
漣
》
の
制
作
に
お
い
て
応
用
し
た
写
真
と
は
、
お
そ
ら
く

こ
う
し
た
類
の
写
真
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
福
田
の
《
漣
》
と
、
岡
本
の
写
真
は
、

偶
然
に
も
湖
面
を
俯
瞰
す
る
角
度
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
そ
れ
は
湖
畔

に
立
つ
人
間
が
、
湖
面
を
見
下
ろ
し
た
時
の
ご
く
自
然
な
視
点
の
よ
う
で
あ
る
。

福
田
の
《
漣
》
は
、
銀
地
に
群
青
の
線
描
の
み
と
い
う
、
他
の
表
現
要
素
を
い
っ
さ

い
省
略
し
た
象
徴
的
な
表
現
を
あ
え
て
採
用
す
る
こ
と
で
、
写
真
や
映
像
、
あ
る
い
は

個
々
人
が
現
実
の
水
面
を
前
に
経
験
し
た
視
覚
的
な
記
憶
の
中
に
あ
る
漣
の
イ
メ
ー
ジ

を
強
く
喚
起
さ
せ
る
。
そ
こ
に
は
形
体
を
明
示
す
る
従
来
の
日
本
画
の
輪
郭
線
は
な
く
、

情
趣
風
情
や
物
語
を
あ
ら
わ
す
説
明
的
な
モ
チ
ー
フ
も
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
い
て
見

る
者
の
記
憶
を
喚
起
さ
せ
、
銀
地
と
群
青
の
線
描
を
、
水
面
に
立
つ
さ
ざ
波
の
動
き
へ

と
脳
内
で
変
換
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

福
田
は《
漣
》の
制
作
に
関
し
て「
私
の
在
来
の
は
左
の
隅
か
ら
右
の
隅
迄
見
て
何
處

も
同
じ
で
す
。
自
分
で
も
何
と
か
脱
け
た
所
が
あ
る
や
う
に
と
思
っ
て
も
中
々
や
れ

ん
事
な
ん
で
、
脱
け
た
や
う
な
気
持
と

か
、
強
い
感
じ
と
か
云
ふ
風
な
も
の
が

私
に
足
ら
ん
と
云
ふ
事
を
ず
っ
と
前
か

ら
感
じ
て
居
り
ま
し
た
。
…
ま
だ
自
分

の
考
へ
が
装
飾
的
に
ど
う
の
と
云
ふ
こ

と
も
用
意
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
あ
ゝ
云
っ
た
も
の
は
油
絵
で
ゞ
も

や
ら
ん
と
出
来
ま
せ
ぬ
。
結
局
出
来
る

だ
け
強
く
現
は
し
た
い
と
云
ふ
気
分
で

取
扱
っ
た
も
の
で
す
。
今
度
は
色
々
な

図13　漣　　岡本東洋撮影
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こ
と
に
就
て
苦
心
し
て
描
か
な
か
っ
た
云
ふ
事
は
私
今
迄
の
自
分
を
振
返
っ
て
可
な
り

思
ひ
切
つ
た
や
う
な
気
が
し
ま
す
」と
も
語
っ
て
い

）
17

（
註

る
。

つ
ま
り
福
田
が
「
出
来
る
だ
け
強
く
現
は
し
た
い
」「
色
々
な
こ
と
に
就
て
苦
心
し
て

描
か
な
か
っ
た
」「
可
な
り
思
ひ
切
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
取
り
扱
う
モ
チ
ー
フ
を
限

り
、
主
題
を
単
純
明
快
に
定
め
、
そ
の
表
現
も
単
純
化
し
て
、
色
と
形
の
み
で
観
る
も

の
を
あ
っ
と
驚
か
す
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
重
視
し
て
描
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

《
漣
》
の
制
作
は
、
福
田
に
と
っ
て
も
か
な
り
思
い
切
っ
た
、
大
胆
な
転
換
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
福
田
の
画
業
は
さ
ら
な
る
広
が
り
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
年
の
《
花
菖
蒲
》（
京
都
国
立
近
代
美
術

館
）
は
、
緑
青
と
藍
の
鮮
や
か
な
色
彩
対
比
が
効
果
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
同

年
の
六
潮
会
展
に
出
品
し
た《
静
》や
、
一
九
三
五（
昭
和
一
〇
）年
の《
初
冬
》も
同
様

に
油
彩
画
の
よ
う
な
明
快
な

色
彩
表
現
や
陰
影
表
現
を
試

み
て
い
る
。
一
九
三
八
（
昭

和
十
三
）
年
の
《
青
柿
》（
京

都
市
美
術
館
、
図
14
）
に
は
、

青
、
緑
、
黄
な
ど
の
原
色
を

強
調
し
た
大
胆
な
色
彩
が
見

て
取
れ
る
。
ま
た
一
九
四
二

（
昭
和
十
七
）年
の《
竹
》（
京

都
国
立
近
代
美
術
館
）
で
は
、

「（
竹
の
緑
青
を
）
唯
伝
統
だ

か
ら
と
言
っ
て
、
無
反
省
に

踏
襲
し
て
い
た
の
で
は
意
味

が
な

）
18

（
註

い
」
と
、
経
年
に
よ
っ

て
変
化
す
る
竹
の
複
雑
な
色
に
注
目
し
な
が
ら
主
観
的
に
表
現
し
て
み
せ
た
。
以
降
も
、

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
の
《
雨
》（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
）、
そ
の
翌
年
の
《
鱶

の
鰭
と
甘
鯛
》（
大
分
県
立
美
術
館
）、
一
九
五
五（
昭
和
三
〇
）年
の《
氷
》（
大
分
県
立

美
術
館
寄
託
）、
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
の
《
水
》（
大
分
県
立
美
術
館
、
図
15
）

な
ど
、
福
田
の
代
表
作
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

福
田
は
、
何
気
な
い
日
常
、
自
然
の
風
景
の
中
に
見
出
さ
れ
、
興
味
を
惹
か
れ
た
題

材
を
、
斬
新
な
色
と
形
の
構
成
に
置
き
換
え
て
表
現
す
る
こ
と
を
追
求
し
て
い
っ
た
。

だ
が
丹
念
な
写
実
表
現
に
拠
る
作
品
も
同
時
に
描
い
て
お
り
、
福
田
の
絵
画
表
現
に
は

晩
年
ま
で
幅
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
日
本
画
の
抒
情
性
を
意
識
的
に
抑
え
な
が
ら
、

自
ら
の
感
性
で
捉
え
た
対
象
を
、
明
快
な
色
と
形
で
純
粋
な
造
形
表
現
と
し
て
描
い
て

い
く
こ
と
は
、
福
田
の
生
涯
に
わ
た
る
表
現
者
と
し
て
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

《
漣
》
の
発
表
の
約
八
ヶ
月
前
に
あ
た
る
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
に
発
行
さ
れ

た
雑
誌
『
ア
ト
リ
ヱ
』
に
掲
載
さ
れ
た
六
潮
会
座
談
会
の
記
録
が
残
っ
て
い

）
19

（
註

る
。
そ
の

図14　《青柿》　福田平八郎　1938（昭和13）年
 京都市美術館
 第２回新文展　額装　59.5×87.2㎝

図15　《水》　福田平八郎
 1958（昭和33）年
 大分県立美術館
 第１回新日展
 額装　135.0×93.2㎝
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題
目
は
「
時
代
に
対
す
る
認
識
と
芸
術
の
表
現
形
式
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
福
田

は
こ
の
座
談
会
で
「
線
で
も
、
色
で
も
こ
れ
は
形
式
の
一
要
素
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代

の
感
覚
に
訴
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
の
画
面
に
時
代
性
を
発
露
さ
せ
る
に
は
、

形
式
を
構
成
す
る
要
素
が
夫
々
時
代
的
な
感
覚
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

事
が
最
近
よ
く
判
っ
て
来
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
福
田
の
発
言
の
前
に
、
山
口
蓬
春
は

大
和
絵
に
つ
い
て
「
大
和
絵
の
根
底
に
横
は
る
も
の
は
僕
は
今
で
も
真
実
な
も
の
だ
と

思
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
儘
の
形
式
を
今
日
の
感
情
な
り
思
想
な
り
と
一
致
さ
せ
る
事
は

困
難
だ
と
思
ふ
」と
述
べ
て
い
る
。

二
人
と
も
、
時
代
に
適
う
、
つ
ま
り
現
代
の
感
覚
に
訴
え
る
表
現
を
目
指
す
上
で
、

色
や
線
と
い
っ
た
表
現
形
式
は
、
当
然
な
が
ら
伝
統
に
固
執
す
る
も
の
で
は
な
く
、
時

代
に
あ
わ
せ
て
変
化
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
も
ち
、
六
潮
会
の
メ

ン
バ
ー
た
ち
は
、
こ
う
し
た
進
取
的
な
考
え
方
を
共
有
し
て
い
た
。

「
学
校
派
」
と
い
わ
れ
た
福
田
は
、
元
々
柔
軟
な
感
性
を
持
っ
て
い
た
が
、
六
潮
会

に
お
け
る
活
動
、
交
友
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
福
田
の
画
風
に
は
、
明
る
い
色
彩
表
現

に
お
け
る
、
清
新
な
感
覚
が
芽
生
え
て
い
る
。
特
に
、
福
田
画
業
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た《
漣
》の
成
立
背
景
に
は
、
福
田
自
身
が「
可
な
り
思
ひ
切
っ
た
」と
語
っ

て
い
た
よ
う
に
、
因
習
を
破
る
よ
う
な
、
大
き
く
踏
み
出
す
力
が
必
要
だ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
京
都
の
画
家
と
し
て
孤
独
に
生
活
し
て
い
た
の
で
は
得
ら
れ
な
い
、
六
潮

会
と
い
う
大
き
な
刺
激
と
、
後
ろ
盾
と
な
る
交
友
の
中
で
育
ま
れ
た
力
で
あ
っ
た
と
も

い
え
る
。

四
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
福
田
平
八
郎
の
画
業
が
、
福
田
の
六
潮
会
へ
の
参
加
を
契
機
と
し
て
大

き
く
転
換
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
当
時
の
文
献
資
料
や
、
絵
画
作
品
《
漣
》
の
表
現
に

つ
い
て
の
考
察
を
通
し
て
、
福
田
画
業
の
転
換
が
い
か
な
る
背
景
の
も
と
に
進
め
ら
れ
、

そ
れ
が
ど
ん
な
特
徴
を
も
っ
た
転
換

で
あ
っ
た
の
か
を
み
て
き
た
。

若
き
福
田
平
八
郎
が
、
日
本
画
家

と
し
て
様
々
な
も
の
を
吸
収
し
な
が

ら
成
長
し
た
大
正
期
か
ら
昭
和
初
頭

と
い
う
時
代
は
、
多
種
多
様
な
芸
術

運
動
や
思
潮
が
西
欧
か
ら
一
気
に
流

れ
込
ん
だ
時
代
で
あ
る
。
特
に
明
治

末
か
ら
大
正
初
頭
に
日
本
へ
波
及
し

は
じ
め
た
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
、
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
と

い
っ
た
海
外
の
最
新
動
向
を
、
日
本

の
洋
画
家
た
ち
は
、
積
極
的
に
取
り

入
れ
よ
う
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

と
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

六
潮
会
の
メ
ン
バ
ー
木
村
荘
八

は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
、
大
正

元
）
年
一
〇
月
、
第
一
回
展
を
開
催

し
た
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
に
参
集
し
、
萬

鉄
五
郎
や
岸
田
劉
生
ら
と
後
期
印
象

派
や
マ
チ
ス
の
作
品
に
学
ん
だ
油
彩

画
を
発
表
し
た
洋
画
家
だ
っ
た
。
学
ん
だ
と
い
っ
て
も
当
初
は
ハ
イ
ン
ド
の
『
後
期
印

象
派
』（C. Lew

is H
ind, T

he Post Im
pressionists, London, 1911

）な
ど
の
美
術

書
に
掲
載
さ
れ
る
複
製
図
版
を
通
じ
て
直
感
的
に
学
び
取
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
同
じ

六
潮
会
メ
ン
バ
ー
の
中
川
紀
元
に
い
た
っ
て
は
、
一
九
一
九（
大
正
八
）年
か
ら
二
年
間
、

図16－1　《虎の門付近》　木村荘八
 1912（大正１）年
 24.0×33.0㎝

図16－2　《ロダンの家》　中川紀元
 1920（大正９）年
 72.7×90.9㎝
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実
際
に
パ
リ
に
留
学
し
、
マ
チ
ス
に
直
接
師
事
し
て
い
る
。
中
川
は
、
マ
チ
ス
の
人
柄

と
印
象
、
そ
し
て
そ
の
芸
術
に
つ
い
て
記
し
、
一
九
二
二（
大
正
十
一
）年
の『
マ
チ
ス

の
人
と
作
』（
日
本
美
術
学
院
）と
い
う
著
書
を
出
版
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
六
潮
会
の
洋
画
家
た
ち
は
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
の
西
欧
の
前
衛
的
な
芸

術
運
動
を
日
本
に
導
入
し
た
中
心
的
な
人
物
た
ち
で
あ
り
、
こ
う
し
た
画
家
た
ち
の
著

書
、言
動
、実
験
的
な
作
品（
図
16
）に
、日
本
画
家
の
福
田
が
受
け
る
衝
撃
は
大
き
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
福
田
の
み
な
ら
ず
、
本
稿
で
は
考
察
で
き
な
か
っ
た
当
時
の
他
の
日
本

画
家
た
ち
が
、
西
洋
絵
画
、
も
し
く
は
日
本
の
洋
画
家
た
ち
の
油
彩
画
か
ら
、
ジ
ャ
ン

ル
を
越
え
て
何
を
学
び
取
ろ
う
と
し
、
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た

問
題
は
、
常
に
世
界
文
化
の
余
波
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
周
縁
と
し
て
独
自
に
そ
れ
ら

を
吸
収
し
、
文
化
を
展
開
さ
せ
て
き
た
日
本
に
お
け
る
近
代
絵
画
史
を
、
よ
り
立
体
的

に
重
層
的
に
捉
え
直
す
上
で
重
要
な
問
題
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
も
興
味
を
も
っ

て
考
察
を
続
け
た
い
。

註
１ 

「
大
正
の
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
京
都
画
壇
の
諸
先
生
の
指
導
を
得
た
が
、
画
塾
と
い
う

も
の
が
、
な
ん
と
な
く
私
の
気
分
に
添
わ
ぬ
感
じ
が
し
た
の
で
、
遂
に
入
ら
な
か
っ
た
。
今

日
か
ら
見
て
、
こ
れ
が
為
に
大
変
遠
い
道
を
歩
ん
で
来
た
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
一
面
そ

れ
故
に
、
私
は
私
な
り
の
好
き
な
道
を
歩
ん
で
来
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。（
以
下
省
略
）」

福
田
平
八
郎
「
大
正
の
頃
」『
日
本
美
術
』
第
二
巻
、
第
五
号
（
美
之
國
社
、
一
九
四
三
（
昭
和

十
八
）年
）

註
２ 

横
川
毅
一
郎
『
日
本
美
術
』
五
五
号
（
日
本
美
術
新
社
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
三
月
）
ま

た
は
同
著
『
福
田
平
八
郎
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
）
に
も
同
様
の
経
緯

が
記
さ
れ
て
い
る
。

註
３ 

六
潮
会
の
第
一
回
展
覧
会
図
録
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
六
潮
會
は
美
術
諸
般
の
研
究

を
目
的
と
し
て
昭
和
五
年
友
好
的
研
究
團
體
と
し
て
成
立
し
、
爾
來
會
員
相
互
の
親
睦
裡
に

各
般
の
研
究
を
遂
げ
て
來
た
が
、
此
研
究
の
一
端
と
し
て
昭
和
七
年
二
月
六
日
よ
り
十
日
ま

で
東
京
日
本
橋
三
越
ギ
ャ
ラ
リ
イ
に
於
い
て
第
一
回
展
覧
會
を
開
催
し
、
最
初
の
具
體
的
成

果
を
示
し
た
。（
以
下
省
略
）」『
六
潮
一
海 

第
一
回
展
圖
録
』（
六
潮
會
、一
九
三
二（
昭
和
七
）年
）

註
４ 

横
川
毅
一
郎『
福
田
平
八
郎
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
四
九（
昭
和
二
四
）年
）

註
５ 

（
語
り
）福
田
平
八
郎（
聞
き
手
）亀
田
正
雄「
対
談
閑
話 

日
本
画
に
生
き
る（
六
）」『
毎
日
新
聞
』

（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
八（
昭
和
四
十
三
）年
二
月
三
日
）

註
６ 

佐
藤
直
司
「
六
潮
会
」（『
開
館
二
〇
周
年
記
念 

福
田
平
八
郎
と
六
潮
会
展
』（
大
分
県
立
芸
術

会
館
、
一
九
九
七（
平
成
九
）年
）

註
７ 

他
の
場
面
の
狂
歌
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
訓
読
し
た
。（
牧
野
虎
雄
の
狂
歌
）「
は
す

の
葉
下 

た
ま
り
し
水
は 

し
ゃ
か
の
す
か
し　

あ
り
が
た
や　

…
… 

と
こ
ろ
へ
蛙
が
ひ
ょ
こ

と
出
て 

そ
れ
は
私
の
…
…　

不
題
」。（
首
藤
定
の
詩
書
）「
赤
城
熱
血
存
餘
瀝 

松
下
遺
風
傳

不
語 

心
事
明
明
白
々
還 

神
洲
正
気
頼
君
尊　

黙
堂
間
人
書
」。（
外
狩
素
心
庵
の
詩
書
）「
對

石
思
何
事　

時
々
只
徘
徊　

天
台
雲
石
雲　

十
歩
衣
夜
隈　

素
心
菴
詩
書
」。

註
８ 

福
田
は
《
緬
羊
》
の
制
作
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。「
緬
羊
を
見
た
の
は
初
め

て
で
し
た
。
日
本
に
緬
羊
が
い
る
こ
と
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
山
頂
の
草
原
に
遊
ぶ

素
晴
ら
し
い
大
群
を
見
た
時
の
驚
き
と
感
激
は
、
ち
ょ
っ
と
言
い
表
わ
せ
な
い
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
直
ぐ
写
生
を
始
め
、
毎
日
羊
の
群
の
コ
ー
ス
を
追
い
か
け
、
一
日
中
一
生
懸
命
写
生

に
没
頭
し
た
の
で
す
が
、
丁
度
ミ
レ
ー
の
絵
に
見
る
構
図
の
よ
う
な
場
面
も
あ
っ
て
興
味
深

く
、
そ
の
年
の
文
展
へ
は
、
こ
の
緬
羊
を
主
題
に
制
作
す
る
こ
と
を
き
め
、
一
通
り
必
要
な

写
生
を
ま
と
め
る
と
、
急
い
で
京
都
へ
戻
り
、
制
作
の
準
備
に
か
か
っ
た
の
で
す
。」（「
画
人

青
春
四 

福
田
平
八
郎
」『
真
珠
二
〇
』一
九
六
五（
昭
和
四
〇
）年
）

註
９ 

「（
前
略
）
大
正
期
の
私
の
作
品
に
は
、
国
展
の
影
響
が
あ
り
、
宋
元
風
に
浸
み
た
り
し
て
、

そ
う
し
た
殻
を
脱
い
だ
の
は
、
極
め
て
近
年
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
る
。
そ
の
頃
の
私
は
、

ひ
た
す
ら
自
然
を
あ
り
の
ま
ま
に
つ
か
む
こ
と
に
努
め
る
一
面
、
展
覧
会
は
欠
か
さ
ず
見
て

歩
い
た
。
そ
し
て
作
品
を
描
写
し
た
が
、
院
展
系
統
の
人
々
の
作
品
に
な
ん
と
な
く
新
味
を

感
じ
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
村
紫
紅
氏
の
作
品
な
ど
好
き
な
一
つ
で
あ
っ
た
。（
後
略
）」

『
日
本
美
術 

第
二
巻 

第
五
号
』（
美
之
國
社
、
一
九
四
三（
昭
和
十
八
）年
）

註
10 

福
田
平
八
郎
「
美
の
遍
路 

中
国
に
行
く
気
持
ち
」（『
美
之
国
』
四
巻
、
四
号
、
一
九
二
九
（
昭

和
三
）年
）
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註
11 
《
漣
》に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
も
参
照
し
た
。
岡
崎
麻
美「
近
代
日
本
画
史
に
お
け
る「
平

八
郎
様
式
」
│
福
田
平
八
郎
筆
《
漣
》
を
中
心
に
」（『
美
学
論
究
』
十
五
、
関
西
学
院
大
学
文

学
部
美
学
研
究
室
、
二
〇
〇
〇
年
）、
田
中
修
二
「
福
田
平
八
郎
の
「
装
飾
画
」」（『
大
分
大
学

教
育
福
祉
科
学
部
研
究
紀
要
』大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
、
二
〇
〇
四
年
）

註
12 

下
店
静
市
「
帝
展
日
本
画
印
象
記
」、
田
中
一
松
「
帝
展
の
日
本
画
寸
感
」（『
美
之
国
』
第
八
巻

十
一
号
、
一
九
三
二（
昭
和
七
）年
十
一
月
）

註
13 

註
５
前
掲
記
事

註
14 

川
端
龍
子
・
川
崎
小
虎
・
福
田
平
八
郎
・
大
田
耕
治
「
帝
展
日
本
畫
合
評
會
」（『
美
術
新
論
』

七
の
十
一
、一
九
三
二（
昭
和
七
）年
十
一
月
）

註
15 

中
川
馨『
動
物
・
植
物
写
真
と
日
本
近
代
絵
画
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二（
平
成
二
十
四
）年
）

註
16 

岡
本
東
洋
が
毎
日
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
答
え
た
記
事
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
…
福

田
平
八
郎
氏
の
有
名
な
「
さ
ざ
な
み
」
の
日
展
出
品
画
に
も
こ
ん
な
秘
話
が
あ
る
。
福
田
氏
が

び
わ
湖
畔
に
波
の
写
生
に
で
か
け
る
時
「
岡
本
さ
ん
、
あ
ん
た
も
び
わ
湖
の
波
の
写
真
を
数

枚
撮
影
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
勝
手
に
出
か
け
て
、
い
ろ
ん
な
波
を
う
つ
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
頼
ま
れ
、
よ
し
来
た
、
と
カ
メ
ラ
を
か
つ
い
で
江
州
に
出
張
に
お
よ
ん
だ
。
そ
し
て
数
枚

の
収
穫
を
焼
き
つ
け
て
差
し
出
す
と
、
は
か
ら
ず
も
北
江
州
の
某
所
で
う
つ
し
た
波
の
写
真

が
、
福
田
氏
の
ス
ケ
ッ
チ
し
た
さ
ざ
な
み
と
よ
く
似
通
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

あ
っ
た
。
…
」（「
サ
ン
デ
ー
談
話
室
」『
毎
日
新
聞
夕
刊
』
一
九
七
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
一
月

二
十
一
日
）

註
17 

註
14
前
掲
書

註
18 

「
初
夏
の
写
生
」（『
国
画
』二
の
九　

一
九
四
二（
昭
和
十
七
）年
九
月
）

註
19 

「
六
潮
會
座
談
會 

課
題『
時
代
に
對
す
る
認
識
と
藝
術
の
表
現
形
式
』」（『
ア
ト
リ
エ
』九
巻
三

号
、
一
九
三
二（
昭
和
七
）年
三
月
）

※
各
図
版
の
掲
載
に
際
し
て
は
各
所
蔵
館
に
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
ま
た
左
記
の
図
版
は
既
刊
書
よ
り

転
載
し
た
。

【
図
版
典
拠
】

図
９ 

『
福
田
平
八
郎
』（
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
七（
平
成
十
九
）年
）

図
13 

『
美
術
寫
眞
大
成 

秋
・
一
』（
岡
本
東
洋
、
平
凡
社
、
一
九
三
六（
昭
和
十
一
）年
）

図
16 

『
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
と
日
本
近
代
洋
画
』（
愛
知
県
美
術
館
、
一
九
九
二（
平
成
四
）年
）

－ 33 －－ 33 －



　

明
治
後
期
以
降
の
大
分
の
竹
工
芸
の
展
開（
２
）

　
　
　
　

昭
和
後
期
以
降
の
展
開　
│
生
野
祥
雲
齋
を
中
心
に  

友
永　

尚
子

大
分
県
の
代
表
的
な
工
芸
の
一
つ
で
あ
る
竹
工
芸
は
、
明
治
期
以
降
、
別
府
温
泉
の

観
光
土
産
品
と
し
て
振
興
が
図
ら
れ
て
き
た
別
府
竹
細
工
を
母
体
と
し
、１
９
６
７
年
に

竹
工
芸
で
最
初
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）に
認
定
さ
れ
た
生し

ょ
う

野の

祥し
ょ
う

雲う
ん

齋さ
い

（
１
９
０
４
│
１
９
７
４
）
等
の
出
現
以
降
、
美
術
工
芸
の
分
野
で
も
多
彩
な
制
作
活

動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
分
県
は
別
府
市
を
中
核
と
す
る
国
内
随
一
の
多
様
な

竹
工
芸
の
生
産
地
に
発
展
を
遂
げ
た
。

先
に
「
大
分
県
立
芸
術
会
館
紀
要 

第
４
号
」（
２
０
１
０
年
大
分
県
立
芸
術
会
館
発

行
）の「
明
治
後
期
以
降
の
大
分
の
竹
工
芸
の
展
開（
１
）別
府
竹
細
工
の
成
立
・
発
展
」

で
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
別
府
竹
細
工
の
展
開
に
つ
い
て
考
察

し
た
。

本
稿
で
は
、
昭
和
後
期
以
降
の
美
術
工
芸
の
分
野
で
の
展
開
を
、
そ
の
展
開
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
生
野
祥
雲
齋
の
足
跡
や
業
績
、
影
響
を
中
心
に
考
察
す
る
。

生
野
祥
雲
齋

生
野
祥
雲
齋
は
、
別
府
竹
細
工
の
勢
い
が
盛
ん
で
あ
っ
た
１
９
２
３
年
、
１
９
歳
の

時
、
竹
工
芸
の
道
に
入
り
近
代
的
な
竹
の
造
形
表
現
を
拡
大
し
、
１
９
６
７
年
、
６
２

歳
の
時
、
最
初
の
重
要
無
形
文
化
財
「
竹
芸
」
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
。
そ
の
祥
雲
齋

の
足
跡
を
概
観
す
る
。

祥
雲
斎
は
本
名
秋あ

き

平へ
い

、
１
９
０
４
年
別
府
市
内
成
に
生
ま
れ
た
。
画
家
や
彫
刻
家
を

望
む
気
持
が
あ
っ
た
が
、
病
弱
だ
っ
た
た
め
美
術
学
校
進
学
を
あ
き
ら
め
、
父
の
勧
め

や
１
９
２
１
年
に
大
分
市
で
開
催
さ
れ
た
九
州
沖
縄
八
県
連
合
共
進
会
で
見
た
唐
物
風

の
籃
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
な
ど
を
契
機
に
、
興
隆
期
に
あ
っ
た
別
府
竹
細
工
に
自
立

の
道
を
求
め
た
。
当
時
低
く
見
ら
れ
て
い
た「
竹
細
工
を〝
芸
術
〞と
し
て
認
め
さ
せ
て

や
ろ
う
と
の
大
き
な
理
想
に
燃
え
」
竹
工
芸
の
道
に
進
ん
だ
と
、
後
年
、
書
き
記
し
て

い
註
１る

。
秋
平
は
、
当
時
、
高
級
花
籃
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
た
佐
藤
竹ち

く

邑ゆ
う

斎さ
い

（
本
名
千
代
馬
、

俗
名
智ち

世よ

太た

、
１
９
０
１
〜
１
９
２
９
年
）
に
入
門
。
僅
か
３
歳
年
上
で
し
か
な
い
竹

邑
斎
は
、
履
歴
書
に
「
創
業
以
来
…
中
略
…
藝
術
的
研
究
ヲ
続
ケ
藝
術
ヲ
以
ッ
テ
世

ニ
立
ツ
」
と
記
し
、
１
９
２
０
年
以
来
度
々
皇
室
へ
の
献
上
品
を
制
作
し
、
海
外
の
万

国
博
覧
会
で
２
回
受
賞
す
る
な
ど
抜
き
ん
出
た
実
績
を
誇
り
、
秋
平
が
感
銘
を
受
け
た

唐
物
風
の
籠
の
作
者
で
も
あ
っ
た
。
師
の
下
で
秋
平
は
通
常
の
半
分
の
２
年
で
徒
弟
修

業
を
終
え
、
独
立
。
入
門
２
年
目
に
実
家
で
病
気
療
養
中
に
制
作
し
、
独
立
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
し
た
た
れ
編あ

み

仿ほ
う

古こ

花は
な

籠か
ご

」（
１
）
は
、
秋
平
が
短
期
間

に
高
度
な
技
倆
を
身
に
つ
け
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
精
巧
な
編
み
の
籠
で
あ
り
、
大

連
の
博
覧
会
で
受
賞
し
た
と
伝
え
ら
れ

註
２る

。
木
箱
の
蓋
表
に
は
「
夢ゆ

め

暗あ
ん

示じ

乃の

志し

多た

たゝ

礼れ

編あ
み　

夢む

雀じ
ゃ
く

斎さ
い

楽ら
く

雲う
ん

造ぞ
う

」の
墨
書
が
あ
る
。「
祥
雲
齋
泰た

い

山ざ
ん

」は
１
９
３
２
年
に
妙
心
寺
管

長
神
月
撤
宗
に
授
け
ら
れ
た
斎
号
で
あ
り
、
初
期
の
作
品
に
は「
夢
雀
斎
楽
雲
」や「
雲う

ん

祥し
ょ
う

庵あ
ん

」
の
銘
が
使
わ
れ
て
い
る
。
１
９
２
９
年
に
竹
邑
斎
が
早
逝
す
る
と
、
師
に
次
い

－ 34 －－ 34 －



で
翌
年
か
ら
度
々
皇
室
へ
の
献
上
品
を
制
作
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
頃
す
で
に
祥
雲

斎
の
力
量
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
１
９
３
５
年
に
大
分
県
か
ら
昭
和

天
皇
に
献
上
さ
れ
た「
六ろ

く

稜り
ょ
う

菱り
ょ
う

花か

紋も
ん

盛も
り

籃か
ご

」は
、
現
存
す
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
時
期
の
唐
物
風
の
代
表
作
の
１
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

祥
雲
齋
の
昭
和
初
期
の
現
存
作
に
は
、
当
時
文
人
籃
と
呼
ば
れ
た
唐
物
風
の
緻
密
な

編
み
の
籃
と
荒
編
み
の
和
物
籃
と
が
見
ら
れ
る
。
兄
弟
子
の
後
藤
竹ち

っ

交こ
う

斎さ
い

（
本
名
二つ

ぎ

生お

、

１
９
０
９
│
１
９
４
６
）
や
竹
邑
斎
の
妻
で
あ
る
佐
藤
竹ち

く

蘭ら
ん

（
本
名
フ
ミ
、
１
９
０
０

│
１
９
６
９
）の
作
に
も
同
趣
の
籃
が
あ
り
、
ま
た
、「
仿ほ

う

古こ

投な
げ

入い
れ

華は
な

籃か
ご

」（
２
）は
竹
邑

斎
の
師
で
あ
る
室む

ろ

澄ず
み

小こ

太た

郎ろ
う

（
１
８
７
８
年
│
没
年
不
詳
）
の
農
商
務
省
第
８
回
工
芸

展
覧
会
出
品
作
「
長
形
寸
胴
投
入
花
生
」（
３
）
と
編
組
法
や
籐
飾
り
に
共
通
点
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
室
澄
の
作
風
が
竹
邑
斎
門
下
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。

１
９
３
６
年
初
夏
、
祥
雲
斎
は
湯
布
院
に
宿
泊
中
の
愛
知
県
の
工
芸
家
藤ふ

じ

井い

達た
つ

吉き
ち

を

訪
ね
、
自
作
を
見
て
も
ら
い
「
う
ま
す
ぎ
る
。
竹
が
死
ん
で
る
。」
な
ど
の
厳
し
い
評
を

受
け
、
一
大
転
機
を
迎

註
３

え
る
。
さ
ら
に
、
同
年
秋
、
同
郷
の
友
人
の
洋
画
家
宮
崎
豊

が
新
文
展
に
入
選
し
た
の
を
契
機
に
、
祥
雲
斎
も
新
文
展
入
選
を
目
指
す
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
１
９
３
８
年
か
ら
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
大
分
県
工
業
試
験
場
別
府
工
芸

指
導
所
（
現
大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
の
前
身
）
の
所
長
の
理
解
を
得
て
、
同

年
か
ら
出
品
作
の
制
作
に
取
り
組
み
、
３
度
の
落
選
を
経
た
後
、
１
９
４
０
年
、
３
６

歳
の
時
、
そ
の
年
の
新
文
展
に
か
わ
る
紀
元
２
６
０
０
年
奉
祝
美
術
展
覧
会
に
「
八は

ち

稜り
ょ
う

１　「したたれ編仿古花籠」
　　生野祥雲齋
　　1925年
　　大分県立美術館蔵

３　「長形寸胴投入花生」
　　室澄小太郎
　　1920年
　　農商務省第８回工芸展覧会

２　「仿古投入華籃」
　　生野祥雲齋
　　1935年
　　大分県立美術館蔵

４「八稜櫛目編盛籃」
　　生野祥雲齋
　　1940年
　　紀元2600年奉祝美術展覧会
　　大分県立美術館蔵
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櫛く
し

目め

編あ
み

盛も
り

籃か
ご

」（
４
）
で
初
入
選
を
果
た
す
。
１
９
２
７
年
に
帝
展
に
工
芸
部
が
設
け
ら

れ
て
以
来
、
大
分
か
ら
の
竹
工
芸
の
入
選
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
他

の
竹
工
芸
入
選
者
は
東
京
の
飯い

い

塚づ
か

浪ろ
う

玕か
ん

斎さ
い

や
大
阪
の
二
代
田
辺
竹ち

く

雲う
ん

斎さ
い

、
名
古
屋
の
伊

藤
仁
斎
等
10
名
で
あ
っ
た
が
、
東
京
や
大
阪
、
名
古
屋
と
異
な
り
数
寄
や
美
術
工
芸
の

伝
統
の
希
薄
な
大
分
か
ら
の
戦
前
期
の
入
選
は
壮
挙
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
初
入
選
作
は
古
典
的
な
唐
物
風
の
精
緻
な
編
組
と
祥
雲
齋
が
櫛く

し

目め

編あ
み

と
呼
ん
だ

新
感
覚
の
直
線
的
な
編
組
が
格
調
高
く
融
合
し
た
、
従
来
の
別
府
竹
細
工
の
高
級
花
籃

と
は
一
線
を
画
す
作
品
で
あ
る
。
翌
々
年
の
入
選
作
「
時じ

代だ
い

竹た
け

編あ
み

盛も
り

籃か
ご 

心し
ん

華か

賦ふ

」（
５
）

は
、
入
選
３
回
目
で
特
選
に
選
ば
れ
た
。
卓
越
し
た
技
術
で
良
質
の
煤
竹
を
曲
線
的
に

構
成
し
た
斬
新
な
作
品
で
あ
り
、
近
代
竹
工
芸
の
代
表
作
の
１
つ
で
も
あ
る
。

祥
雲
齋
は
櫛
目
編
作
品
で
同
展
に
連
続
９
回
入
選
し
た
後
、
１
９
５
３
年
に
櫛
目
編

で
は
な
く
松ま

つ

葉ば

編あ
み

に
よ
る「
仿
古
盛
籃
」を
出
品
し
落
選
す
る
。「
二
十
八
年
の〝
落
選
〞

が
な
か
っ
た
ら
今
日
の
私
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
後
年
述
べ
て
い

註
４る

が
、
古

典
に
新
た
な
方
向
を
求
め
た
も
の
の
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て

古
典
を
範
と
し
な
い
次
の
大
き
な
飛
躍
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
１
９
５
４
年
の
日
展
に
祥
雲
斎
は「
竹た

け

組ぐ
み 

波な
み 

風ふ

炉ろ

先さ
き

屏び
ょ
う

風ぶ

」（
６
）を
出
品
し
、
引

き
続
き「
竹
盛
籃 

う
ね
り
」、「
竹た

け

花か

器き 

怒ど

涛と
う

」と
波
を
主
題
に
し
た
作
品
を
３
年
連
続

し
て
発
表
す
る
。
北
斗
賞
を
受
賞
し
た
怒
涛
は
竹
花
器
の
名
称
を
冠
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

従
来
の
花
器
の
形
態
は
と
っ
て
お
ら
ず
、
祥
雲
斎
は
こ
の
作
品
で
初
め
て
用
の
器
と
し

て
の
制
約
を
離
れ
、
自
己
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
胆
に
力
強
く
形
象
化
し
た
。
引
き
続
き
日

展
で
発
表
さ
れ
た
１
９
５
７
年
の「
花
籃 （
炎ほ

の
お

）」（
特
選
、
北
斗
賞
）（
７
）と
１
９
５
８

年
の「
花
籃　

陽か
げ
ろ
う炎
」の
い
ず
れ
も「
竹
花
器 

怒
涛
」同
様
清
明
な
白
竹
の
細
い
ひ
ご
を

重
層
的
に
構
築
す
る
と
い
う
、
櫛
目
編
を
発
展
的
に
用
い
た
手
法
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
主
題
に
基
づ
く
造
形
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。

続
く
１
９
５
９
年
の
日
展
出
品
作
「
虎こ

園け
ん

（
ホ
ー
ル
の
た
め
の
竹
花
器
）」
は
打
っ
て

か
わ
っ
て
幅
広
の
竹
を
力
強
く
組
み
上
げ
た
勇
壮
な
大
作
で
あ
る
。
続
い
て
１
９
６
２

年
の
「
ホ
ー
ル
の
た
め
の
置
物 

梟き
ょ
う

将し
ょ
う

」（
８
）、
１
９
６
４
年
の
「
紫し

竹ち
く

盛も
り

器き 

田で
ん

里り

」
な

ど
１
９
６
０
年
代
前
半
は
幅
広
の
竹
を
用
い
て
そ
れ
ま
で
の
櫛
目
編
に
よ
る
繊
細
な
作

６　「竹組 波 風炉先屏風」　生野祥雲齋
　　1954年　第10回日展　大分県立美術館蔵

７　「花籃 炎」（特選、北斗賞
　　生野祥雲齋
　　1957年
　　第13回日展特選、北斗賞
　　大分県立美術館寄託

８　「ホールのための置物 梟将」
　　生野祥雲齋
　　1962年
　　第５回日展
　　大分県立美術館蔵

５　「時代竹編盛籃 心華賦」
　　生野祥雲齋
　　1943年　第６回文展特選
　　大分県立美術館蔵
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品
と
は
別
趣
の
骨
太
の
作
品
を
創
造
し
た
。「
梟
将
」
は
作
品
名
か
ら
花
器
や
盛
器
と

い
う
器
の
名
称
が
消
え
置
物
の
名
称
が
冠
せ
ら
れ
た
唯
一
の
作
品
で
あ
り
、
田
里
に
は

抽
象
的
な
表
現
の
進
展
が
感
じ
ら
れ
る
。

竹
の
彫
刻
的
な
造
形
表
現
を
開
拓
し
た
こ
の
１
９
５
０
〜
１
９
６
０
年
代
、
祥
雲
齋

は
台
頭
し
て
き
た
ク
ラ
フ
ト
に
も
関
心
を
示
し
て
お
り
、
１
９
５
５
年
、
日
本
ク
ラ
フ

ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
（
社
団
法
人
日
本
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
協
会
の
前
身
）
の
創
立
会

員
に
名
を
連
ね
、
同
年
大
阪
高
島
屋
で
開
催
さ
れ
た
生
前
唯
一
の
個
展
に
は
ク
ラ
フ
ト

的
デ
ザ
イ
ン
の
小
品
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
祥
雲
齋
と
ク
ラ
フ
ト
や
産
業
工
芸
と
の
関

わ
り
は
早
く
、
１
９
３
８
年
２
月
か
ら
１
９
４
６
年
１
月
ま
で
勤
務
し
た
大
分
県
工
業

試
験
所
別
府
工
芸
指
導
所
で
竹
を
素
材
と
す
る
産
業
工
芸
品
の
研
究
・
開
発
に
従
事
し
、

１
９
４
０
年
代
後
半
に
は
此
君
亭
工
房
を
設
け
、
簡
素
な
デ
ザ
イ
ン
の
日
用
の
竹
製
品

の
開
発
・
製
作
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
。
薄
く
広
げ
た
板
状
の
竹
を
素
材
と
す
る
此

君
亭
工
房
製
の「
四
極
盆
」や「
千
鳥
」（
９
）等
の
菓
子
盆
や
銘
々
皿
等
は
、
そ
の
シ
ン

プ
ル
さ
が
当
時
以
上
に
現
在
の
生
活
空
間
に
な
じ
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

祥
雲
齋
は
１
９
６
５
年
の
出
品
を
最
後
に
日
展
を
離
れ
、
翌
年
か
ら
日
本
工
芸
会
に

所
属
し
、
日
本
伝
統
工
芸
展
に
出
品
。
そ
し
て
、
１
９
６
７
年
、
６
３
歳
の
時
、
重
要

無
形
文
化
財
「
竹
芸
」
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
。
以
後
、
人
間
国
宝
新
作
展
や
青
簾
会

巨
匠
展
等
に「
白し

ら

竹た
け

一い
ち

重じ
ゃ
う

切き
り

華は
な

入い
れ　

く
い
な
笛
」（
10
）、「
紫し

竹ち
く

ま
が
き
華は

な

籃か
ご

」、「
も
ろ

こ
し
編
み
白し

ろ

竹た
け

盛も
り

籃か
ご

」
等
を
出
品
し
た
。
５
０
歳
代
の
時
に
日
展
で
発
表
さ
れ
た
彫
刻

的
な
造
形
表
現
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
竹
に
固
有
の
美
を
簡
素
に
表
現
し
た
用
の
器
に

再
び
重
き
が
置
か
れ
た
。
厳
し
く
選
別
し
た
白
竹
や
紫し

竹ち
く

（
黒
竹
の
別
称
）
の
用
材
を

着
色
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
用
い
、
単
純
な
構
成
で
竹
自
体
の
美
し
さ
を
最
大
限
生

か
す
こ
の
時
期
の
造
形
表
現
は
、
同
じ
く
用
の
器
を
形
成
し
た
昭
和
初
期
の
技
巧
的
な

造
形
表
現
と
は
大
き
く
異
な
る
。

祥
雲
齋
は
、
大
分
の
地
で
別
府
竹
細
工
の
伝
統
を
基
盤
に
芸
術
性
の
高
い
竹
の
造
形

を
志
向
し
、
彫
刻
的
な
表
現
の
可
能
性
を
拡
げ
た
。
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
認
定

を
受
け
て
後
、
健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い
時
が
多
く
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、

秋
に
新
作
に
よ
る
個
展
を
構
想
し
て
い
た
１
９
７
４
年
１
月
、
６
９
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

生
野
祥
雲
齋
以
後
の
大
分
の
竹
工
芸

祥
雲
齋
の
制
作
は
大
分
の
竹
工
芸
を
産
業
工
芸
か
ら
の
美
術
工
芸
に
拡
大
さ
せ
る

契
機
と
な
っ
た
が
、
祥
雲
齋
生
存
中
の
全
国
公
募
の
工
芸
展
へ
の
県
内
か
ら
の
出
品

は
少
な
い
。
祥
雲
齋
の
弟
子
の
１
人
で
あ
る
本
田
健
次
（
号
卿け

い

雲う
ん

斎さ
い

、
１
９
２
７
│

１
９
９
８
）と
宮
崎
珠し

ゅ

太た

郎ろ
う（
１
９
３
２
│
）が
日
展
に
入
選
し
て
い
る
が
、
１
９
６
７

９　「千鳥」
　　此君亭工房
　　1960年代
　　大分県立美術館蔵

10　「白竹華入　くいな笛」
　　生野祥雲齋
　　1960年代
　　大分県立美術館蔵
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年
に
大
分
県
別
府
産
業
工
芸
試
験
所
（
現
大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
の
前
身
）

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
宮
崎
は
、
既
に
東
京
在
住
時
か
ら
日
展
や
日
本
ク
ラ
フ
ト

展
に
出
品
し
て
い
た
。

祥
雲
齋
が
没
し
た
１
９
７
４
年
以
降
、
展
覧
会
へ
の
出
品
が
活
発
に
な
り
、
造
形
表

現
に
重
き
を
置
く
日
展
に
は
二
代
白
石
白は

く

雲う
ん

斎さ
い（
本
名
忠
行
、
１
９
１
８
〜
２
０
１
２
）

や
祥
雲
齋
の
一
子
生
野
徳
三（
１
９
４
２
│
）、
祥
雲
齋
の
弟
子
の
山
口
明あ

き
ら（
号
龍り

ゅ
う

雲う
ん

、

１
９
４
０
│
）
が
出
品
。
無
形
文
化
財
で
あ
る
伝
統
的
な
工
芸
技
術
の
保
護
・
育
成
を

目
的
と
す
る
日
本
伝
統
工
芸
展
に
は
岩
尾
光こ

う

雲う
ん

斎さ
い（
本
名
直す

な
お

、
１
９
０
１
│
１
９
９
２
）

一
門
の
門か

ど

田た

二に

篁こ
う

（
本
名
二
郎
、
１
９
０
７
│
１
９
９
４
）
や
前
野
広こ

う

洋よ
う

（
本
名
広こ

う

治じ

、

１
９
１
３
│
１
９
８
３
）、
梶
原
光こ

う

峰ほ
う

（
本
名
一か

ず

路み
ち

、
１
９
３
５
│
）、
市
原
華か

雲う
ん

斎さ
い

（
本
名
寛ひ

ろ
し

、
１
９
１
６
│
１
９
９
５
）、
二
代
渡
辺
竹ち

く

清せ
い

（
本
名
稔と

し

之ゆ
き

、
１
９
３
２
│
）、

二
代
渡
辺
勝し

ょ
う

竹ち
く

斎さ
い

（
本
名
昭
雄
、
１
９
２
７
│
２
０
１
４
）、
祥
雲
齋
に
師
事
し
た
安

倍
基も

と
し（
号
基き

楽ら
く

、
１
９
４
２
│
）
等
多
数
が
出
品
し
た
。
大
正
・
昭
和
前
期
に
徒
弟
修

業
を
し
量
産
品
の
製
作
に
携
わ
り
練
達
の
技
を
身
に
つ
け
た
門
田
等
と
と
も
に
、
大

分
県
立
別
府
竹
工
芸
訓
練
セ
ン
タ
ー
修
了
生
も
多
数
出
品
し
て
い
る
。
森
上
智さ

と
し（
号

仁じ
ん

、
１
９
５
５
│
）、
米
澤
二
郎
（
１
９
５
６
│
）、
佐
藤
治
生
（
１
９
６
１
│
）、
木
﨑

和
寿（
１
９
７
６
│
）は
日
展
に
、
塩
月
寿じ

ゅ

籃ら
ん（
本
名
寿ひ

さ

光み
つ

、
１
９
４
８
│
２
０
１
６
）、

植
松
竹ち

く

邑ゆ
う

（
本
名
次
男
、
１
９
４
７
│
）、
岐
部
笙し

ょ
う

芳ほ
う

（
本
名
正
芳
、
１
９
５
１
│
）、

河
野
祥し

ょ
う

篁こ
う

（
本
名
博
康
、
１
９
５
７
│
）、
杉
浦
巧の

り

悦よ
し

（
１
９
６
４
│
）、
中な

か

臣と
み

一は
じ
め

（
１
９
７
４
│
）等
は
日
本
伝
統
工
芸
に
出
品
。

日
本
ク
ラ
フ
ト
展
に
は
、
大
分
県
別
府
産
業
工
芸
試
験
所
職
員
で
ク
ラ
フ
ト
の

研
究
・
指
導
に
従
事
し
、
大
分
の
ク
ラ
フ
ト
を
牽
引
し
た
早
野
久
雄
（
１
９
２
７
│

２
０
１
３
）
や
宮
崎
珠
太
郎
が
１
９
６
０
年
代
に
出
品
を
始
め
、
大
分
県
立
竹
工
芸
訓

練
セ
ン
タ
ー
修
了
後
に
早
野
や
宮
崎
の
指
導
・
助
言
を
受
け
１
９
７
２
年
に
別
府
ク

ラ
フ
ト
を
創
始
し
た
杉
本
義
雄
（
１
９
４
９
│
）・
小
野
正
勝
（
１
９
４
４
│
）、
高
見

八や

州す

洋ひ
ろ（
１
９
５
７
│
）等
が
出
品
し
て
い
る
。

地
場
産
業
と
し
て
出
発
し
た
別
府
竹
細
工
は
１
０
０
年
を
越
え
る
年
月
を
経
て
美
術

工
芸
や
ク
ラ
フ
ト
、
現
代
ア
ー
ト
に
ま
で
裾
野
を
広
げ
、
各
種
の
公
募
展
や
個
展
、
グ

ル
ー
プ
展
等
で
大
分
の
竹
工
芸
の
層
の
厚
さ
を
示
し
て
き
た
。
２
０
０
０
年
頃
か
ら
は

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
で
日
本
の
竹
工
芸
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
り
、
前
述
の
日
展
や
日
本
伝
統
工
芸
展
出
品
作
家
の
多
く
や
油ゆ

布ふ

昌
孝

（
号
昌し

ょ
う

伯は
く

、
１
９
４
１
│
）、
川
島
茂
雄
（
１
９
５
８
│
）
等
の
作
品
が
個
人
や
美
術
館

11　「白竹の籠　洋」
　　生野徳三
　　1990年
　　第22回改組日展
　　大分県立美術館蔵

13　「舟徳利」
　　宮崎珠太郎
　　1989年
　　世界デザイン博覧会
　　大分県立美術館蔵

12　「煤竹硯箱」
　　二代渡辺竹清
　　1983年
　　第30回日本伝統工芸展
　　大分県立美術館蔵

14　産霊
　　川島茂雄
　　2012年
　　竹工芸の継承・革新
　　大分県立美術館蔵
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の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
ら
れ
、
個
人
の
生
活
空
間
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
美
術
館
等
に
展

示
さ
れ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
局
面
が
拡
が
っ
て
い
る
。

現
在
、
後
継
者
育
成
は
、
ほ
ぼ
消
滅
し
た
徒
弟
制
度
に
か
わ
り
大
分
県
立
竹
工
芸
訓

練
セ
ン
タ
ー
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
修
了
生
は
開
設
以
来

１
５
０
０
人
を
優
に
超
え
、
大
分
県
内
だ
け
で
な
く
九
州
、
四
国
、
関
西
、
中
部
、
北

陸
、
関
東
と
全
国
各
地
で
制
作
や
指
導
に
従
事
し
、
竹
工
芸
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
創

造
し
、
新
た
な
伝
統
を
次
代
に
受
け
渡
し
て
い
る
。
今
後
の
高
度
な
技
術
の
伝
承
は
困

難
が
予
想
さ
れ
る
が
、
多
く
の
竹
の
伝
統
の
継
承
者
に
よ
っ
て
新
た
な
竹
の
造
形
が
展

開
さ
れ
て
い
く
可
能
性
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
拡
が
っ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。

註
１　
「
笛
」大
分
合
同
新
聞　

１
９
６
７
年
４
月
３
日

註
２　
「
し
た
た
れ
編
仿
古
花
籠
」
を
当
時
所
持
し
た
カ
ゴ
ヤ
ス
主
人
池
田
保
が
「
大
連
市
勧
業
博
覧

会
」（
８
／
14
〜
９
／
18
、
大
連
市
電
気
遊
園
下
）
に
「
竹
花
籠
」
を
出
品
し
褒
状
を
受
賞
し
て

い
る
が
、
同
作
か
ど
う
か
は
不
明
。

註
３　
『
藤
井
達
吉
の
生
涯
』山
田
光
春　

風
媒
社 

１
９
７
４
年 

２
０
７
〜
２
０
９
頁

「
父
・
生
野
祥
雲
斎
と
そ
の
技
術
」生
野
徳
三 『
人
間
国
宝
シ
リ
ー
ズ
│
34　

生
野
祥
雲
斎
』

講
談
社 

１
９
７
７
年

註
４　
「
大
分
県
美
術
百
年（
30
）」大
分
合
同
新
聞 

１
９
６
７
年
８
月
21
日
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村
井
正
誠　
│
影
の
な
い
絵
、
影
の
な
か
の
絵
│　

大
分
県
立
美
術
館
所
蔵
の
三
作
品
か
ら  

木
藤　

野
絵

は
じ
め
に

平
成
29
年
度
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
第
一
回
に
お
い
て
、
洋
画
の
最
終
コ
ー
ナ
ー
、
展

示
室
の
出
口
の
前
に
、
村
井
正
誠
の《
黄
色
》（
１
９
５
６
）と
い
う
作
品
を
展
示
し
た
。

中
央
と
下
部
の
黄
色
を
主
に
、
茶
、
赤
、
青
、
緑
な
ど
の
鮮
や
か
な
色
が
自
由
な
形
を

伴
い
、
飛
び
交
っ
て
い
る
。
散
り
ば
め
ら
れ
た
色
の
な
か
に
太
い
黒
の
線
が
配
置
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
色
彩
と
黒
を
単
純
明
快
に
用
い
る
手
法
は
村
井
正
誠
の
代
表
的
な
作
風

と
し
て
認
め
ら
れ
る
。「
響
き
あ
う
色
彩
」を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
っ
た
。

こ
の《
黄
色
》の
他
に
、当
館
で
は
村
井
の
作
品
を
二
点
所
蔵
し
て
い
る
。《
軌
道
№
２
》

（
１
９
６
１
）
と
《
黒
い
線
の
人
》（
１
９
６
２
）
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
ほ
ぼ
黒
一
色
に
塗

り
尽
く
さ
れ
た
作
品
で
、
村
井
の
生
涯
の
画
風
の
変
遷
に
お
い
て
珍
し
い
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
の
作
品
で
あ
る
。
明
る
く
朗
ら
か
な
印
象
を
与
え
る
作
品
と
、
暗
く
内
省
的
な
印
象

を
与
え
る
作
品
。
影
の
な
い
、
光
に
満
ち
た
作
品
と
、
影
の
な
か
へ
入
り
込
む
か
の
よ

う
な
作
品
。
相
対
す
る
二
つ
の
作
風
と
出
会
い
、
村
井
正
誠
と
い
う
作
家
に
対
し
て
よ

り
一
層
興
味
を
抱
い
た
。

本
論
で
は
、
当
館
所
蔵
の
村
井
正
誠
の
作
品
三
点
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も
に
、
村

井
の
制
作
に
お
け
る
発
展
や
、
そ
の
創
造
の
源
を
、
下
記
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
て
考

察
し
て
い
き
た
い
。

⑴
生
い
立
ち
か
ら
渡
仏

⑵
モ
ン
ド
リ
ア
ン
と
の
出
会
い

⑶
純
粋
抽
象
の
追
究

⑷
「
人
」の
姿
、
影
の
な
い
絵

⑸
黒
の
時
代
、
影
の
な
か
の
絵

⑴
生
い
立
ち
か
ら
渡
仏

村
井
正
誠
は
１
９
０
５
年
、
現
在
の
岐
阜
県
大
垣
市
に
生
ま
れ
、
少
年
時
代
を
和
歌

山
県
新
宮
市
で
過
ご
す
。
新
宮
市
に
お
い
て
早
く
も
油
彩
画
を
描
い
て
い
た
、
後
の
文

化
学
院
の
創
始
者
、
西
村
伊
作
に
影
響
を
受
け
、
小
学
生
の
頃
か
ら
絵
に
親
し
み
、
独

学
で
絵
の
腕
を
磨
い
た
。
医
師
の
父
親
の
下
、
医
学
部
を
受
験
す
る
が
合
格
は
叶
わ
な

か
っ
た
。
画
家
へ
の
志
を
捨
て
る
こ
と
な
く
、
上
京
。
川
端
画
学
校
に
一
年
在
籍
し
た

後
、
１
９
２
５
年
、
文
化
学
院
に
新
設
さ
れ
た
美
術
科
に
入
学
す
る
。
学
生
時
代
に
は

ル
ノ
ワ
ー
ル
に
傾
倒
し
、
ほ
と
ん
ど
瓜
二
つ
の
作
品
が
描
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

１
９
２
８
年
、
文
化
学
院
卒
業
と
同
時
に
渡
仏
し
、
パ
リ
を
拠
点
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

美
術
の
伝
統
と
革
新
に
触
れ
る
機
会
を
得
る
。
ま
た
、
藤
田
嗣
治
ら
と
の
交
友
を
通
し

て
多
く
の
作
家
か
ら
薫
陶
を
受
け
る
。
4
年
間
の
留
学
期
間
の
多
く
は
ピ
カ
ソ
、
レ

ジ
ェ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ら
の
立
体
派
の
研
究
に
費
や
し
た
と
い【

１
】う

。
こ
の
時
期
の
作
品
は
、

人
や
静
物
な
ど
の
具
体
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
と
色
面
構
成
の
組
み
合
わ
せ
に
、
マ
テ
ィ
ス

か
ら
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、《
コ
リ
ウ
ー
ル
の
窓
》や
、マ
テ
ィ
ス
が
モ
ロ
ッ
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コ
滞
在
中
に
描
い
た
連
作
に
近
い
も
の
を
感
じ
る
。
村
井
の
抽
象
へ
の
旅
は
キ
ュ
ビ
ズ

ム
や
マ
テ
ィ
ス
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

帰
国
後
の
１
９
３
４
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
成
果
を
銀
座
の
紀
伊
国
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

発
表
す
る
と
、
多
方
面
か
ら
反
響
が
得
ら
れ
る
。
石
井
柏
亭
は
そ
の
叙
情
的
な
ス
タ
イ

ル
に
「
美
し
い
色
彩
の
音
楽
的
配
置
」
を
見
出
し
、
評
価
し
た
。
外
山
卯
三
郎
は
「
こ
れ

だ
け
新
鮮
な
、
デ
リ
カ
シ
テ
と
シ
ッ
ク
さ
と
を
持
つ
画
家
は
、
そ
れ
程
多
く
は
な
い
」と

言
い
、
若
手
画
家
の
な
か
で
も
村
井
正
誠
は
「
近
年
稀
に
み
る
芸
術
的
な
輝
き
を
持
つ
」

も
の
で
あ
る
と
高
く
評
価
し【

２
】た

。
し
か
し
初
期
作
品
は
、
造
形
感
覚
や
色
の
選
択
、
タ
ッ

チ
に
お
い
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

マ
テ
ィ
ス
へ
の
憧
憬
は
、
20
世
紀
初
頭
の
新
し
い
絵
画
の
流
れ
全
体
に
対
す
る
興
味

関
心
の
萌
芽
で
あ
り
、
世
阿
弥
の
言
葉
に
あ
る
「
守
破
離
」
の
「
守
」
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
村
井
は
マ
テ
ィ
ス
の
色
や
構
成
、
タ
ッ
チ
と
い
っ
た
「
型
」
を
参
考

に
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
さ
ら
に
「
破
」
あ
る
い
は
「
離
」
へ
と
向
か
う
た
め
の
大

い
な
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
と
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
モ
ン
ド
リ
ア
ン
や
マ

レ
ヴ
ィ
ッ
チ
ら
、
純
粋
抽
象
を
追
究
し
た
北
の
画
家
た
ち
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
す
る
。
特
に
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
か
ら
は
多
く
を
学
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

⑵
モ
ン
ド
リ
ア
ン
と
の
出
会
い

村
井
が
は
じ
め
て
モ
ン
ド
リ
ア
ン
を
目
に
し
た
の
は
、
学
生
時
代
に
美
術
雑
誌
『
エ

ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ボ
ー
』
を
入
手
し
、
そ
の
誌
面
に
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
複
製
絵
画
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
当
時
は
日
本
の
障
子
や
ふ
す
ま
の
よ
う
な
垂

直
水
平
の
絵
と
い
う
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
で
し
か
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
留
学
先
の
パ
リ
で
、

モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
絵
画
を
実
見
す
る
。
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
評
価
も
ま
だ
確
立
し
て
い
な

か
っ
た
当
時
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
の
さ
ら
に
新
し
い
絵
画
は
、
テ
ン
ト
小
屋
さ
な
が
ら

の
ス
ペ
ー
ス
を
展
示
会
場
と
し
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
訪
れ
る
人
に
い
な
い
そ
の
会
場
に

村
井
は
足
し
げ
く
通
い
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
「
清
潔
で
簡
素
で
明
快
な
画
面
に
ひ
か
れ

た
」と
語【

３
】る

。

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
は
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
や
デ
・
ス
テ
イ
ル
を
経
て
、

「
抽
象
」
が
共
通
言
語
と
な
っ
て
い
く
途
上
に
あ
っ
た
。
１
９
３
１
年
に
は
、
オ
ー
ガ

ス
ト
・
エ
ル
バ
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ァ
ン
ト
ン
ゲ
ル
ロ
ー
、
テ
オ
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー

ス
ブ
ル
フ
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、「
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝
ク
レ
ア
シ
ョ
ン
」グ
ル
ー

プ
を
パ
リ
で
創
立
し
、
こ
れ
に
よ
り
「
抽
象
」
の
名
の
下
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル

の
画
家
た
ち
の
ゆ
る
や
か
な
結
束
が
促
さ
れ
た
。
わ
ず
か
数
年
の
間
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
五
巻
の
雑
誌
を
発
行
し
、
展
覧
会
を
通
し
て
、「
抽
象
」
を
国
際
的
な
造
形
言
語
と

す
べ
く
、
そ
の
普
及
を
は
か
っ
た
。
村
井
が
「
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝
ク
レ
ア
シ
ョ

ン
」
の
展
示
を
目
に
し
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
パ
リ
時
代
の
回
想
か
ら
察

す
る
に
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
絵
画
を
少
な
か
ら
ず
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

挿図１ 《パンチュール №３》
 1929－34（昭和４－９）年
 油彩、キャンバス
 113.4×194.2㎝
 和歌山県立近代美術館

－ 41 －－ 41 －
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村
井
の
画
風
が
次
第
に
純
粋
抽
象
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
影
響
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
村

井
の
同
志
で
あ
り
、
日
本
の
抽
象
絵
画
の
開
拓
者
で
あ
る
長
谷
川
三
郎
の
存
在
は
無
視

で
き
な
い
。
１
９
３
３
年
、
村
井
は
長
谷
川
三
郎
と
出
会
う
。
長
谷
川
は
１
９
２
９
年

か
ら
１
９
３
１
、
２
年
ま
で
欧
米
へ
遊
学
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
出
会
う
こ
と
の
な

か
っ
た
二
人
は
、
帰
国
後
急
速
に
親
交
を
深
め
る
。
遊
学
中
に
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ア
ト

リ
エ
を
訪
ね
た
こ
と
の
あ
る
長
谷
川
は
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
精
神
を
写
し
取
っ
た
か

の
よ
う
な
画
家
だ
っ
た
。「
彼
と
話
し
合
う
た
び
に
モ
ン
ド
リ
ア
ン
と
い
う
名
前
が
出

て
こ
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
ほ
ど
、
長
谷
川
は
モ
ン
ド
リ
ア
ン
を
私
淑
し
て

い【
４
】た

。
長
谷
川
を
通
し
て
、
村
井
は
モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
対
す
る
知
見
を
深
め
た
こ
と
だ

ろ
う
。

イ
ン
テ
リ
の
長
谷
川
が
理
論
的
に
モ
ン
ド
リ
ア
ン
を
分
析
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

村
井
の
モ
ン
ド
リ
ア
ン
観
の
核
と
な
っ
た
の
は
、
何
よ
り
も
画
家
の
精
神
性
で
あ
っ
た
。

村
井
は
モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
つ
い
て
「
…
形
や
色
が
印
象
的
で
、
単
純
で
深
い
レ
ア
リ
テ

を
持
っ
て
い
る
し
、
そ
の
色
自
体
も
強
力
な
発
言
体
で
あ
る
。
色
自
体
が
発
言
体
で
あ

る
こ
と
の
上
に
、
さ
ら
に
心
の
レ
ア
リ
テ
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
綜
合
さ
れ
た
大
き
な

魅
力
が
生
ま
れ
る
。」
と
語
っ
て
い【

５
】る

。「
心
が
形
と
色
と
一
体
と
な
っ
た
絵
画
。
即
ち

精
神
と
造
形
を
同
時
に
封
じ
込
め
た
絵【

６
】画

。」
村
井
自
身
、
晩
年
に
画
業
を
振
り
返
っ

て
自
ら
の
絵
の
在
り
方
を
こ
う
記
し
て
い
る
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
絵
画
に
、造
形
と「
心

の
レ
ア
リ
テ
」
の
合
一
を
み
た
村
井
が
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
姿
勢
か
ら
生
涯
の
指
針
を

築
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

⑶
純
粋
抽
象
の
追
究

村
井
正
誠
と
長
谷
川
三
郎
は
、
川
端
画
学
校
時
代
か
ら
の
盟
友
で
あ
っ
た
山
口
薫
と

矢
橋
六
郎
と
と
も
に
、
１
９
３
４
年
、
新
時
代
洋
画
展
を
発
足
す
る
。「
フ
ォ
ー
ブ
と

エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
影
響
の
う
ち
に
潜
在
し
て
い
た
抽
象
芸
術
へ
の
志
向
を
着
実

に
深
化
す
る
」と
い
う
、日
本
に
お
け
る
抽
象
を
切
り
拓
く
明
確
な
意
図
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
新
時
代
洋
画
展
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
日
本
で
初
め
て
の
抽
象
絵

画
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
公
募
展
、
自
由
美
術
が
誕
生
す
る
。

１
９
３
７
年
、第
一
回
自
由
美
術
展
で
、村
井
は
８
点
の
作
品
か
ら
成
る《U

RBA
IN

》

（
ウ
ル
バ
ン
）を
発
表
す
る
。《U

RBA
IN

》シ
リ
ー
ズ
は
、矩
形
や
楕
円
の
囲
い
の
よ
う
な

も
の
の
な
か
に
、小
さ
な
矩
形
や
コ
の
字
型
の
形
が
描
か
れ
た
絵
で
あ
る
。《U

RBA
IN
 

№
１

》（
１
９
３
６
年
）（
挿
図
２
）で
は
、
青
く
澄
み
切
っ
た
面
に
、
城
壁
の
よ
う
な
囲

い
が
あ
り
、
そ
の
中
に
黒
で
コ
の
字
型
や
矩
形
の
集
合
体
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
作

風
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
具
体
的
な
事
物
の
描
写
に
よ
ら
ず
、「
造
形
上
の
何
ら
か

の
基
本
的
な
単
位
を
意
識
し
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
、
画
面
の
枠
組
み
の
中
で
展
開
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
絵
画
を
成
立
さ
せ
る
」
と
い
う
意
志
で
あ【

７
】る

。
自
由
美
術
の
長
谷

川
三
郎
や
小
野
里
利
信
の
他
、
二
科
展
か
ら
発
展
し
た
九
室
会
の
吉
原
治
良
ら
も
、
単

挿図２ 《URBAIN №１》
 1937（昭和12）年
 油彩、キャンバス
 111.8×193.7㎝
 和歌山県立近代美術館

－ 42 －－ 42 －
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位
性
、
記
号
性
を
基
軸
に
し
た
抽
象
画
に
よ
っ
て
、
独
自
の
造
形
言
語
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
第
二
回
展
で
は《
百
霊
廟
》シ
リ
ー
ズ
、
第
三
回
展
で
は《CIT

É

》シ
リ
ー

ズ
と
、
一
連
の
抽
象
画
に
お
い
て
、
都
市
を
連
想
さ
せ
る
タ
イ
ト
ル
が
与
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
作
品
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
都
市
、
百
霊
廟
を
俯
瞰
す
る
航
空
写

真
が
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
い【

８
】る

。
百
霊
廟
は
寺
院
を
中
心
と
し
て
小
さ
な
コ
の
字
型
の
僧

院
が
い
く
つ
も
集
ま
る
街
で
あ
る
。
村
井
の
絵
画
内
の
「
都
市
」
に
は
、
細
か
な
単
位

と
そ
の
周
囲
と
の
関
係
の
歪
さ
や
曖
昧
さ
が
あ
り
、
ま
た
地
の
掠
れ
た
塗
り
や
図
形
の

輪
郭
の
揺
れ
が
、
航
空
写
真
や
地
図
な
ど
の
資
料
と
は
異
な
る
有
機
的
な
印
象
を
与

え
る
。

村
井
の
一
連
の
都
市
を
主
題
に
し
た
作
品
に
は
、
20
世
紀
絵
画
の
発
展
に
お
け
る
、

都
市
と
絵
画
空
間
の
関
わ
り
を
読
み
取
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
世
界
を
横
に
み
て
、
遠
近

法
に
よ
っ
て
視
覚
再
現
的
な
絵
画
空
間
を
つ
く
る
絵
画
か
ら
、
世
界
を
縦
に
み
て
、
鳥

瞰
し
、
現
実
の
新
た
な
断
面
を
見
出
し
た
絵
画
へ
時
代
が
移
っ
て
い
た
。
万
物
を
俯
瞰

す
る
「
鳥
」
の
目
、
つ
ま
り
飛
行
機
と
い
う
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
生
ん
だ
パ
ノ
プ
テ
ィ
ッ

ク
な
視
点
に
よ
る
、
新
た
な
世
界
の
切
り
取
り
方
の
導
入
が
絵
画
空
間
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
例
え
ば
、
マ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
著
書
『
非
対
称
の
世
界
』（
１
９
２
７
年
）
に
航

空
写
真
を
掲
載
し
た
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
グ
リ
ッ
ド
構
造
は
、
平
滑
な
大
地
を
整
然
と

区
切
っ
た
合
理
的
な
オ
ラ
ン
ダ
の
都
市
計
画
そ
の
も
の
か
も
し
れ
な【

９
】い

。

静
物
画
や
風
景
画
か
ら
出
発
し
て
抽
象
へ
向
か
っ
た
村
井
が
、
自
由
美
術
を
発
表
の

場
に
、
デ
・
ス
テ
イ
ル
や
シ
ュ
プ
レ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
土
台
に
し
な
が
ら
新
し
い
画
風

に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
、
30
年
代
後
半
の
作
品
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

《Ile de la Cité

》（
挿
図
３
）
で
は
、
横
長
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
中
央
で
左
右
上
下
に
区

切
る
十
字
が
あ
る
時
期
の
モ
ン
ド
リ
ア
ン
を
思
わ
せ
な
く
も
な
い
。
ま
た
、
白
を
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
配
置
さ
れ
た
赤
、
青
、
黄
、
黒
の
図
形
は
、
フ
ィ
ル
モ
ス
・
フ
サ
ー

ル
や
バ
ー
ト
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ッ
ク
な
ど
デ
・
ス
テ
イ
ル
の
画
家
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
。

《U
RBA

IN

》や《CIT
É

》の
シ
リ
ー
ズ
は
、
純
粋
抽
象
を
追
究
し
つ
つ
も
、
流
線
型

や
楕
円
の
フ
ォ
ル
ム
や
、
筆
遣
い
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
な
ど
に
、
西
洋
の
完

全
な
写
し
で
は
な
い
、村
井
独
自
の
工
夫
が
あ
っ
た
。
当
時
、画
家
の
大
沢
昌
助
は
、「
モ

ン
ド
リ
ア
ン
風
の
純
粋
化
に
終
始
し
て
い
な
い
」
村
井
の
試
み
を
高
く
評
価
し】

10
【

た
。
し

か
し
、
第
四
回
の
自
由
美
術
展
で
発
表
さ
れ
た《
四
つ
パ
ン
チ
ュ
ー
ル
》（
挿
図
４
）で
は
、

奥
行
き
が
抑
制
さ
れ
、
極
度
に
切
り
詰
め
た
矩
形
だ
け
が
残
る
よ
う
に
な
る
。
作
品
は

カ
ジ
ミ
ー
ル
・
マ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
シ
ュ
プ
レ
マ
テ
ィ
ズ
ム
絵
画
や
、
ハ
ン
ス
・
リ
ヒ
タ
ー

の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
フ
ィ
ル
ム
の
よ
う
に
も
み
え
る
。

戦
後
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
、
村
井
は「
完
全
な
る
純
粋
な
抽
象
形
態
を
取
り
、（
色

彩
を
き
び
し
く
）
永
遠
性
を
強
調
し
た
（
つ
ま
り
茶
室
の
コ
ン
ス
ト
ル
ク
シ
ヨ
ン
）　

こ

れ
よ
り
十
ヶ
年
間
は
、し
だ
い
に
純
度
を
益
し
た
作
品
を
作
り
や
が
て
単
純
な
形
は（
純

度
を
ま
す
に
し
た
か
い
）冷
た
い（
コ
ク
）な
感
情
を
さ
へ
現
す
に
い
た
つ
た
」と
記】

11
【

す
。

「
茶
室
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
＝
モ
ン
ド
リ
ア
ン
的
な
純
粋
抽
象
を
追
究
す
る
あ

ま
り
、
安
定
し
た
画
面
構
成
力
を
保
っ
て
は
い
て
も
、
作
品
か
ら
次
第
に
オ
リ
ジ
ナ
リ

挿図３ 《Ile de la Cité》
 1939（昭和14）年
 油彩、キャンバス
 81.4×100.3㎝
 京都国立近代美術館

挿図４ 《四つのパンチュール №１》
 1940（昭和15）年
 油彩、キャンバス
 60.5×73.0㎝
 世田谷美術館

－ 43 －－ 43 －
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テ
ィ
が
消
え
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
画
家
は
当
時
を
こ
う
語
る
。「
取
り
払
っ
て
、
単
純
に
し
て
、
蒸
留
水
に
し

た
ん
で
す
が
、そ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
痩
せ
衰
え
て
、何
に
も
う
ま
さ
が
な
く
な
っ
ち
ゃ

う
ん
で
す
ね
。
薬
の
元
素
み
た
い
な
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
重
要
か
も
知
れ

な
い
で
す
が
、
楽
し
み
が
な
い
ん
で
す
、
原
理
み
た
い
な
も
ん
で
す
か
ら
。
そ
の
原
理

が
あ
る
程
度
う
ま
く
い
っ
た
ん
だ
か
ら
、
今
度
は
そ
れ
に
着
物
を
着
せ
、
味
を
つ
け
て

や
ろ
う
と】

12
【

ね
。」
純
粋
抽
象
に
一
度
区
切
り
を
つ
け
、
村
井
は
ま
た
新
た
な
局
面
へ
と

進
ん
で
ゆ
く
。

⑷
「
人
」の
姿
、
影
の
な
い
絵

戦
後
、
村
井
の
絵
に
人
の
形
が
現
れ
る
。
磔
刑
、
天
使
、
聖
母
子
と
い
っ
た
キ
リ
ス

ト
教
的
な
人
体
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
始
ま
り
、
母
と
子
、
役
者
、
料
理
人
と
い
っ
た
具
体

的
な
人
の
姿
が
描
か
れ
る
。《
母
と
子
》（
挿
図
５
）
で
は
、
優
し
い
眼
差
し
を
子
に
向

け
お
し
め
を
替
え
て
い
る
か
の
よ
う
な
母
の
頭
が
上
に
、
母
を
見
上
げ
る
子
ど
も
の
小

さ
な
頭
が
下
に
描
か
れ
て
い
る
。《
料
理
人
》（
挿
図
６
）
で
は
、
コ
ッ
ク
帽
を
デ
フ
ォ

ル
メ
し
た
よ
う
な
頭
部
、
エ
プ
ロ
ン
を
着
て
調
理
に
励
む
胴
体
ら
し
き
形
が
描
か
れ
て

い
る
。
鮮
や
か
な
色
と
力
強
い
黒
の
線
で
描
か
れ
る
一
連
の
作
品
は
、
戦
後
復
興
へ
向

か
う
社
会
の
た
く
ま
し
さ
、
人
間
存
在
の
力
強
さ
な
ど
の
印
象
を
与
え
る
。

戦
前
の
《U

RBA
IN

》
以
降
の
作
品
に
あ
っ
た
、
奥
行
き
の
喪
失
と
平
面
化
の
圧
力

が
、「
人
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
の
開
始
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
、
再
び
絵
の
中

に
空
間
が
回
復
さ
れ
た
。
こ
れ
は
村
井
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
純
粋
抽
象
か
ら
の
大

き
な
跳
躍
で
あ
っ
た
。「
冷
た
い
抽
象
」
が
雪
解
け
し
、
あ
た
た
か
な
春
の
時
代
が
迎

え
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
あ
る
い
は
「
破
」
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
マ
テ
ィ
ス

や
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
解
放
さ
れ
た
よ
う
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
色

や
形
が
厳
粛
に
画
面
に
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、「
人
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
形
に
差
異
が
も
た
ら
さ
れ
、
色
と
形
が
画
面
を
縦
横
無
尽
に
漂
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
こ
か
ら
は
当
館
所
蔵
の《
黄
色
》（
挿
図
７
）を
め
ぐ
っ
て
、
色
の
効
果
、
黒
の
役
割
、

そ
し
て
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

色
の
効
果

村
井
は《
黄
色
》と
お
お
む
ね
同
時
期
描
か
れ
た《
急
ぐ
人
》を
例
に
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。「
画
面
の
中
で
黒
い
線
よ
り
前
へ
で
っ
ぱ
る
色
も
あ
れ
ば
、
ひ
っ
こ
む
色
も

挿図５ 《母と子》
 1952（昭和27）年
 油彩、キャンバス
 162.1×130.2㎝
 和歌山県立近代美術館

挿図６ 《料理人》
 1954（昭和29）年
 油彩、キャンバス
 193.5×131.0㎝
 武蔵野美術大学美術資料図書館
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あ
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
色
面
に
よ
る
空
間
が
で
き
る
わ
け
で
す
よ
。
…
色
自
体
の

も
つ
凹
凸
、
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
色
と
色
と
の
緊
密
な
ひ
っ
ぱ
り
合
い
、
こ
れ
ら
の
効

果
を
生
か
し
て
、
風
景
画
に
空
間
が
あ
る
よ
う
に
、
私
の
画
面
で
は
色
と
形
で
空
間
を

つ
く
り
出
す
ん
で】

13
【

す
。」

《
急
ぐ
人
》、《
黄
色
》
い
ず
れ
の
作
品
に
お
い
て
も
、
登
場
す
る
色
に
優
先
順
位
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。《
黄
色
》
で
は
特
に
黄
が
広
い
面
積
を
占
め
て
い
る
一
方
で
、
茶

や
青
な
ど
彩
度
の
暗
い
色
が
そ
の
手
前
に
重
な
っ
て
み
え
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

オ
ー
カ
ー
や
赤
、
緑
は
、
黄
と
同
じ
か
よ
り
後
ろ
、
画
面
左
上
に
あ
る
茶
の
円
は
最
背

面
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
使
わ
れ
る
色
の
面
積
、
ま
た
色
の
明
度
や
彩
度
に

よ
っ
て「
色
自
体
の
も
つ
凹
凸
」、
つ
ま
り
色
に
よ
る
レ
イ
ヤ
ー
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

村
井
は
あ
ま
り
絵
具
を
混
ぜ
合
わ
せ
ず
に
、
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
出
し
た
そ
の
ま
ま
の
発

色
を
活
か
し
て
塗
る
と
い】

14
【

う
。
純
度
を
損
な
わ
ず
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
色
が
、
相
互
の

テ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
強
弱
や
優
劣
の
関
係
を
生
み
出
し
て
い
る
。
背
景
の
白
と
色
、

色
と
色
、
そ
し
て
色
と
黒
は
、
一
見
、
奥
か
ら
手
前
へ
と
塗
り
重
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
よ
く
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
境
目
は
塗
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
有
る
か
無

き
か
の
隙
間
か
ら
は
、
と
き
お
り
支
持
体
の
キ
ャ
ン
バ
ス
地
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
色
相

互
に
は
階
層
が
あ
る
の
で
は
な
く
、「
色
と
色
と
の
緊
密
な
ひ
っ
ぱ
り
合】

15
【

い
」に
よ
っ
て
、

絵
画
空
間
に
視
覚
的
な
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
。

黒
の
役
割

色
の
配
置
だ
け
で
は
空
間
は
拡
散
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
色
を
つ

な
ぎ
と
め
、
色
が
作
り
出
す
動
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
よ
り
引
き
立
て
い
る
の
が
黒
の

「
線
」で
あ
る
。
塗
り
方
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
と
、
黒
の「
線
」は
、
色
の
塗
り
方
と
異
な
り
、

重
な
り
あ
う
部
分
は
ど
ち
ら
か
の
「
線
」
が
上
に
塗
り
重
ね
ら
れ
、
ど
ち
ら
か
が
下
に

あ
る
。（
挿
図
８
）
ブ
ロ
ッ
ク
と
ブ
ロ
ッ
ク
は
知
恵
の
輪
の
よ
う
に
前
後
関
係
が
ち
ぐ

は
ぐ
に
絡
ま
り
合
っ
て
い
る
。
こ
の
や
や
複
雑
な
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
黒
の
「
線
」
は
画

面
に
求
心
的
な
力
を
与
え
、
遠
近
に
拡
散
す
る
色
の
運
動
を
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
心
へ
と

ま
と
め
あ
げ
て
い
る
。

黒
の
「
線
」
は
、
そ
れ
と
な
く
頭
部
、
胸
部
、
腕
や
足
を
感
じ
さ
せ
る
、
い
く
つ
か

の
一
続
き
の
輪
状
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。《
黄
色
》
を
発
表
し
た
第
2

回
現
代
日
本
美
術
展
に
際
し
て
、
村
井
は
幼
少
の
頃
、
医
者
で
あ
る
父
親
の
手
術
室
に

忍
び
込
み
、
壁
に
か
か
っ
た
人
体
解
剖
図
を
観
察
し
て
い
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。

挿図７ 《黄色》
 1956（昭和31）年
 油彩、キャンバス
 145.5×112.1㎝
 大分県立美術館

挿図８ 《黄色》部分

－ 45 －－ 45 －



神
経
や
血
管
の
管
、
そ
し
て
胃
や
腸
と
い
っ
た
内
臓
が
、
骨
の
枠
組
み
の
中
に
事
細
か

に
描
か
れ
た
解
剖
図
の
記
憶
が
、
人
体
像
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
、
と
述
べ
て
い】

16
【

る
。

人
体
の
解
剖
図
が
直
接
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
戦
後
の
復
興
の
な
か

力
強
く
存
在
し
よ
う
と
す
る
人
間
像
に
見
え
た
こ
の
人
型
は
、
一
方
で
混
沌
と
し
た
社

会
に
お
け
る
肉
体
と
精
神
の
解
体
を
示
し
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た

村
井
は
こ
う
も
述
べ
る
。「
色
は
半
分
は
バ
ッ
ク
の
色
で
あ
り
、
同
時
に
半
分
は
主
体

の
人
間
の
持
つ
色
で
も
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
あ
る
程
度
、
こ
の
社
会
の
あ
り
方
の
よ

う
に
混
乱
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
つ
も
り
で】

17
【

す
。」
村
井
の
黒
と
色
彩
の
運

用
は
、
そ
の
朗
ら
か
な
印
象
の
一
方
で
、
人
々
の
暮
ら
し
や
精
神
状
態
の
未
整
理
な
状

態
を
も
表
し
い
る
と
い
え
よ
う
。

コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

村
井
の
黒
は
「
線
」
か
ら
「
面
」
へ
と
、
次
第
に
太
く
な
り
、
画
面
に
お
け
る
存
在
感

を
増
し
て
ゆ
く
が
、そ
の
黒
の
変
化
を
踏
ま
え
た
上
で
、こ
こ
か
ら
は
、コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
エ
ッ
セ
イ
を
参
照
し
な
が
ら
考
え
た
い
。

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
若
か
り
し
日
の
エ
ッ
セ
イ
『
絵
画
芸
術
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
ツ
ァ

イ
ヒ
ェ
ン
と
マ
ー
ル
』（
１
９
１
７
）
に
お
い
て
、
絵
画
に
お
け
る
線
と
色
の
役
割
に
つ

い
て
、
興
味
深
い
論
考
を
残
し
て
い
る
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
的
な
線
的
要
素
を
「
ツ
ァ
イ

ヒ
ェ
ン
」と
い
い
、
物
質
と
し
て
の
絵
具
、
そ
れ
が
生
み
出
す「
徴
」や「
斑
」、
あ
る
い

は
媒
質
（
メ
デ
ィ
ウ
ム
）
の
領
域
を
「
マ
ー
ル
」
と
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
を
対
比
さ
せ
て

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
絵
が
あ
る
何
か
に
即
し
て
名
づ
け
ら
れ
る
、
そ
の
何
か
へ
の
関
係
づ
け
、
す
な
わ

ち
、
マ
ー
ル
に
と
っ
て
超
越
的
で
あ
る
も
の
へ
の
こ
の
関
係
づ
け
を
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ

ン
が
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
づ
け
と
は
、
マ
ー
ル
と
い
う
媒
質
の
う
ち
へ

の
、
あ
る
よ
り
高
次
の
力（
マ
ハ
ト
）の
入
り
込
み
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
力
は
、
マ
ー

ル
の
う
ち
に
あ
っ
て
中
立
性
を
保
ち
続
け
な
が
ら
│
す
な
わ
ち
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
芸

術
に
よ
っ
て
マ
ー
ル
を
破
砕
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
く
│
、
マ
ー
ル
の
内
部
に
み
ず

か
ら
の
場
を
、
マ
ー
ル
を
破
砕
す
る
こ
と
な
く
見
出
す
の
だ
。
…
絵
は
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
即
し
て
名
づ
け
ら】

18
【

れ
る
。」 

や
や
難
解
で
分
か
り
づ
ら
い
文
章
だ
が
、
こ
こ
で
言
う
「
名
付
け
」、
つ
ま
り
絵
画
が

自
己
表
出
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
趣
旨

が
解
釈
で
き
る
。
同
じ
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
名
づ
け
を
要
求
し
な

い
絵
画
、
絵
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
マ
ー
ル
と
い
う
媒
質
自
体
の
な
か
へ
入
り
込
む
よ

う
な
絵
画
、
そ
の
よ
う
な
事
態
は
想
像
し
得
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
マ
ー
ル

と
い
う
媒
質
自
体
の
な
か
へ
入
り
込
む
よ
う
な
絵
画
」
を
、
偶
然
性
に
よ
っ
て
図
と
地

が
綯
い
交
ぜ
に
な
り
、
メ
デ
ィ
ウ
ム
自
体
が
前
へ
前
へ
と
表
出
す
る
、
抽
象
表
現
主
義

や
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
の
絵
画
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
ツ
ァ
イ
ヒ
ェ
ン
」（
線
）と「
マ
ー
ル
」（
絵
具
）の
親
和
を
見
事
に
達
成
し
た
パ
ウ
ル
・

ク
レ
ー
を
好
み
、
そ
の
作
品
《
新
し
き
天
使
》
を
自
ら
の
思
考
の
参
照
点
と
し
た
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
は
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
や
デ
・
ス
テ
イ
ル
な
ど
の
当
時
の
抽
象
を
お
そ
ら
く
意
識
し

つ
つ
、こ
の
よ
う
な
論
考
に
よ
っ
て
、線
と
面
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
わ
な
い
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
村
井
正
誠
の
《
黄
色
》（
１
９
５
６
）
と
同
時

期
の
日
本
の
美
術
界
で
は
、
54
年
に
結
成
さ
れ
た
具
体
美
術
協
会
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
の
論
客
、
ミ
シ
ェ
ル
・
タ
ピ
エ
と
結
束
し
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
「
想
像

し
得
な
」か
っ
た（
と
語
っ
て
実
際
に
予
測
し
て
い
た
）画
風
の
絵
画
が
席
巻
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
55
年
頃
か
ら
58
年
頃
の
村
井
の
作
品
に
は
、
具
象

と
抽
象
、
構
成
と
脱
構
築
の
葛
藤
が
み
ら
れ
る
。《
座
っ
て
い
る
人
》（
１
９
５
８
）
と

い
う
作
品
を
み
て
み
よ
う
。（
挿
図
９
）黒
い「
線
」は
、
膨
ら
み
を
持
っ
た
面
に
な
り
、

画
面
の
背
景
で
あ
っ
た
色
と
同
じ
く
、
ひ
と
つ
の
フ
ォ
ル
ム
と
し
て
際
立
つ
よ
う
に
な

－ 46 －－ 46 －



る
。
ま
た
、
絵
具
は
、
そ
れ
ま
で
の
人
の
シ
リ
ー
ズ
よ
り
も
、
か
な
り
厚
く
塗
ら
れ
、

色
面
そ
れ
ぞ
れ
が
立
体
感
を
伴
っ
て
い
る
。《
黄
色
》
も
こ
の
50
年
代
後
半
の
作
品
で

あ
る
が
、
構
成
が
明
快
な
50
年
代
前
半
の
人
の
時
代
と
比
べ
て
、
ど
こ
か
整
理
さ
れ
て

い
な
い
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
、
絵
の
な
か
の
ざ
わ
め
き
は
そ
の
後
に
続
く
、
村
井
に

と
っ
て
特
異
な
時
代
、
黒
の
時
代
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。

⑸
黒
の
時
代
、
影
の
な
か
の
絵

当
館
所
蔵
の
「
黒
の
時
代
」
の
二
点
、《
軌
道
№
２
》（
挿
図
10
）《
黒
い
線
の
人
》

（
挿
図
11
）
の
二
点
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
い
ず
れ
も
画
面
が
ほ
ぼ
黒
一
色
で
塗
り
込

め
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。《
軌
道
№
２
》
は
１
９
６
１
年
の
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
展
に
、
ま

た
１
９
６
３
年
の
第
７
回
サ
ン
パ
ウ
ロ･

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
も
出
品
さ
れ
た｢

黒
の
時

代｣

を
代
表
す
る
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
絵
の
前
に
立
つ
と
、
眼
前
に

広
が
る
す
べ
て
を
吸
い
尽
く
す
よ
う
な
黒
に
驚
き
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
、
あ

の
色
と
形
の
時
代
か
ら
こ
の
漆
黒
の
世
界
に
い
た
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

挿図９ 《座っている人》
 1958（昭和33）年
 油彩、キャンバス
 161.9×130.5㎝
 和歌山県立近代美術館

挿図10 《軌道 №２》
 1961（昭和36）年
 油彩、キャンバス
 145.1×112.1㎝
 大分県立美術館

挿図11 《黒い線の人》
 1962（昭和37）年
 油彩、キャンバス
 194.3×97.5㎝
 大分県立美術館

－ 47 －－ 47 －
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《
軌
道
№
２
》は
、左
端
中
央
か
ら
画
面
の
中
心
に
か
け
て
、黒
い
突
起
し
た
筋
が
あ
る
。

そ
れ
と
交
差
し
て
十
字
を
成
す
縦
の
筋
が
左
上
か
ら
下
へ
あ
る
。
ま
た
右
上
か
ら
左
下

中
央
に
向
け
て
二
本
、お
よ
び
、右
下
4
分
の
1
あ
た
り
に
十
字
に
、同
じ
筋
が
の
び
て

い
る
。
同
じ
黒
の
隆
起
が《
黒
い
線
の
人
》に
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
よ
り
黒

の
面
積
が
広
く
、筋
は
中
央
に
長
く
あ
る
一
本
の
両
側
に
、ち
ょ
う
ど
「
木
」
と
い
う
文

字
を
描
く
よ
う
な
か
っ
こ
う
で
の
び
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、ど
こ
と
な

く
棒
人
間
の
よ
う
な
、手
足
を
感
じ
さ
せ
る
。
あ
る
い
は
象
形
文
字
の
よ
う
に
も
み
え
る
。

こ
の
黒
の
「
線
」
の
出
現
に
つ
い
て
作
家
は
こ
う
語
る
。「
私
の
作
品
は
だ
ん
だ
ん
と

黒
い
線
が
太
く
な
っ
て
、
そ
の
う
ち
線
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
黒
く
広

が
っ
た
線
、
す
な
わ
ち
黒
い
面
の
上
に
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
線
が
必
要
と
な
り
、
そ

れ
が
そ
の
ま
ま
で
は
目
に
見
え
な
い
の
で
、
困
っ
た
あ
げ
く
高
々
と
も
り
上
げ
た
。
そ

ん
な
具
合
で
黒
の
な
か
に
黒
い
線
の
画
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ】

19
【

る
。」

試
行
錯
誤
の
な
か
で
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
「
線
」
と
そ
れ
に
よ
る
構
成
を
生
み
出
そ

う
と
す
る
認
識
が
あ
る
。

黒
の
面
に
は
無
数
の
筆
跡
が
あ
る
。
大
部
分
は
ラ
ン
ダ
ム
な
方
向
に
塗
り
重
ね
ら
れ

て
お
り
、
筆
を
走
ら
せ
る
方
向
に
規
則
性
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
絵
具
の
上

に
、
フ
ォ
ー
ク
か
櫛
の
よ
う
な
も
の
を
走
ら
せ
て
連
続
す
る
溝
を
細
か
く
入
れ
て
い
る

部
分
も
あ
る
。
ま
た
《
軌
道
№
２
》
で
は
中
央
よ
り
や
や
左
上
、《
黒
い
線
の
人
》
で
は

中
央
よ
り
や
や
右
下
に
、
握
り
こ
ぶ
し
二
個
分
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
、
絵
具
の
吹
き
溜

ま
り
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
絵
筆
に
付
い
た
絵
具
の
量
を
調
整
す
る
た
め
に
パ
レ
ッ

ト
の
上
で
絵
具
を
し
ご
く
か
の
よ
う
に
、
だ
ま
だ
ま
と
絵
具
が
寄
り
集
ま
っ
て
い
る
。

（
挿
図
12
）

絵
画
全
体
が
、
不
定
形
な
塊
、
ひ
と
つ
の
得
体
の
知
れ
な
い
「
肉
」
の
よ
う
な
も
の

と
し
て
現
前
し
て
い
る
。「
線
」
は
、
そ
の
肉
を
つ
な
ぎ
と
め
る
骨
の
よ
う
な
存
在
で

あ】
20
【

る
。「
線
」
は
、
描
か
れ
た
と
い
う
よ
り
も
彫
刻
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
に
よ
っ
て
絵
具
の
断
面
が
三
角
の
山
を
成
す
よ
う
に
盛
ら

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
太
く
出
し
た
絵
具
の
盛
り
上
が
り
を
両
側
か
ら

攻
め
る
よ
う
に
し
て
山
型
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
太
い

針
金
で
も
入
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
硬
質
に
感
じ
ら
れ
る
。（
挿
図
13
）

余
白
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。《
軌
道
№
２
》
は
、
画
面
の
左
側
お
よ
そ
10
㎝
幅
と
、

左
上
と
右
下
の
わ
ず
か
な
エ
リ
ア
が
白
い
絵
具
で
塗
ら
れ
て
い
る
。《
黒
い
線
の
人
》

で
は
、
左
上
に
三
角
形
の
何
も
塗
ら
れ
て
い
な
い
キ
ャ
ン
バ
ス
地
が
露
出
し
た
部
分
、

そ
し
て
左
端
中
央
に
緑
の
矩
形
が
あ
る
。
両
作
品
と
も
、
塗
り
分
け
ら
れ
黒
と
白
の
間

か
ら
う
っ
す
ら
と
生
の
キ
ャ
ン
バ
ス
地
が
の
ぞ
い
て
い
る
。《
黒
い
線
の
人
》
の
緑
は

黒
の
下
に
わ
ず
か
に
も
ぐ
り
こ
み
、
黒
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
で
は

な
く
、
こ
う
し
た
い
く
つ
か
の
仕
掛
け
が
、
よ
り
一
層
黒
の
美
し
さ
を
引
き
立
て
、
画

面
を
注
視
さ
せ
る
効
果
を
担
っ
て
い
る
。 

村
井
の
黒
の
絵
画
は
、
一
見
、
抽
象
表
現
主
義
や
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
の
絵
画
の
よ
う

な
印
象
を
与
え
る
が
、
偶
然
性
に
よ
ら
ず
、
確
固
た
る
構
成
へ
の
意
識
を
も
っ
て
画
面

を
築
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
戦
前
の
幾
何
学
抽
象
、
そ
し
て
戦
後
の
「
人
」
を
記

号
と
し
た
抽
象
に
お
い
て
培
わ
れ
た
、
思
慮
深
い
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
の
配
慮
が
、
特

に
隆
起
す
る
線
と
そ
の
配
置
に
表
れ
て
い
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
マ
ー

挿図12 《軌道№２》部分
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ル
と
い
う
媒
質
自
体
の
な
か
へ
入
り
込
む
よ
う
な
絵
画
」
に
限
り
な
く
近
づ
き
な
が
ら
、

や
は
り
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
線
と
面
と
を
不
可
分
の
も
の
と
は
せ
ず
、
両
者

の
均
衡
を
保
っ
て
い
る
。

作
家
自
身
は
黒
の
シ
リ
ー
ズ
を
振
り
返
っ
て
「
失
敗
の
ま
わ
り
道
と
い
う
こ
と
ら
し

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
し
か
し
「
十
年
間
の
色
彩
の
な
い
禁
欲
的
な
修
道
院
の

よ
う
な
修
練
は
ま
た
何
か
別
の
も
の
を
心
に
得
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
も
語
る
。
こ
れ

ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
画
家
の
ス
タ
イ
ル
を
追
い
な
が
ら
、
自
身
の
絵
を
模
索
し
続
け
て

き
た
村
井
が
、「
守
」
か
ら
、「
破
」
を
経
て
、「
離
」、
つ
ま
り
自
身
の
造
形
言
語
を
色

と
形
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
外
へ
独
特
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
地
点
に

行
き
着
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
う
。

お
わ
り
に

当
館
所
蔵
作
品
を
中
心
に
、
村
井
正
誠
の
初
期
か
ら
形
成
期
、
そ
し
て
試
行
錯
誤
の

時
代
を
み
て
き
た
。
人
間
的
な
抽
象
を
明
る
い
色
彩
と
と
も
に
描
い
た「
影
の
な
い
絵
」

の
時
代
、
そ
し
て
黒
を
主
に
用
い
て
描
い
た
「
影
の
な
か
の
絵
」
の
時
代
。
単
純
に
時

代
区
分
が
で
き
る
よ
う
で
い
て
、
各
作
品
の
う
ち
に
、
分
化
で
き
な
い
緩
や
か
な
変
容

と
謎
が
あ
る
。
時
代
も
地
域
も
異
な
る
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
引
い
た
の
は
、

い
さ
さ
か
唐
突
で
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
エ
ッ
セ
イ
は
、
村
井
の

「
影
の
な
い
絵
」と「
影
の
な
か
の
絵
」に
橋
を
か
け
る
ひ
と
つ
の
思
考
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ

た
。
ど
の
時
期
に
お
い
て
も
、
一
貫
し
て
構
成
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
続
け
よ
う
と
す
る

作
家
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。

黒
の
時
代
の
後
に
、
村
井
は
再
び
色
彩
に
あ
ふ
れ
た
画
世
界
へ
戻
る
。
絵
具
を
よ
り

フ
ラ
ッ
ト
に
使
い
、
色
の
重
な
り
は
単
純
に
、
黒
の
構
成
は
明
快
で
、
絵
全
体
が
ぐ
っ

と
軽
や
か
に
変
化
す
る
。
マ
テ
ィ
ス
の
切
り
絵
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
、
清
明
で
、

さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
水
の
よ
う
に
澱
み
の
な
い
作
風
が
展
開
す
る
。
こ
の
作
家
の
深
化

の
道
の
り
は
語
り
尽
く
せ
な
い
。
実
際
の
作
品
を
前
に
、
資
料
を
あ
た
っ
て
知
る
こ
と

の
で
き
た
作
家
の
こ
と
ば
を
反
芻
し
な
が
ら
、
ひ
と
り
の
抽
象
画
家
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
の
多
様
性
や
神
秘
を
思
っ
た
。

挿図13 《軌道№２》部分
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引　

用

【
１
】 「
村
井
正
誠
展
カ
タ
ロ
グ
」　

１
９
９
５
年

 

編
集 
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
、
大
原
美
術
館
、
岐
阜
県
美
術
館
、
富
山
県
立
近
代
美
術
館
、

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
、
東
京
新
聞　

１
８
３
頁　

自
筆
年
譜

【
２
】 「
村
井
正
誠
展
カ
タ
ロ
グ
」（
前
傾
書
）

 

１
５
９
頁　

年
譜　

三
木
哲
夫
編

【
３
】 

世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ　

モ
ン
ド
リ
ア
ン　

１
９
７
１
年　

美
術
出
版
社

 

４
頁　

モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
つ
い
て　

画
家　

村
井
正
誠

【
４
】 

世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ（
前
傾
書
） 

モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
つ
い
て　

６
頁

【
５
】 

世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ（
前
傾
書
） 

モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
つ
い
て　

５
頁

【
６
】 「
日
本
の
抽
象  

村
井
正
誠
展  

１
９
６
５
年
以
後  

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
色
面
構
成
」  

１
９
９
３
年

 

編
集　

世
田
谷
美
術
館　

橋
本
善
八

 

９
頁　

展
覧
会
に
む
け
て
の
作
家
の
こ
と
ば

【
７
】 「
日
本
の
抽
象
絵
画　

１
９
１
０
│
１
９
４
５
」　

図
録　

１
９
９
２
年

 

編
集　

板
橋
区
立
美
術
館
、
岡
山
県
立
美
術
館
、
姫
路
市
立
美
術
館
、
他

 

１
０
０
頁　

抽
象
の
名
の
も
と
に　

速
水 

豊

【
８
】 「
村
井
正
誠
展
カ
タ
ロ
グ
」（
前
傾
書
）　

20
頁　
《U

RBA
IN

》に
つ
い
て　

堀 

元
彰

【
９
】 

オ
ラ
ン
ダ
の
風
土
や
都
市
計
画
と
モ
ン
ド
リ
ア
ン
や
デ
・
ス
テ
イ
ル
の
作
風
を
関
連
づ
け
る
考

え
方
は
大
分
県
立
美
術
館
館
長
の
新
見 

隆
に
拠
る
。

【
10
】 「
村
井
正
誠
展
カ
タ
ロ
グ
」（
前
傾
書
）１
６
０
頁　

年
譜　

三
木
哲
夫
編

【
11
】 「
村
井
正
誠
展
カ
タ
ロ
グ
」（
前
傾
書
）１
８
３
頁　

自
筆
年
譜

【
12
】【
14
】「
村
井
正
誠
展
」図
録　

編
集　

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館　

１
９
７
９
年

 

48
頁
│
49
頁　

村
井
正
誠
の
芸
術
世
界  

│
村
井
正
誠
氏
に
聞
く
│  

聞
き
手  

三
木
哲
夫

【
13
】【
15
】美
術
手
帖　

１
９
５
６
年
10
月
号　

56
頁

 

現
代
美
術
入
門　

抽
象
と
は
何
か　

│
村
井
正
誠
氏
に
訊
く

【
16
】 

美
術
手
帖　

１
９
５
６
年
７
月
号　

76
頁　

作
品
と
作
者
の
こ
と
ば　
「
黄
色
」村
井
正
誠

【
17
】 

美
術
手
帖　

１
９
５
６
年
10
月
号　

55
頁

【
18
】 

ち
く
ま
学
芸
文
庫　

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
５　

思
考
の
ス
ペ
ク
ト
ル　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・

ベ
ン
ヤ
ミ
ン

 

浅
井
健
二
郎　

編
訳　

土
合
文
夫
、
久
保
哲
司
、
岡
本
和
子
訳　

２
０
１
０
年

 

１
１
６
頁
「
絵
画
芸
術
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
ツ
ァ
イ
ヒ
ェ
ン
と
マ
ー
ル
」（
１
９
１
７
年
成
立
、

原
題 “U

ber die M
alerei oder Zeichen und M

al”

）

【
19
】【
21
】美
術
手
帖　

１
９
６
６
年
６
月
号　

34
頁　

作
品
と
作
者
の
こ
と
ば　
「
黄
衣
の
人
」村
井

正
誠

【
20
】 

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
エ
ッ
セ
イ
「
絵
画
芸
術
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
ツ
ァ
イ
ヒ
ェ
ン
と
マ
ー
ル
」
に

関
連
付
け
て
、
絵
画
の
根
源
的
在
り
方
を
「
肉
」
や
「
織
物
」
と
し
て
捉
え
る
言
説
は
、
以
下
の

テ
ク
ス
ト
に
よ
る
。

 
66productions 「A

│things

」１
０
６
│
１
０
７
頁

 

林
道
郎「
地
上
の
星
座
│
運
動
と
し
て
の
絵
画
」　

２
０
１
４
年
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シ
ャ
ガ
ー
ル《
母
と
子
》（
１
）  

梶
原　

麻
奈
未

序　

問
題
提
起 

大
分
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
南
海
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
大
分
県
佐
伯
市
の
南
海

医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧
・
健
康
保
険
南
海
病
院
）
か
ら
大
分
県
が
購
入
し
た
作
品
群
の
こ

と
で
あ
る
。
同
病
院
が
作
品
を
収
集
し
た
目
的
は
、
来
院
者
や
患
者
の
癒
し
だ
っ
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
全
体
で
六
百
点
以
上
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
収
蔵
し
た
の
は
そ

の
一
部
で
、
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
や
日
本
近
代
の
画
家
た
ち
に
よ
る
作
品
五
十
点

で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
（M

arc Chagall, 

一
八
八
七
│

一
九
八
五
）《
母
と
子
》（
図
１
）は
、
そ
の
中
の
一
点
で
あ
る
。

本
作
品
は
、
来
歴
、
制
作
年
、
制
作
の
背
景
、
描
か
れ
た
内
容
等
に
不
明
な
点
の
多

い
作
品
で
あ
る
。
本
解
説
文
で
は
、こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
し
、シ
ャ
ガ
ー
ル
が《
母
と
子
》

に
よ
っ
て
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を
シ
ャ
ガ
ー
ル
独
自
の
宗
教
的
な
考
え
方
か
ら
説
明
す

る
。描

か
れ
た
内
容
の
問
題
点
は
、
母
子
像
の
正
体
が
不
明
で
あ
る
こ
と
、
通
常
平
ら
に

描
か
れ
る
土
地
に
傾
斜
が
あ
る
こ
と
、
宗
教
的
な
象
徴
が
曖
昧
に
描
か
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
作
品
は
、
そ
の
構
図
上
、
画
面
中
央
を
占
め
る
女
性
と
幼
児
が
目
立
つ
。
赤
い
太

陽
の
下
、
家
屋
よ
り
も
大
き
な
女
性
が
村
の
上
で
子
供
を
腕
に
抱
い
て
微
笑
ん
で
い
る
。

こ
の
母
子
像
を
観
る
者
は
、
題
名
が
《
母
と
子
》
で
あ
る
こ
と
、
及
び
西
洋
の
芸
術
家

が
描
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
い
、
本
作
品
が
聖
母
子
を
下
敷
き
に
制
作
さ

れ
た
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
女
性
像
の
髪
が
肩
に
か
か
る
程
度
の
長
さ
で
あ
る
こ

と
、
紫
色
の
セ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
服
を
着
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
母
子
像
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
人
間
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
生
涯
に
つ
い
て
知
る
人
間

で
あ
れ
ば
、そ
の
母
子
像
が
亡
き
妻
ベ
ラ（Bella Chagall, 

生
年
不
明
│
一
九
四
四
年
）

と
長
女
イ
ダ（Ida M

eyer, 

一
九
一
六
│
没
年
不
明
）で
あ
る
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
描
か
れ
た
女
性
と
子
供
は
、
ベ
ラ
と
イ
ダ
で
あ
る
こ
と
の
十
分
な
証
拠
を
持

た
な
い
。
例
え
ば
、《
彼
女
を
め
ぐ
っ
て
》（
一
九
四
五
年
）（
図
２
）
の
よ
う
に
画
中
の

女
性
像
の
服
装
と
髪
型
が
生
前
の
ベ
ラ
の
写
真
（
図
３
）
と
一
致
す
る
な
ら
ば
、
描
か

れ
た
女
性
像
が
ベ
ラ
で
あ
る
と
述
べ
や
す
い
。
一
方
、《
母
と
子
》
の
女
性
像
と
ベ
ラ

の
共
通
点
は
、
髪
の
毛
の
長
さ
が
肩
に
か
か
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
た
め
女
性
像

が
ベ
ラ
で
あ
る
と
断
言
で
き
ず
、
女
性
が
抱
い
て
い
る
幼
児
も
同
様
に
長
女
イ
ダ
で
あ

る
と
は
証
明
し
難
い
。

母
子
像
が
ベ
ラ
、イ
ダ
で
な
い
と
す
れ
ば
、そ
れ
以
外
の
可
能
性
と
し
て
、シ
ャ
ガ
ー

ル
の
内
縁
の
妻
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ハ
ガ
ー
ド（V

irginia H
aggard, 

生
没
年

不
明
）と
そ
の
長
男
で
あ
る
ダ
ヴ
ィ
ド
・
マ
ク
ニ
ー
ル（D

avid M
cN
eil, 

一
九
四
六
│
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
ベ
ラ
、
イ
ダ
と
同
様
に
、
こ
の
二
人
も
《
母
と
子
》
の

モ
デ
ル
で
あ
る
と
言
い
切
る
だ
け
の
証
拠
は
な
い
。

つ
ま
り
作
品
の
中
心
を
占
め
る
女
性
と
子
供
の
像
が
、
実
際
は
誰
な
の
か
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
が
聖
母
マ
リ
ア
と
幼
児

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
讃
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
死
ん
だ
家
族
を
懐
し
ん
で
い
る

の
か
、
一
般
的
な
母
親
を
讃
え
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
を
全
て
考
慮
に
入
れ

て
い
る
の
か
、
作
品
制
作
の
意
図
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
曖
昧
さ
は
母
子
像
だ
け
で
は
な
い
。
母
子
像
が
見
下
ろ
す
村
も
そ
れ
が
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ど
こ
に
あ
る
か
を
判
断
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
唯
一
の
手
が
か
り
は
、
女
性
像
の

前
に
あ
る
家
で
あ
る
。
壁
に
は
窓
が
三
枚
あ
り
、
そ
の
横
に
扉
と
看
板
が
あ
る
。
こ
の

類
型
化
さ
れ
た
家
は
、故
郷
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
で
母
親
が
経
営
し
て
い
た
店（

註
１
）で

あ
り
、シ
ャ

ガ
ー
ル
の
作
品
に
時
折
登
場
す
る
。
例
え
ば
、
自
伝（
一
九
三
一
年
出
版
）の
挿
絵《
私

の
両（

註
２
）親

》（
図
４
）
や
《
家
の
自
画
像
の
上
の
自
画
像
》（
一
九
七
一
年
）（
図
５
）
に
こ
の

故
郷
の
記
号
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
《
私
の
両
親
》、《
家
の
自
画
像
の
上
の
自
画
像
》、《
母
と
子
》
の
店
を
比
べ

る
と
、
年
月
を
経
る
に
つ
れ
て
店
が
決
ま
り
切
っ
た
形
に
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
さ
ら
に
《
母
と
子
》
を
含
め
た
後
期
作
品
で
は
、
看
板
に
描
か
れ
た
文
字
が
不

明
瞭
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
何
も
書
か
れ
な
い
。

振
り
返
れ
ば
、
初
期
作
品
で
は
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
の
通
り
の
店
の
看

板
に
文
字
を
書
き
入
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、《
私
の
両
親
》
で
は
戸
の
上
の
看
板
に
「
食

料
雑
貨
（бакалея

）」
と
い
う
言
葉
の
一
部
を
書
き
、《
結
婚
》（
一
九
一
一
年
）（
図
６
）

で
は
「
店（

註
３
）（Л

А
В
К
А

）」
と
書
い
て
い
る
。
看
板
に
文
字
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

《
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
》（
一
九
一
四
年
頃
）（
図
７
）の
よ
う
に
空
に
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク（ויטבסק

）

と
書
い
た
作
品
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
キ
リ
ル
文
字
あ
る
い
は
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
に
よ

る
名
づ
け
に
よ
っ
て
、
作
品
の
場
面
が
故
郷
で
あ
る
こ
と
を
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
強
調
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、《
家
の
自
画
像
の
上
の
自
画
像
》で
は
看
板
に
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

《
母
と
子
》
の
看
板
で
は
、
文
字
が
か
す
れ
て
読
め
な
い
。
ラ
テ
ン
文
字
の
Ｖ
を
崩
し

た
よ
う
な
形
だ
け
が
見
え
る
。
そ
の
横
に
は
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
の
ラ
メ
ド
ל）

）
を
左
右

反
転
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
形
、
あ
る
い
は
キ
リ
ル
文
字
の
ゲ
ー
（Г

）
の
よ
う
な
形
が

か
す
か
に
見
え
る
に
留
ま
る
。

こ
の
よ
う
に
看
板
に
書
か
れ
た
文
字
が
粗
雑
で
あ
る
た
め
、《
母
と
子
》
に
描
か
れ

た
家
が
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
母
親
の
店
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
文
字
以
外
に
拠
る
こ

と
に
な
る
。
本
作
品
の
場
合
、
戸
、
窓
、
看
板
、
家
の
横
の
木
戸
が
、《
私
の
両
親
》

や
《
家
の
自
画
像
の
上
の
自
画
像
》
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、《
母
と
子
》
の
舞
台
が

ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
が
浮
上
す
る
。
場
面
が
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
で
あ
り
な
が
ら
、
地
面
が
別
の

土
地
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。《
母
と
子
》
で
は
、
土
地
は

画
面
左
か
ら
右
に
向
か
っ
て
丘
の
よ
う
な
登
り
坂
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
前
景
で
は

道
が
水
平
に
伸
び
る
。
両
者
の
線
が
交
わ
る
の
は
、
作
品
の
外
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

構
図
は
、
筆
者
が
知
る
限
り
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
が
故
郷
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
を
描
い
た
初
期
作

品
で
は
見
ら
れ
な
い
。《
結
婚
》
の
よ
う
に
、
通
常
、
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
は
平
地
と
し
て

描
か
れ
る
。
こ
の
た
め
、《
母
と
子
》
の
場
面
は
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
以
外
の
町
で
は
な
い

か
と
戸
惑
う
の
で
あ
る
。

《
母
と
子
》
の
舞
台
が
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
か
ど
う
か
分
か
り
に
く
い
理
由
の
三
つ
目
は
、

ロ
シ
ア
正
教
の
聖
堂
が
不
明
瞭
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
幼
児
の
肩
付
近
に
聖

堂
の
丸
屋
根
が
見
え
る
が
、
そ
の
上
部
に
あ
る
は
ず
の
十
字
架
が
消
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
描
き
方
は
、
初
期
作
品
で
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ヴ
ィ
テ
プ

ス
ク
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
両
方
が
暮
ら
し
て
い
た
町
で
あ
る
。
代
表

作《
私
と
村
》（
一
九
一
一
年
）（
図
８
）や《
ロ
シ
ア
と
ロ
バ
と
そ
の
他
の
も
の
た
ち
へ
》

（
一
九
一
一
│
一
二
年
）（
図
９
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
聖
堂
も
十
字
架
も
明
瞭
に
描

か
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
故
郷
の
象
徴
と
も
い
え
る
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
だ
っ
た
。

そ
れ
が《
母
と
子
》で
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

《
母
と
子
》
に
描
か
れ
た
宗
教
的
な
象
徴
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
、
曖
昧
さ
が
あ
る
。

ト
ー
ラ
ー
が
消
え
か
か
る
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ト
ー
ラ
ー
と
は
、
ユ
ダ

ヤ
教
の
聖
典
を
構
成
す
る
一
番
重
要
な
部
分
で
あ
る
「
律
法
」
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
名
で
あ

り
、
旧
約
聖
書
の
最
初
の
５
つ
の
書
で
あ
る
創
世
記
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
、
レ
ビ
記
、
民

数
記
、
申
命
記
を
指
す
。
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《
母
と
子
》
で
は
、
店
の
隣
の
木
戸
は
閉
じ
ら
れ
、
そ
の
上
か
ら
男
性
が
顔
を
出
し

て
い
る
。
そ
し
て
背
中
に
人
間
の
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
ト
ー
ラ
ー
を
背
負
っ
て
い

る
。
こ
の
ト
ー
ラ
ー
は
、
作
品
の
現
物
を
近
く
で
見
な
い
限
り
、
そ
の
有
無
が
分
か
ら

な
い
。
太
陽
と
女
性
の
頬
、
服
、
店
が
赤
い
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
青
の

基
調
色
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
赤
い
色
か
ら
外
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
画
面
の
中
心
を
占
め
る
女
性
像
の
視
線
か
ら
も
外
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ユ
ダ

ヤ
教
徒
に
と
っ
て
、
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
美
術
史
に
お
い
て
重
要
で
あ（

註
４
）る

は
ず
の
ト
ー
ラ
ー

が
目
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

《
母
と
子
》
以
前
に
描
か
れ
た
作
品
を
た
ど
る
と
、一
九
四
〇
年
代
に
描
か
れ
た
シ
ャ

ガ
ー
ル
の
作
品
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
が
ト
ー
ラ
ー
を
抱
き
か
か
え
て
逃
げ
る
か
、
あ

る
い
は
立
ち
上
が
っ
て
ト
ー
ラ
ー
を
開
き
、
そ
の
文
章
を
鑑
賞
者
に
指
し
示
し
て
い
た
。

そ
の
一
例
が
《
天
使
の
墜
落
》（
一
九
二
三
│
四
七
年
）（
図
10
）
で
あ
る
。
画
面
左
下

の
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
は
、
聖
書
の
教
え
を
守
ら
な
い
人
間
に
対
し
て
警
告
を
発
し
て
い
る
。

一
方
、《
母
と
子
》
で
は
、
木
戸
の
上
か
ら
顔
を
出
す
男
性
に
動
き
は
な
く
、
閉
じ
ら

れ
た
ト
ー
ラ
ー
を
背
負
う
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
何
に
よ
る
の
か
。

本
解
説
文
で
は
、
来
歴
、
制
作
年
、
制
作
の
背
景
に
加
え
て
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
で
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。

第
一
節　

来
歴
と
原
題
、
制
作
年

本
作
品
の
額
の
裏
に
は
４
枚
の
小
さ
な
貼
り
紙
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
ウ
ォ
ル
プ
画
廊
株
式
会（

註
５
）社

と
印
字
さ
れ
た
も
の
に
よ
れ
ば
、
本
作
品
の
出
所
は

パ
リ
の
マ
ー
グ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（Galerie M

aeght

）
で
あ
る
。
エ
ー
メ
・
マ
ー
グ

（A
im
é M
aeght, 

一
九
〇
六
│
八
一
）
は
フ
ラ
ン
ス
の
画
商
か
つ
出
版
業
者
で
あ
り
、

一
九
五
〇
年
代
初
期
か
ら
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
作
品
を
扱
い
始
め
て
い（

註
６
）た

。
大
戦
後
、
亡
命

先
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
し
た
時
代
に
お
い
て
シ
ャ
ガ
ー
ル
と
の
結
び
つ

き
が
強
か
っ
た
画
商
で
あ
る
。

こ
の
マ
ー
グ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
名
が
印
字
さ
れ
た
貼
り
紙
に
本
作
品
の
制
作
者
、
題

名
、
寸
法
、
素
材
が
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
本
作
品
の
題
名

は
、《
村
の
上
の
女
性
と
子
供（Fem

m
e et enfant au

│dessus du village

）》で
あ
る
。

筆
跡
は
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
題
名
は
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
と
親
し
い
人
間
か
、
あ
る
い
は
マ
ー
グ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
つ
け
た
と
思
わ
れ
る
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
、
常
に
自
分
で
作
品
の
題
名
を
つ
け
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
パ
リ
留
学
時
代
に
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
主
要
な
作
品

に
題
名
を
つ
け
た
の
は
、
前
衛
詩
人
ブ
レ
ー
ズ
・
サ
ン
ド
ラ
ー
ル（Blaise Cendrars, 

一
八
八
七
│
一
九
六
一
）で
あ
る
。
ラ
・
リ
ュ
ッ
シ
ュ
に
住
ん
で
い
た
サ
ン
ド
ラ
ー
ル

は
、
同
じ
建
物
に
住
む
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
部
屋
を
訪
れ
、
そ
こ
に
あ
る
絵
を
高
く
評
価

し（
註
７
）た

。
そ
し
て
、《
私
と
村
》（
一
九
一
一
年
）や《
ロ
シ
ア
と
ロ
バ
と
そ
の
他
の
も
の
た

ち
へ
》（
一
九
一
一
│
一
二
年
）等
の
主
要
な
作
品
に
題
名
を
つ
け
て
い（

註
８
）た

。

同
様
に
、《
村
の
上
の
女
性
と
子
供
》（《
母
と
子
》）
も
、
そ
の
絵
を
見
た
何
者
か
が

名
づ
け
た
可
能
性
が
あ
る
。
最
終
的
に
シ
ャ
ガ
ー
ル
が
承
認
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

題
名
を
制
作
者
が
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
題
名
は
、
日
本
に
売
却
さ
れ
る
段
階
で
縮
小
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
動
画
廊

の
名
が
印
字
ま
た
は
手
書
き
さ
れ
た
貼
り
紙
二
枚
に
お
い
て
、
本
作
品
の
題
名
は
《
母

と
子
》と
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
貼
り
紙
に
は
、
一
九
七
三
年
と
い
う
制
作
年
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の

年
に
近
い
時
期
に
本
作
品
が
制
作
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し

て
、
比
較
的
類
似
す
る
構
図
の
作
品
が
一
九
七
〇
年
代
に
制
作
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
九
七
二
年
の
《
芸
術
家
》（
図
11
）
で
は
、《
母
と
子
》
同
様
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
母
親
の

店
と
大
き
な
母
子
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、《
母
と
子
》
も
一
九
七
三

年
頃
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
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第
二
節　

制
作
の
背
景

本
作
品
が
制
作
さ
れ
た
の
を
仮
に
一
九
七
三
年
前
後
と
す
る
と
、
制
作
の
背
景
が
よ

り
明
確
に
な
る
。
こ
の
年
に
は
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
で
平
和
な
生
活
を
送
っ
て（

註
９
）い

た
。
無
名
の
時
代
の
苦
労
は
跡
形
も
な
く
、
国
か
ら
公
式
に
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
成
功

を
収
め
て
い
た
。
一
九
七
一
│
七
二
年
に
は
ニ
ー
ス
の「
マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
聖
書
の

言
葉
」
国
立
美
術
館
（M

usée national m
essage biblique M

arc-Chagall

）
に
お

け
る
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス《
天
地
創
造
》（
一
九
七
一
│
七
二
年
）

を
制
作
し
、
寄
贈
し
て
い
る
。
同
館
は
、
翌
一
九
七
三
年
に
開
館
し

）
10

（
註

た
。
こ
の
よ
う
な

順
風
満
帆
な
生
活
を
送
り
、
栄
誉
を
担
っ
た
時
期
に
描
か
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、《
母

と
子
》の
場
面
が
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
も
納
得
が
い
く
。

も
う
一
つ
、
一
九
七
三
年
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
六
月
に

ソ
連
を
二
週
間
訪
問
し
、
モ
ス
ク
ワ
と
レ

）
11

（
註

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
を
訪
れ
て
い
る
。
一
九
二
二

年
に
亡
命
し
て
か
ら
数
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
初
め
て
祖
国
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
亡

命
の
理
由
は
、
ソ
連
で
主
流
だ
っ
た
芸
術
の
波
に
乗
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
貧
し
い
生
活

に
苦
し
ん
だ
こ
と
だ
っ
た
。

亡
命
前
に
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
、
芸
術
上
、
マ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
（Казимир С

еверинович 

М
алевич, 

一
八
七
八
│
一
九
三
五
）
ら
が
推
し
進
め
て
い
た
無
対
象
芸
術
派
に
敗

北
し
て
い
た
。
そ
し
て
校
長
を
務
め
て
い
た
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
芸
術
学
校
（В

итебское 

Худож
ественное У

чилищ
е

）
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
る
。
行
き
詰
ま
り
は
芸
術
活
動

の
分
野
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ソ
連
全
体
で
暮
ら
し
向
き
が
極
端
に
悪
く
な
っ
て
い
た
。

そ
の
中
で
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
、「
ロ
シ
ア
帝
国
も
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
も
私
を
必
要

と
し
て
い
な
い
の
だ
。
私
は
彼
ら
に
理
解
さ
れ
な
い
異
邦
人
な
の

）
12

（
註

だ
」（
三
輪
・
村
上
訳
）

と
絶
望
し
て
祖
国
を
発
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
一
九
七
三
年
の
ソ
連
訪
問
ま
で
の
間
に
五
十
年
以
上
が
経
つ
。
ア
メ
リ
カ

と
フ
ラ
ン
ス
で
収
め
た
成
功
、
名
誉
、
金
銭
的
な
ゆ
と
り
に
よ
り
、
ソ
連
時
代
の
傷
は

多
少
は
癒
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
故
郷
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
へ
も
足
を
運

び
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、こ
の
ソ
連
訪
問
時
に
、ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
へ
の
訪
問

も
す
す
め
ら
れ
て
い
た
が
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
こ
の
申
し
出
を
固
辞
し

）
13

（
註

た
。
こ
の
時
の
心

境
を
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
後
年
、
石
版
画
の
刷
師
で
あ
り
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
親
友
で
も
あ
る

シ
ャ
ル
ル
・
ソ
ル
リ
エ（Charles Sorlier, 

生
没
年
不
明
）に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

が
っ
か
り
す
る
の
が
怖
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
は
永
遠
に
私
の
心

の
中
に
あ
る
。
行
か
な
い
で
よ
か
っ
た
の
だ
よ
。
私
に
は
も
う
泣
く
だ
け
の
体
力
が

な
い
の
だ
か
ら（
石
井
訳
）

《J’aurai eu trop peur d’être déçu. J’avais em
porté, à tout jam

ais, V
itebsk 

dans m
on cœ

ur. C’est beaucoup m
ieux ainsi. Je n’ai plus la force de p

）
14

（
註

leurer.

》

「
が
っ
か
り
す
る
の
が
怖
か
っ
た
」
理
由
は
、
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
が
破
壊
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
生
家
と
敷
地
内
の
二
軒
の
離
れ
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る

ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
占
領
の
た
め
生
家
の
壁
一
枚
し
か
残
ら
な
か
っ

）
15

（
註

た
。
生
ま
れ
育
ち
、
宗

教
的
思
想
の
土
壌
で
も
あ
っ
た
故
郷
は
記
憶
ど
お
り
の
町
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
故

郷
に
い
た
親
し
い
人
間
や
故
郷
で
出
会
っ
た
人
間
も
他
界
し
て
い
た
。
両
親
は
、
自
伝

発
行
の
一
九
三
一
年
に
は
既
に
亡
く
な
っ
て
お

）
16

（
註

り
、
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
で
出
会
い
、
結
婚

し
た
妻
ベ
ラ
は
一
九
四
四
年
に
亡
く
な
っ
て
い

）
17

（
註

た
。

も
は
や
シ
ャ
ガ
ー
ル
に
と
っ
て
の
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
は
、
ソ
ル
リ
エ
に
語
っ
た
と
お
り

心
の
中
だ
け
に
あ
っ
た
。《
母
と
子
》
に
描
か
れ
た
生
家
は
、
世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
、

理
想
の
故
郷
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
理
想
の
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
を
描
い
た《
芸
術
家
》

を
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
、
一
九
七
三
年
、
祖
国
の
文
化
省
に
寄
贈
し
て
い

）
18

（
註

る
。
祖
国
に
敬

意
を
払
い
、
新
た
な
関
係
を
築
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

（
第
三
節
に
続
く
）
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凡　

例
引
用
し
た
邦
訳
文
の
原
文
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
該
当
箇
所
を
紹

介
し
た
。

頻
出
文
献
一
覧

Chagall 1931=
M
arc Chagall, M

a V
ie, traduit du russe par Bella Chagall, 

Paris:Librairie Stock, 1931.
（
邦
訳  

マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
著
、
三
輪
福
松
、

村
上
陽
通
・
訳『
シ
ャ
ガ
ー
ル  
わ
が
回
想
』、
朝
日
選
書
、
１
９
９
０
年
。）

Ш
агал 2005=

『
マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
│
祖
国
万
歳
！
』展
目
録
、
ト
レ
チ
ャ
コ
フ

美
術
館
・
編
、モ
ス
ク
ワ
、２
０
０
５
年
。М

арк Ш
агал─Здравст

вуй, родина!, 

ГТГ, М
осква: С

канрус, 2005.

D
uchen 1998=

M
onica Bohm

│D
uchen, Chagall, London:Phaidon Press 

Lim
ited, 1998.

（
邦
訳  

モ
ニ
カ
・
ボ
ー
ム
＝
デ
ュ
シ
ェ
ン
著
、
高
階
絵
里
加
・
訳

『
シ
ャ
ガ
ー
ル
』岩
波
書
店
、
２
０
０
１
年
。）

H
aggard 1986=

V
irginia H

aggard, M
y Life w

ith C
hagall, N

ew
 

Y
ork:D

onald I. Fine, 1986.（
邦
訳  

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ハ
ガ
ー
ド
著
、
黒
田
亮
子
・

訳
、
中
山
公
男
・
監
訳
『
シ
ャ
ガ
ー
ル
と
の
日
々
│
語
ら
れ
な
か
っ
た
七
年
間
』
西

村
書
店
、
１
９
９
０
年
。）

Sorlier 1989=
C
harles Sorlier, Chagall, le Patron, Paris:Librairie 

Séguier, 1989.（
邦
訳  

シ
ャ
ル
ル
・
ソ
ル
リ
エ
著
、
石
井
啓
子
・
訳『
わ
が
師
シ
ャ

ガ
ー
ル
』新
潮
社
、
１
９
９
２
年
。）

註
１　

こ
の
店
は
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
生
家
に
付
属
し
て
い
た
。（
ヤ
ー
コ
ヴ
・
ブ
ル
ー
ク
「
ロ
シ
ア

│
フ
ラ
ン
ス
│

ロ
シ
ア　

一
八
八
七
│
一
九
九
二
年
」Ш

агал 2005,  

24
頁
。Я

ков Брук, 
“Россия-Ф

ранция-Россия  1887

－1922”, Ш
агал 2005, cтр.24.

）

註
２　

Chagall 1931, p.46.（
邦
訳
33
頁
。）

註
３　

シ
ャ
ガ
ー
ル
は
、《
結
婚
》
に
お
い
て
素
朴
な
雰
囲
気
を
出
す
た
め
、
わ
ざ
とЛ

А
Ф
К
А

と

綴
り
を
違
え
て
書
い
て
い
る
。
幼
年
時
代
の
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
、
自
宅
で
は
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

語
を
話
し
た
が
、
外
で
は
ロ
シ
ア
語
を
話
し
て
（D

uchen 1998, p.14,  

邦
訳
14
頁
）
書
き
、

１
９
０
９
年
に
は
詩
も
作
っ
て
い
る
（Franz M

eyer, M
arc Chagall:Leben und W

erk, 
K
öln:M

. D
uM
ont Schauberg, 1961, S.82

）
の
で
、Л

А
В
К
А

の
よ
う
な
簡
単
な
綴
り
を

間
違
え
る
と
は
考
え
に
く
い
。

註
４　

例
え
ば
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
と
同
時
代
の
芸
術
家
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（M

ax W
eber

）
に

よ
る
《
祈
祷
》（
１
９
１
９
年
）
で
は
、
ト
ー
ラ
ー
を
抱
き
か
か
え
る
男
性
が
描
か
れ
て
い

る
（A

vram
 K
am
pf, Chagall to K

itaj‒Jew
ish Experience in 20th Century A

rt, 
London:Lund H

um
phries, 1990, p.142

）。

註
５　

貼
紙
に
よ
れ
ば
、
ウ
ォ
ル
プ
画
廊
株
式
会
社
の
住
所
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
あ
る
。

註
６　

D
uchen 1998, pp.335

│336.（
邦
訳
３
３
６
│
３
３
７
頁
。）

註
７　

Chagall 1931, pp.164

│165.（
邦
訳
１
５
８
│
１
５
９
頁
。）

註
８　

H
aggard 1986, p.32

（
邦
訳
39
頁
）及
びSorlier 1989, p.59

（
邦
訳
52
頁
）。

註
９　

私
生
活
で
は
、
１
９
５
２
年
に
ハ
ガ
ー
ド
と
別
れ
た
も
の
の
、
同
年
に
知
人
の
紹
介
で
知
り

合
っ
た
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー
ナ
・
ブ
ロ
ツ
カ
ヤ（В

алентина Бродская, 

生
没
年
不
明
）と
結
婚

し
て
い
る（H

aggard 1986, p.178, 

邦
訳
３
０
１
頁
。）。

註
10　

D
uchen 1998, p.341

（
巻
末
年
表
）.（
邦
訳
３
４
１
頁
。）

註
11　

現
在
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
あ
る
。

註
12　

Chagall 1939, p.251.（
邦
訳
２
４
９
頁
。）

註
13　

Sorlier 1989, p.85.

（
邦
訳
82
頁
。）

註
14　

同
上

註
15　

ヤ
ー
コ
ヴ
・
ブ
ル
ー
ク
「
ロ
シ
ア
│
フ
ラ
ン
ス
│

ロ
シ
ア　

一
八
八
七
│
一
九
九
二
年
」 

Ш
агал 2005,  

24
頁
。“ Россия-Ф

ранция-Россия  1887

－1922”, Ш
агал 2005, cтр.24.

復
元
さ
れ
た
生
家
は
、
現
在
、
博
物
館
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

註
16　

Chagall 1939, pp.214

│215.（
邦
訳
２
０
８
│
２
０
９
頁
。）

註
17　

D
uchen 1998, p.262.（

邦
訳
２
６
３
頁
。）

註
18　

Ш
агал 2005, cтр.351.
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図１ マルク・シャガール
 《母と子》
 制作年不詳
 カンヴァス・油彩　63×46㎝
 大分県立美術館蔵

図３ 《緑衣のベラ》を制作中のシャガールとベラ
 1934年
 シドニー・アレグザンダー著、加藤弘和・訳
 『マルク・シャガール』
 芸立出版、1993年、339頁。

図２ マルク・シャガール
 《彼女をめぐって》
 1945年
 カンヴァス・油彩　130.9×109.7㎝
 ジョルジュ・ポンピドゥ・センター、
 国立近代美術館蔵
 Duchen 1998, p.269.

図４ マルク・シャガール
 自伝挿絵《私の両親》
 Chagall 1931, p.46.

－ 56 －
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図５ マルク・シャガール
 自伝図版17《家の自画像の上の自画像》
 1971年
 印刷された背景のある紙に墨、色鉛筆と

パステル
 35.7×38.4㎝
 個人蔵
 Chagall devant le miroir: Autoportraits, 

couples et apparitions, Musée national 
Marc Chagall, Paris: Réunion des 
musées nationaux, 2013, p.101.

図７ マルク・シャガール
 《ヴィテプスク》
 1914年頃
 紙にグアッシュとインディアインク
 24.8×19.2㎝
 個人蔵
 Jacob Baal－Teshuva, Marc Chagall 

1887－1985, New York: Taschen, 1998, 
p.13.

図８ マルク・シャガール
 《私と村》
 1911年
 カンヴァス・油彩
 192.1×151.4㎝
 ニューヨーク近代美術館蔵
 後小路雅弘・編、池上忠治・監修
 『日経ポケット・ギャラリー　シャガール』
 日本経済新聞社、1995年、33頁。

図６ マルク・シャガール
 《結婚》
 1911年
 カンヴァス・油彩
 99.5×188.5㎝
 ジョルジュ・ポンピドゥ・センター、国立近代美術館蔵
 Шагал 2005, кат.13.
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図９ マルク・シャガール
 《ロシアとロバとその他のものたちへ》
 1911－12年
 カンヴァス・油彩
 156×122㎝
 ジョルジュ・ポンピドゥ・センター、
 国立近代美術館蔵
 後小路雅弘・編、池上忠治・監修
 『日経ポケット・ギャラリー　シャガール』
 日本経済新聞社、1995年、37頁。

図11 マルク・シャガール
 《芸術家》
 1972年
 紙にグアッシュ
 69.2×50.7㎝
 トレチャコフ美術館蔵 
 Шагал 2005, стр.351.

図10 マルク・シャガール
 《天使の墜落》
 1923－1947年
 カンヴァス・油彩
 148×265㎝
 バーゼル市立美術館蔵
 インゴ・F・ヴァルター、ライナー・メッツガー編、
 はまみつお訳
 『マルク・シャガール─詩としての絵画』
 ベネディクト・タッシェン出版、1993年、74頁。
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Chagall “Mother and Child”

Manami Kajiwara

Chagall “Mother and Child”

Manami Kajiwara

This report looks at the history, production year and background behind the work “Mother and Child” 
by Marc Chagall（1887－1985）. It also raises questions regarding the content of his artwork.

This piece of art has passed through Galerie Maeght, Wolpe Gallery, Galerie Nichido and Nankai 
Hospital, and is currently owned by the Oita Prefectural Art Museum. An attached label indicated that the 
painting was produced in 1973, which is further supported from other relatively similar work having been 
produced in the 1970s.

In June of 1973, Chagall visited the Soviet Union. Several decades after fl eeing the country in 1922, this 
was his fi rst opportunity to return to his motherland. He did not return to Vitebsk, the town which he had 
drawn over and over again. This was because it was too hard seeing all of the destruction caused by the 
Nazis. The image of Vitebsk that he drew in “Mother and Child” is of a place that does not exist in the real 
world, but is simply an imaginary second home.

The problem that arises with this piece is that it is unclear who the woman and child in the center 
of the image represent. Also, the ground at vitebsk that is usually drawn flat, in this image is drawn 
on a slant. The cross that is expected to be on the church is omitted, and the Torah in the closed state 
that should be of importance to Jewish people, is drawn very faintly. After careful exploration of these 
questions, my next report will look into what exactly Chagall had intended to depict through his artwork 
“Mother and Child”, explained from his unique Jewish mystical and Pietistic view of the world.
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Murai Masanari ─ Pictures without shadows, pictures within shadows ─
Three pieces of work from the Oita Prefectural Art Museum collection

Noe Kito

This report looks at Murai Masanari’s three pieces of work held at the Oita Prefectural Art Museum, 
specifi cally focusing on his change of style between his formative（30s－40s） and mature（50s－60s） years, 
and his intentions behind each piece, all of which will be discussed along with other pieces held at the 
museum. In the collection are “Yellow”（1956）, a piece that demonstrates Murai’s typical style, and two 
that are a more unusual style of his, from the time of black paintings, “Railway No2”（1961） and “A Figure 
in Black Line”（1962）.

Chapters 1 to 3 look will look back on the very beginning of Murai’s artwork, from his childhood to the 
time in which he studied abroad in France. It will also explore the infl uence that Western art had at the 
time, with particular focus on Mondrian’s work, and referring to Murai’s pure abstraction as examples, will 
look at relationship with Saburo Hasegawa and Murai’s admiration to Mondrian’s spirit.

Chapter 4 will look at Murai’s work “Yellow”（1956） and discuss the postwar period when he started 
incorporating the human body. By referring to the artists’ own analysis on the works, I will explore the 
change in style during this time period. This section will also get inspiration from Walter Benjamin’s 1917 
essay on the relationship between color and form, and the use of black.

Chapter 5 will focus on the two artworks “Railway No2”（1961） and “A Figure in Black Line”（1962）, 
continuously with the viewpoint of Walter Benjamin, and explain the structures, the brushworks and the 
texture. I conclude with a look at how Murai maintained consistency in his style of art even through trial 
and error. 
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The Development of Bamboo Crafts in Oita Since the Latter Half 
of the Meiji Period ⑵

Focusing on Shono Shounsai

Naoko Tomonaga

“The Development of Bamboo Crafts in Oita Since the Latter Half of the Meiji Period ⑴ The 
Formation and Development of Beppu Bamboo Works” in Oita Prefectural Art Hall Bulletin Volume 4
（published 2010 by the Oita Prefectural Art Hall） investigates the development of Beppu bamboo works 
from the latter half of the Meiji Period to the fi rst half of the Showa Period（1900－1940）.

This manuscript will investigate the development of the fi eld of artistic bamboo handicrafts in Oita 
since the latter half of the Showa Period（after 1940） by primarily examining the imprint, achievements, 
and infl uence of Shono Shounsai （1904－1974）, who was the fi rst person to be certifi ed as a Preserver of 
Important Intangible Cultural Properties for bamboo work in 1967.

Shono Shounsai was born in Beppu City and later entered into an apprenticeship in Beppu in 1923 
with a skilled artisan where he mastered the traditional bamboo works of Beppu from after the latter half 
of the Meiji Period. After the year 1940, he displayed his art at the Bunten and Nitten art exhibitions as 
well as exhibitions for traditional Japanese crafts, pioneered a new world of high quality bamboo crafts, 
and became an indicator of modern bamboo crafting. Meanwhile, in the period of time immediately 
following the war, Shono also pioneered the production of handicrafts with simple designs intended for use 
in new living spaces. Handicraft production began to fl ourish within Oita Prefecture after the 1960s, and 
submissions to nationwide fi ne arts exhibitions that allowed for public submissions thrived after the 1970s, 
after Shono’s death.

By the Taisho Period（1912－1926）, the bamboo crafting technique of Beppu bamboo works had 
already attained a high standard, and the technique was being handed down through traditional 
apprenticeships and the public education system. However, with the decline of apprenticeships, passing 
along diverse and high quality techniques became difficult, and production that freely used a variety 
of techniques and was possible during Shono’s generation gradually became impossible. The effects of 
this change in technical skill have yet to be verifi ed, but recently there has been a trend of increasing 
production of handicrafts and personal accessories while national fi ne art exhibitions that allow submissions 
from the public have seen a decline of submissions.
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The signifi cance of the Rikucho-kai 
in Fukuda Heihachiro’s artwork

Shinsaku Munakata

Fukuda Heihachiro（1892－1974）was a Japanese - style painter born in Oita, who was an active part of 
the Kyoto art scene. Fukuda was an innovative painter that followed traditional Japanese - style painting 
and drawing techniques, subjects and style, whilst also incorporating modernity through his emphasis of 
color. 

With the goal of studying the art of Japanese - style painting, Fukuda left Oita at the age of 18. In 1910
（Meiji 43）, he moved up to Kyoto with the intention of taking the entrance exam for the Kyoto Prefectural 
School of Art and Crafts. However, once realizing that the date for this exam had already passed, Fukuda 
enrolled in the preparatory course at the Kyoto City Specialist School of Painting that had newly opened 
in 1909（Meiji 42）. The following year, Fukuda entered into the Kyoto Prefectural School of Art and Crafts, 
and after graduating in 1915 （Taisho 4）, was able to fully commit as a student at the Kyoto City Specialist 
School of Painting, which he went on to graduate from in 1918（Taisho 7）.

As clear from his career history, Fukuda did not follow the traditional pattern of being trained by a 
specifi c teacher, but instead enrolled in a Painting College, was taught under several teachers and learnt 
amongst many other classmates. He was one of the fi rst painters of his generation to be a part of such a 
group and to grow up in the modern painting educational system. 

Fukuda’s simple and abstract take on Japanese - style painting resulted in his modern and innovative 
style of painting, where his Realist style of art was depicted through expression of color and unique form, 
which even spread to Western paintings. Fukuda’s fl exible style of not sticking to tradition is thought to 
be largely due to his learning environment, in which he was able to grow relatively freely, whilst being 
exposed to a variety of senses of values. Not being tied down to a regimented teaching and schooling 
program, Fukuda was able to naturally express what he wanted to draw in a very genuine manner. 

There was a big shift in Fukuda’s style of work in the early Showa era, and particularly in 1930 （Showa 5）. 
This report looks at what signifi cance the bipartisan group Rikucho -kai, of which Fukuda established as 
one of its members, had on his art.
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Materials Related to Tanomura Chikuden
 in the Tatsuichi Kataoka Collection ②

Michio Koga

The “Tatsuichi Kataoka Collection” is part of the collection built over a lifetime by Tatsuichi Kataoka 
（1909－1938）, a businessman active in Ube City, Yamaguchi Prefecture. All 138 pieces in the collection 
were gathered in the Oita Prefectural Art Museum in the 2015 fi scal year and are now on display. One 
merit of this collection is that it not only displays paintings composed by Tanomura Chikuden, which 
include Important Cultural Properties, but is also replete with the related materials that form the basis of 
research surrounding Chikuden.

In “Materials Related to Tanomura Chikuden in the Tatsuichi Kataoka Collection ①” written in 
the Oita Prefectural Art Museum Research Bulletin Volume 1, five materials from the collection were 
introduced. In a continuation of that work, materials from the collection will be selected and expounded 
upon. On this occasion, “The Seal Tanomura Chikuden Used,” which Mr. Kataoka reportedly valued in 
particular during his lifetime, will be featured.
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